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中原遺跡群

梨の本遺跡Ⅲの調査について

梨の本遺跡は滑津川の断崖段丘上、佐久市大字中込字梨の木に所在します。眼下に滑津川を、

その向こうに千曲川さらに、野沢平を一望できます。付近は、通称 「中込つ原」と呼ばれ、今

では新 しい家や工場団地ができていますが、国道 141号バイパスが建設されるまでは、狐や狸
にちょくちょくお目にかかれる桑畑などが広がっていました。

しかし、いま再び大きな変貌を遂げようとしています。今回の発掘調査のきっかけとなった

新国道 141号バイパスの完成は、千曲川に架かる浅蓼大橋によつて小諸から臼田を一直線に結
ぶ、まさに南北佐久を貫く大動脈となる道です。周辺はますます景観を変えていくことでしょ

う。

新バイパス建設にあたつて、平成 6年 と今回のとで、「中込つ原」全体を南北に横切る形で調
査が行われました。その結果、北と南の端の部分から昔の人々の生活の跡が見つかりました。

北の端からは弥生時代・平安時代の家の跡、さらに、爪形文土器 と呼ばれる佐久市最古の土器

となる縄文時代草創期 (10,000年前)の土器が発見されました。
南の端は今回の調査ですが、中世の村の一端が現れました。現在の三河田の集落は、江戸時

代の初頭に三河田用水の完成と共に成立したといわれています。みつかつた陶磁器などは、13
014世紀が多く、三河田新田ができる前に梨の本一帯に人々が暮らしていたことがわかりまし
た。なかには、中津川窯で焼かれた壺を持ち、時には銅で作られた円い鏡で顔を見つめるそん

な村人も居たようです。

西となりの調査からむらは、東の方に広がっていくようです。東が注目されます。
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中津川窯壷と和鏡の出土した状態

割れて破片で出土した中津川窯の壺

中津川窯の壷と和鏡が出土したD49号土坑

裏を上にして見つかつた和鏡
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円鏡 流水秋草双雀鏡 (花蕊形座紐 直角式中縁) D49号 土坑から出土
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中津川窯壷 (D49号土坑出土)



出土した陶磁器類

:1塁塁塁暑墨壁譴壺壼EI]L
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3匹の蝶が彫られた鋼製の柄頭 (?)

北関東産 (?)瓦質甕 鋼製の足金物

龍をあしらつた鋼製の装飾品

II滅

太平洋戦争中に構築された津上製作所信州工場の地下工場



例

1.本書は、佐久建設事務所が行う国補緊急地方道路整備 (街路)だ 諸ヽ佐久臼田線築造事業に伴う、埋蔵文イヒ財発掘

調査の報告書である。

2.調査委託者  佐久建設事務所
3.調査受託者  佐久市教育委員会
4.遺 跡 名  中原遺跡群梨の本遺跡Ⅲ (N N N III)
5。 所 在 地  長野県佐久市大字中込字梨の本 3734‐ 29・ 31・ 32・ 33・ 36・ 37・ 39040・ 41・ 42043B45他
6.調 査 期 間

発掘調査  平成 8年 4月 3日 ～ 7月 23日
整理期間  平成 9年 1月 27日 ～ 3月 31日

平成 11年 1月 26日 ～ 3月 31日

平成 12年 1月 26日 ～ 3月 31日

平成 12年 9月 26日 ～平成 13年 3月 31日

7.調査面積   7,098ポ
8.本書の編集は、林が行つた。遺物写真は佐々木宗昭が撮影し、石器の石質鑑定は羽毛田卓也が行つた。
9.炭化種子の鑑定は、パリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。 獣骨の鑑定は、日本ほ平L類学会 宮崎茂雄氏に
依頼した。 陶磁器の鑑定は、長野県埋蔵文化財センター 市川隆之氏にご教授いただいた。
10。 出土遺物および調査に関する記録類は、一括して佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

例

1.遺構の略号は次のとおりである。
Ta二 竪穴状遺構、D一土坑、 P一 ピット、M一溝状遺構

2.挿図の縮尺は次のとおりである。挿図中にスケールを示した。
竪穴状遺構・土坑 1/6 単独ピット/50 陶磁器類 1/3 金属器 1/2 石器 1/3と 1/6

3.遺構の海抜標高は各遺構毎に統一に努め、水糸標高を記した。
4.土層の色調は、1988年版『新版 標準土色帳』に基づいた。
5。 遺物挿図番号と遺物写真番号及び観察表の番号は一致する。

6.調査区グリッドは公共座標に従い、間隔は4× 4mに設定した。
7.挿図中のスクリントーンは、以下のことを示す。

3/////M―地山断面 [11111劇 一柱痕 |:|:=111-磨面
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第 1章 発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査の経緯と経過

梨の本遺跡Ⅲは標高680m内外を測り、佐久市大字中込 。今井・横和の通称 「中込つ原」にのる中原遺跡群のほぼ

中央に在る。一帯は、浅間山第一軽石流堆積物とその上位に堆積した火山灰砂・流入軽石堆積物の水平層に覆われた

南西にやや傾斜する平坦な地形である。滑津川に垂直に切り立った段丘の縁が遺跡の南端となり、30mの 眼下には滑

津川・千曲川 。野沢平が広がっている。遺跡群の南西端には、佐久地方で最大規模の円墳である三河田大塚古墳 (長

野県史跡)が所在する。 1983・ 1984年 (昭和58・ 59)の佐久市遺跡詳細分布調査で縄文時代～中世の遺物が表面採集

されている。

佐久市土地 Ffn発公社の宅地造成に伴う梨の本遺跡 I(1987午度 )、 梨の本遺跡Ⅱ (1988午度)の発掘調査が実施さ

れて以降、 (有)サンエイ開発による宅地造成に関わる梨の本遺跡Ⅳ (1997年度)の発掘調査や 17件 を数える試掘調

査が行われている。

今回、県道上原・猿久保線～国道 142号間において国道 141号バイパスエ事が計画され、中原遺跡群内を通過する
ル

ー トとなった。佐久建設事務所と長野県文化課および佐久市教育委員会の協議の結果、梨の本遺跡Ⅲは記録保存調査

を行い、他の用地内については遺構の存在の有無を確認することとなつた。調査は、佐久建設事務所より委託を受け

た佐久市教育委員会が 1996年 4月 から実施した。

第 2節 調査体制 平成 8～ 12年度 (1996～ 2000年度 )

調査受託者 佐久市教育委員会  教育長 依田英夫
事務局   教育次長      市川 源 (平成 8・ 9年度)  北沢 馨 (平成 10年度)

埋蔵文化財課長   北沢元平 (平成8年度)    須江仁胤 (平成9'10年度)
埋蔵文化財管理係長 棚沢慶子 (平成 8。 9年度)
埋蔵文化財管理係  Fll村和広 (平成8年度)

埋蔵文化財係長   大塚達夫 (平成8・ 9年度)  荻原一馬 (平成 10年度)
埋蔵文化財係    林 幸彦 三石宗一 (平成8～ 10年度)須 藤隆司

小林真寿 羽毛 ELl卓也 冨沢一明 上原 学

駐踊

第 1図  中原遺跡群梨の木遺跡Ш位置図 (1:50,000)



第 1表 調査された周辺遺跡一覧表

遺 跡 名 所  在  地 開 発 主 体 者 開 発 事 業 名 調 査 年 度 面 積

1 梨の本遺跡 Ill 中込字梨の本3734-43他 佐久建設事務所 国道141号バイパス 1996年 4月～ 7月 7,098耐
2 梨の本遺跡 I 中込字梨の本3769他 佐久市土地開発公社 宅地造成 1987年 8月 2,720耐

3 梨の木遺跡Ⅱ 中込字梨の木 3765-1他 佐久市土地開発公社 宅地造成 1988Z平 12月 2,290r〆

4 梨の木遺跡Ⅳ 中込字梨の木 3768-1 (有)サ ンエイ開発 宅地造成 1 97年 12月 744ぽ

5 中原遺跡群 1 中込字梨の本 3801-1他 日誠総業 (株 ) 宅地造成 992年 5月 1,910ピ

6 中原 遺 跡 杷 三 河 田字 橋 場 397-6 磯貝幹雄 個人住宅建築 991年 2月 ２
ｍ

7 中原 iA‐跡群 3 中込字梨の木 3713-4 佐久警察署 職員宿舎建設 992Z■ 5月 1,773ポ

8 中原遺跡群 4 二河田字大塚 439-1 (有)サ ンエイ開発 建売住宅建築 994年 2月 1,135耐

中原遺跡群 5 中込字下原 3818-1 与志本林業 (株 ) 宅地造成 1 95年 11月 2,514ご

0 中原遺跡群 6 中込字梨の木 3734-55他 (株)大東土木 倉庫建設 995年 8月 234ぷ

1 中原遺跡群 7 中込字梨の木 3734-13他 佐久市土地開発公社 郵便局用地造成 995奪18月 641耐

2 中原遺跡群 8 中込字梨の本3734-26他 小林章則 共同住宅建設 996Z手 2月 220ぽ

3 中原遺跡群 10' 今井字大塚 119-1・ 2他 磯部清・やえ子 共同住宅建築 996イ手5月 204ぽ

中原遺跡群H 中込字梨の木 3803-3他 (株)石井商会 倉庫 。事務所建設 997年 1月 2,975耐

中原遺跡群 12 根々井字南原 1-1他 佐久市土地開発公社 工業用地造成 997年 5月 2,500■ 1

中原遺跡群 13 中込字大日3713-18 市川純江 店舗建設 995年 8月 1, 405 ni

7 中原遺跡群 14 三河田字大塚 434-1'2 ナコー開発 (株 ) 宅地造成 1995年 10月 2,085ni

中原遣跡群 15 中込字中原 3639-31 (有)信州銘木 倉庫建設 1998年 10月 661ぽ

中原遺跡群 16 中込字中原 3639-5他 長野スバル自動車 (株 ) 店舗建設 1998年 H月 1,993ぽ

中原遺跡群 17 今井字新田前 190 (株)木下組 宅地造成 1999毎12月 696ポ

l

官の_L遺跡群

割地遺跡 横和字割地 211-1他 佐久市土地開発公社 宅地造成 1997年4月 10,890ポ

調査受託者 佐久市教育委員会  (平成 H年度より組織改正により課名変更 )
教育長       依田英夫

事務局   教育次長      小林宏造
文イヒ財課長     草間芳行
文化財係長     荻原一馬
文化財係      林 幸彦 須藤隆司 小林真寿 羽毛田卓也

冨沢一明 上原 学 山本秀典 出澤 力
調 査 主 任 佐々木宗昭 森泉かよ子
調査副主任 堺 益子
調 査 員 浅沼ノブ江  阿部和人  荒井かつ   磯貝はな   丼出きねじ

岩崎重子   梅澤淳子  遠藤 しずか  大井文雄   本内明美
神津登久子  神津よしの 小金沢たけみ 小須田サクヱ 小林立江
小幡弘子   小山澄恵  小山正吉   佐藤愛子   佐藤けさ子
佐々木久子  佐藤志げ子 佐藤玉枝   島田幹子   自井おくに
上屋貞子   角田すい  角田すづ子  角田 トミエ  東城友子
中蔦武二郎  中島照夫  中島智広   中山たのし  並木ことみ
花里八重子  林美智子  原キミエ   樋沢しずい  真嶋保子
茂木とよ子  桃井もとめ 百瀬将史   柳沢千賀子  山浦豊子
渡邊久美子  渡邊倍男

第 3節 調査日誌

1996年度 (平成 8年度 )

1996年 4月 3日

井出徳四郎

相沢三之助

小林三男

桜井牧子

高橋かね子

東城幸子

新津幸雄

増野深志

山崎 直

今井勇一

神津さよ子

小林よしみ

佐々木 正
高橋冬子

樋田咲枝

橋詰勝子

茂木幸一

山田幸枝

重機による表土はぎを開始。

梨の本遺跡Ⅲの南端より重機を入れる。同時に中込字梨ノ木3734-15以北の用地内

畑地に遺構確認 トレンチを設定し、重機で表土をはぐ。

遺構確認を行 う。調査区北端から南に伸びる大きな落ち込みを検出する。 (後 に太平4月 3日 ～



1998年 度

1999年

(平成 10年度 )

1月 26口 ～

7月 23日

1997年 1月 27日 ～

太平洋戦争中の地下

工場と判明 )

プラン確認済みの

遺構から覆土掘り下

げを開始する。

現場での作業を終

了し、機材撤収する。

室内において遺物

の洗浄を行う。

室内において、現

場より取 り上げてき

た遺構覆土から炭化

種子等の抽出作業を

イ予う。

図面修正を行う。

室内において、現

場より取 り上げてき

た遺構覆土から炭化

種子等の抽出作業を

イ子う。

図面修正を行う。

図面修正、遺物実

測作業。遺構・遺物

版下作成。原稿を執

筆し、報告書を刊行

する。

1999年 度

2000年

(平成H年度 )
1月 26日 ～

2000/rF度 (平成 12年度 )

2000年 9月 26日 ～
一
ご

ｈ
到

巡一」ヽ
地下工場の調査風景 (南 より) 第 2図  調査された周辺遺跡 (1:10,000)



第爾章 遺跡の概観

第 1節 遺跡の環境

関東山地の甲武信岳に源を発し北流してきた千曲川は、自田町と佐久市境の離山に至り流れは北西を向く。相浜の

断崖からはまた北に流れを変え東部町・上田市に流下する。この間の千曲川両岸には、佐久地方の中央平地が拡がつ

ている。沖積氾濫原の野沢・中込の平坦地に対して、北中込や岩村田などは一段高い段丘にのつている。標高 680m

を演1る 梨の本遺跡Ⅲは、千曲川に注ぐ眼下の滑津川から25mの切 り立った断崖を見せるこの段丘上にある。

これらの平地の北方には、今も活発な火山活 IIJJを続けている浅聞山が響えている。本遺跡周辺の地形形成に浅間山

の活動が大きく関わつている。塚原泥流 (約 3万 8千年前と推定されている)、 第 1軽石流 (約 14,000～ 13,000年前 )

第 2軽石流 (約・12,000～ 11,000午前)が 浅間山の南 口西麓を覆つていて特徴ある地形を形成 している。初期浅間山

を構成する推定標高 2,900mの 黒斑山が山体破壊をおこし、斜面を流下した泥流は、岩村田の西方の平坦な水田地帯

に流れ山 (泥琉丘)と よばれる景観を成 した。一帯の地名塚原の所以である。

その上部には火山砂火山灰で構成された第 1軽石流が堆積 し、佐久市の北部や小諸市の南部に平坦地をつくりだし

ている。 しかし、軽石流堆積物は固結度が緩 く浸食されやすく、雨水・流水により垂直な浸食谷 “田切 り地形
"が、

御代 IEl町から岩村 l」Jま で、西は小諸懐古園付近まで発達している。現在確認できる第 1軽石流の最南端は、梨の本遺

跡Ⅲ東方 l krnの瀬戸の西耕地に達している。また、寄山遺跡の発掘調査で、志賀川を越え斜面を乗り上げた軽石流

の堆積が検出された。そこでは、直立した炭化木 (林状に林立していた)が確認された。検出面から根本まで 7mを

計測する6樹種は冷涼な気候を示す針葉樹の トウヒ属であつた。

ヾ
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第 3図  中原遺跡群と周辺遺跡 (1:25p00)



岩村田市街地から湯川右岸、字とう沢から高瀬小学校に至る湯川左岸、さらには、滑津川右岸の段丘上にかけて、

1難石流堆積直後の氾濫原に堆積したと考えられている軽石質火山灰層が水平に堆積 している。 (湯川層)厚 さは最

大 10m以 上に達するという。この層に覆われている地帯は地下水層が低い。

梨の本遺跡ⅢのMl号溝状遺構 (防空壕)を底面 3mま で掘り下げたが、第 1軽石流の堆積層は認められなかつた。

本遺跡の北東 lkmに ある番屋前遺跡群番屋前遺跡Ⅱ (1996年発掘調査)の井戸址底面は第 1軽石流の堆積層ま

で達しており、現地表面下 7.5 rnの深さを浪1る 。

第 2表 周辺遺跡一覧表

遺  跡  名 所 在 地 立 地 縄 弥 古 奈 平 中 備 考

1 中原遺跡群 中込字梨の本 。中原・下原 。大塚・荒子他 2段丘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 本調査、梨の本 I～ Ⅳ (S62・ 63,H9)

宮の上遺跡群 横和字官の上 。一本松 。供養塚・芝官他 ○ ○ ○ ○ ○ 宮の上 I・ II(S62・ 63)、 根々井芝官 (H4)

3 寺畑遺跡群 根々井字寺畑・山下・塚原・前原・屋敷添他 ○ ○ ○ ○ 寺畑 IoⅡ (H6・ 7)

今井官の前遺跡群 今井字宮の前・面 。居屋敷 ○ ○

寄塚遺跡群 横和字寄塚・鶴巻 ○ ○ ○ ○ ○

白山遺跡群 鴫瀬字白山、三河田字下原 ○ ○ ○ ○ ○

7 今井西原遺跡 今井字九反田 ○ ○ ○ ○ 一部発掘調査 (H49)

北久保遺跡 横和字北久保 1段丘 ○ ○ ○ ○

赤石河原遺跡 根々井字赤石河原・赤石、横和字堰El ○ ○

根々井居屋敷遺跡 根々井字居屋敷 ○ ○ ○ ○

11 日Fn3屋敷遺跡 根々井字日向屋敷 2段丘 ○ ○ ○ ○

諏訪分遺跡群 根々井字諏訪分・北諏訪分 1段丘 ○ ○ ○ ○

伊勢田遺跡 根々井字伊勢田 ○

鳴澤遺跡群 根々井字鳴沢・五里田。東原 。東坂上・上鴫沢他 ○ ○ ○ ○ ○ 五里田 (H9)

中西の久保遺跡群 岩村田字中西の久保 ○ ○ ○ ○ 中西ノ久保I～Ⅳ (H4～ 10)

寺畑遺跡群仲田遺跡 猿久保字仲田 ○ ○ ○ ○ 仲田

中鳴澤遺跡群 岩村EE字中鳴沢 ○ ○ ○ ○

猿久保屋敷添遺跡 猿久保字屋敷添 2段丘 ○ ○ ○ ○

西妻神遺跡 中込字西妻神 ○ ○

番屋前遺跡群 猿久保字番屋前・坂上 。前原、中込字西妻神他 ○ ○ ○ 番屋前 I・ II・ Ⅲ (H8・ 10)

野馬窪遺跡群 猿久保字野馬窪 ○ ○ ○ ○ 野馬窪 (S56)

馬瀬園遺跡群 瀬戸字馬瀬 EEl・ 新子田境・猿久保境他 ○ ○

私田止遺跡群 瀬戸字和田上・細圏、新子田字御両神 ○ ○ ○ ○ ○ 和国上南 (S54)

鷺の富遺跡 瀬戸字闇の官 ○ ○

深堀遺跡群 瀬戸字深堀・狐塚 。残塚・下原・西原他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 深堀 (S40)、 深堀 I～ Ⅳ (H10～ 12)

中反遺跡群 瀬戸字中反 。中屋敷 1段丘 ○

八反田遺跡 瀬戸字八反田 ○

東千石平遺跡群 瀬戸字東千石平・西千石平・西屋敷添 ○ ○ ○ ○

西屋敷添遺跡 瀬戸字西屋敷添

大塚遺跡群 中込字大塚 。西大塚・立石 2段丘 ○ ○

上北谷遺跡群 桜井字上北谷・八反田 1段丘 ○

北畑遺跡群 桜井字北畑 。東畑 ○ ○ ○ ○

宮浦遺跡群 桜井字官浦・北西。東 ○ ○ ○ ○

今井城跡 今井字城 。前日 2段丘 ○

深堀城跡 瀬戸字深堀 ○

八反田城跡 瀬戸字八反田 ○

三測田大塚古墳 三河田字大塚414-5 ○

土堂古墳 三河腱字上堂39-1他 ○

蟹ケ沢古墳 中込字蟹ケ沢3541-35,3541-34 ○

富士塚古墳 猿久保字前原 669 ○

御経塚古墳 猿久保字前原844 ○

金比羅古墳 猿久保字番屋前858 ○

瀬戸狐塚古墳群 瀬戸字狐塚 ○

杉山新田 松ケ池、稲荷反り、御両神 近世

-5-



このように、現在の横和・今井・三河田集落のある中込原は、湯川・滑津川 “志賀川との比高 10～ 30mを 演1り 地

下水層も低く、生活用水の得られにくい地であつた。水利は、湯川 口滑津川に臨む断崖にみられ,る湧水、今井の東の

湧水や深井戸をのぞけば 17世紀初頭 (慶長・元和年中)に市川五郎兵衛により補完完成 したと伝えられる三河田用

水堰 (四 か村用水)を待たなければならない。用水完成によつて、本遺跡の西・北西に拡がる段丘上の平地が水田耕

作可能となり、今井・横和村が発展し、三河田新田が成立した。

第 1軽石流や湯川層に覆われた高燥な中込原において原始 し古代さらに中世に至っても遺跡の多くは、中込原平坦

地の端に確認されている。生活用水を断崖上部から5～ 10mにみられる湧水や小規模な沢水に依ったためであろう
か。湯川と滑津川の間に展開する段丘平坦地 (中込原)に知られている遺跡は、北の湯川寄りに宮の上遺跡群 。キ畑

遺跡群、南の滑津川よりに今井宮の前遺跡 。中原遺跡群、平坦地の狭まる西に寄塚遺跡群 口白山遺跡群、東の字とう

沢寄りに番屋前遺跡群 。大塚遺跡群がある。

宮の上遺跡群根々井芝宮遺跡で弥生時代中期～平安時代の集落が、宮の上遺跡 I・ Ⅱで平安時代の集落が発掘調査

で検出されている。他に試掘調査によつて、自由遺跡群と寄塚遺跡群で弥生時代中期～後期・古墳時代 “奈良平安時

代の多数の竪穴住居力L群が、番屋前遺跡群の東端で平安時代の竪穴住居力Lが確認されている。

古墳のあり方もほぼ同様である。滑津川・志賀川に面した段丘上断崖縁に 9基の円墳が現存 している。中原遺跡群

内西端の三河田大塚、その東方に蟹ヶ沢古墳、中込大塚古墳、瀬戸狐塚古墳群 (1～ 5号墳 )、 和田上古墳がある。

湯川に面しては、寄塚古墳がある。やや、中央によつた位置には、金比羅古墳、御経塚古墳、富士塚古墳、土堂古墳

がある。
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第 4図  中原遺跡群梨の本遺跡 IoⅡ ・Ⅲ・Ⅳと周辺地形図 (1:2,000)
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三河田大塚古墳は墳丘径 30m高 さ5mを測 り、県内では最大規模を誇る。長野県史跡に指定されている。両袖で

玄門部に立柱石を敷設 し、玄室長 6mの 大きな石室は巨石が使用されている。石室等の特徴から7世紀中葉頃の築造

といわれている。

中込原を南北に走る国道 141号バイパスと国道 141号新バイパス沿線の中原遺跡群
薔番屋前遺跡群では、県道改良

工事・店舗建設・共同住宅建設等に関わり、番屋前遺跡群内で 13カ 所、中原遺跡群内で 21カ 所と頻繁に試掘調査
t

立合い調査が実施されている。30カ 所を越える調査にもかかわらず遺構が検出されたのは、中原遺跡群梨の本遺跡

I・ Ⅱ 8Ⅲ・Ⅳ、番屋前遺跡群番屋前遺跡 I・ Ⅱ・Ⅲ、宮の上遺跡群割地遺跡で、25カ 所の試掘では遺構は確認 さ

れていない。中込原中央にむけて遺構の存在は希薄となる傾向が強い。

湯川左岸の沖積地を臨む番屋前遺跡 Iよ り時代不明の溝状遺構 2、 字とう沢に近接 した番屋前遺跡Ⅲより 10棟近

い掘立柱建物力L・ 3棟の竪穴状遺構・64墨の土坑・ 6本の溝状遺構・ピット群が検出され、13～ 16世紀の陶磁器、

石器・鉄器が出土した。

番屋前遺跡Ⅲの西 80mに 近接 した番屋前遺跡Ⅱでは、地表下 7.5mの 浅間第 1軽石流堆積上面で湧水がみられた

井戸址 1基、溝状遺構 4本等が検出された。

本遺跡の西 130mで調査された梨の本遺跡 I・ Ⅱ 3Ⅳでは、竪穴状遺構 3棟、土坑 49基、溝状遺構 8本、ピット

群が検出され、15世紀の遺物が出土している。

中世から近世前半における中込原付近の村々の様子は、幾つかの文献資料で断片的に知ることができる。嘉暦四年

(1329年 )に 出された諏訪上社五月会および御射山の頭役負担分担命令によると。鎌倉末期佐久地方には、大井荘
口伴野荘と志賀郷・小諸郷・平賀郷・菱野郷・山田郷などがあつたことがわかる。平賀郷の中には、三河田

E滑瀬 ロ

平賀の名がみえる。

戦国時代の記録「永禄七年永楽貫日高日録之次第」(1565午)には、瀬戸・中込 口今井 “平賀の村名がうかがえる。

また、天正五 “六年 (1577・ 1578年)の 「上諏訪神社造営帳」に滑瀬の郷 。太田部郷 "瀬戸の郷 。中込の名が出て

くる。

今井や横和の村がある中込原の高燥平坦地に、三河田新田が成立したのは、三河田用水が完成 した後といわれる慶

長・元和年間であろう。三河田はすでに鎌倉末期にその名がみえている。はじめ滑津川の北岸蛇場川の西側崖上にあ

つたといわれている。

三河田村は、新たな開田と生活の場の確保に成功した例であるが、高燥地に水田の拡大を図つたが用水を確保でき

ず短命に終わつた新田もある。現長野種畜牧場のある地一帯に水田を開こうとした杉山新田村は、溜池を作 り湯り||な

どから引水を試みたが果たせず 延宝 7年 (1679年 )に新田公認から僅か 69年後の寛延元年 (1747年)村の発展は

得られず村の解散となつた。

また、消えてしまった村もある。天正十四年 (1586年 )の 「佐久郡之内貫高之御帳」や慶長十五年の 「佐久郡四

組之内貫高之覚」に「ふか堀」村がのつているが、それ以後の検地寄1帳や高帳類に村名がのつてこない。寛永六年徳

川忠長の検地した「信州佐久郡巳御縄打惣高之寄帳」にもその名がみえず、慶長十五年から寛永六年の二十年の間に

「ふか堀」本1‐が消えている。村の所在地は、中込の深堀地籍が推定されている。大洪水で深堀が流されたとき権現堂

を中込の現権現堂に移したため、その集落名になったという。

佐久市内には多くの中世城館跡があり、梨の本遺跡の周辺にも幾つかの崖際に築城された平城がある。本遺跡の 15

km西方の千曲川の断崖上に今井城がある。根々井氏の有カー族の居城とも、岩村田大井氏の分流の築城ともいわれ
ている。

東方 08kmの 滑津川北岸の断崖上には、上原和泉守居城と伝えられる深堀城がある。さらに、本遺跡から東方 1.6
kmの志賀川の断崖上に人反 EII城が構築されている。この地域の有力な地侍で「上原筑前御恩御検地之帳」を残 して
いる上原筑前の居城と伝えられている。平成 11年 (1999年 )県営瀬戸原圃場整備事業に関わり、主郭の西側の堀が

発掘調査された。



第 2節 基本層序
梨の本遺跡Ⅲは、千曲川に注ぐ眼下の滑津川から 25mの切 り立った断崖を見せる段丘平坦面の縁にある。本遺跡
周辺の地形形成に浅間山の活動が大きく関わっている。付近一帯は中込原とよばれ、浅間山の第 1軽石流 (約 14,000

～ 13,000年 前)が厚 く堆積 している。現在確認できる第 1軽石流堆積物 (Pl)の最南端である。この Plの 上位に
は、 Pl堆積直後の氾濫原に軽石質火山灰層が堆積 した水平層がみられる。現在、その層厚は番屋前遺跡Ⅱの調査で
7mま で確認されている。
梨の木遺跡Ⅲの基本層序は、梨の木遺跡 I・ Ⅱ・Ⅳとほぼ同様な土層堆積状況であつた。第Ⅱ層の火山灰層に続き

水平な軽石質火山灰層の水平層 (湯川層)が 防空壕底面 3mの深さまで確認できた。この第Ⅲ層は、さらに下方へに

続いている。

遺構は第Ⅱ層上面で確認された。

第 I層 にぶい黄褐色± 10YR4/3

耕作土。

黄褐色± 10YR5/8

火山灰土

0.3～ 3cmの 軽石を多量に含む。

褐灰色± 10YR6/1

湯川層

きめ細かい砂粒 ときめの粗い砂粒が

水平に堆積 している。

第Ⅱ層 第Ⅱ層

第Ⅲ a層 第Ⅲ a層

第Ⅲ b層

第Ⅲ c層

:::|:|1轟

::::!:::!:::|:||:i

.:・
:・ :・ :・ :・ :・ :・ :・ :・ :・ :・ :.:・ :・ :・ :・ :・ :・ :。 |

・
:・ :・ :・ :.:・ :・ :・ :・ :・ :・ :・ :.:・ :・ :・ :・ :・ :・ :・

難華菫華
|::::::::::::::::::::::::::::::::::

第 5図  基本層序模式図

黄褐色± 10YR5/8

湯川層

厚くなる部分がある。

第皿層よりきめ細かな砂粒と少量の

きめの粗い

褐灰色± 10YR6/1

黄褐色± 10YR5/8

湯川層

きめ細かい砂粒 ときめの粗い砂粒、

りきめ細かい砂粒の水平層

第Ⅲ b層

第Ⅲ c層



篇吻章 又構 をL物
梨の本遺跡 IIIでは、既に調査されている梨の本遺跡 I`Ⅱ

書Ⅳと同様に中世の竪穴状遺構 9棟、土坑 151基、溝状

遺構 2本、ピット605基が検出された。さらに、太平洋戦争中に構築された防空壕の一部が調査できた。出
土遺物に

は、陶磁器類、土製品、金属製品、石製品、多量の炭化種子等がある。

第 1節 竪穴状遺構

第 6図 竪穴状遺構・土坑 。溝状遺構位置図 (1400)
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丁畿2

0   (1:60)  115m 0   (1:60)  1,5m

1踪 賭褐色土 (10Y13/4)
褐色(10YB4/6)土 。
黒掲色 (10Y12/3)土
のプロツク多なに含む。
黒掲色土 (10Y12/3)
黒褐色土 (10Y13/2)
賭褐色土 (10Y23/3)

lm

2は

黒褐色土 (10Y13/2)
柔らかい。炭少な含む。
暗褐色土 (10Y23/3)
柔らかい。炭少卜含む。
砂.        ′
黒褐色土 (10Y12/3)
柔らかい。炭多Mに含む。

涸

巡

鰺

薇

鸞

第 8図 Ta2・ Ta4号 竪穴状な構鐵 ll図
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T e5

丁a7

1層

櫂

躍

燿

罐

罐

電

黒
堡言章ず」笏
鼈11‖‖#:イ;む。

0   (1:60)  1.5m

O③

祓
　
　
蝙

層

　

層

層

　

層

黒褐色土 (10YR'/2)黄
砂プロック少量含む。
暗褐色土 (10YR3/3)
暗褐色土 (10Y13/4)
砂質土。
黒褐色土 (10YR'/3)

鷹銭貨

(1:60)  1,5m

第 9図  Ta5。 Ta7号 竪穴状遺構実測図

12



T e6

諄 | |っ

陛
〓
Ｃ

滲 銭貨

饒

一

鯰

一

(1:60) 1,5m

黒
場:;リサ憮11響宿垣
(10Y12/2)土 小プロ
ック・にぶい黄橙色
(10YR3/4)砂 プロツク
多量に含む。
暗褐色土 (10YR3/1)
シルト質±。にぶい
賛橙色 (10Υ RO/4)砂
プロック少量含む。
暗鬱免十藝翌

1鰯
色

(10YR2/2)結 質土
多饉に含む。

け鍵量圭8糊郷
賣置盤室晏ha‰ )
黄砂多置に含む。

1層

2層

3鸞

鸞

層

　

橿

の         O

・・13



橿

鸞

鸞

砕石
耕作土。
暗掲色土 (10YR3/3)
砂質土。

下畿8

1%

2涸
3鸞

4M

0   (l:60)  1.5m

(10Y14/4)

(10Y12/3)
(10YB4/6)

(10YR4/4)

o   (1:60)  1.5m

第 H tt Ta8・ Ta9号 竪穴状遺構実演1図

土

土

土

土

土

土

色
畷
離
色
畷
色

褐

　

黒

褐

　

褐

第 3表 竪穴状遺構一覧表
m

瞳構定 検出位置 長軸 短軸 深 さ 長軸方位 出土遺舞 重複
Tal A う-4 2.94 0。 30 E

Ta2 A い-9 0。 44

イネ多量、ムギ類9、 ソバ1、 オオムギ15、 コムギ72、 マメ類14、 不明多
置。TM,D106,P106,P264,P593新 、カフラケ (55-6)。 1片、土鍋 (56-
1)・ 5片、須恵質摘り鉢14世紀2点、越中瀬戸 (?)構 り鉢17世紀前半、
土製円板 (57-1)、 軽石製紡錘車 (76-1)・ 、磨石2、 刀子 (58-22・ 23)、
鉄釘 (58-14)

Ta3 B う-7 8 0.43 磨石、砥石
Ta′ 4 A い-9 0:56

Ta5 A え-7 2。 94 2.02 0。 27 E

サンショウ1、 イネ多哩、アワ 。ヒエ 1、 ソバ34、 マメ類2、 不明7、 ムギ類
3、 オオムギ28、 コムギ6、 P104新、カヮラケ (55-5)、 土鍋 (56-506・
9)、 カワラケ3片、書磁碗 15世紀 (54-3)、 古瀬戸天目茶瞳 15世紀、常満
壷13世紀前半、常滑壷2点、瀦戸美な連房皿17世紀 (?)、 鉄釘 (58-
12)、 台石2

Ta6 B え… 5 3.60 2.56 0.64 N… 86° 一W D32巌舞
Ta7 B こ-8 3.34 2.02 0.61 N-10° ―E 錢貨、D33・ D99新、D127古、不明銀器 (59-33)
Ta8 A う-5 2.92 0.18 E

イネ97、 オオムギ10、 コムギ2、 不明5、
D72,P34,P132,P183,P1849P185,P188,P189。 P190燿舞、構響石

Ta9 A か-7 0。 12
イネ多は、ムギ類21、 オオムギ27、 コムギ18、 ソバ3、 マメ類22、 不明多
は、D101古、銀釘 (58-13)、 石櫂り鰊、台石2

‐14‐



第 2節 土坑

り1～ 6号血坑

橿

　

嘲

憮

　

冬

一   鰊

購褐色土 (10Y13/3)
鷲褐色砂含む。
掲 色 土 (10YR4/4)砂。
暗褐色土 (10YR3/3)
贅褐色砂多なに含む。
褐 色 土 (10YR4/4)
暗掲色 (10113/3)土
少な含む。

lM

2隕

疇補色上 (10YR2/3)
鷲褐色砂含む。
補 色 土 (10YR4/6)
鵞補色砂多院に含む。

lM

2鐵

3m

黒褐色土 (10YR3/2)
砂爾土。小石含む。
暗褐色土 (10YR3/3)
賣掲色砂・小石含む。
褐 色 土 (10YR4/4)
賞褐色砂主体。
小石含む。

1は 黒櫃皇ナぶ磐Ty総恙
粒子含む。

1橿 暗獨色土 (10Y13/3)
砂震土。

lM 暗褐色土 (10Y13/3)
贅掲色砂含む。

2瑕 暗褐色土 (10YR3/3)
黒褐色 (10Y12/3)土
プロックを含む。

3m 購掲色土 (10Y23/4)
賞褐色砂多なに含む。

写
渕
盟
巡

0   (1:Se)  1.5m

第 12図  Dl～ D6号土坑実EIJ図

D
繊 H位 鰈 B う-9
平面形増 罐 円形

48側
32鰤

き 28鰤

D2
検出位機
平面形オ
B え-9
円 形

長 6囲
短 8om
濃 28鋼

織 凛

形

B え― R
方  形

蒻 174範
64釧

63翻

N

D6
懸出位 晰

纂 方形

6鰤

!3m
N



D7-11 13号虚坑

暗褐色土 (10YR3/3)
黄褐色土 (10YR5/6)
砂質土。
黄褐色土 (10YR5/6)
砂質土。

黒褐色土 (10YR2/3)
黄褐色砂含む。
暗掲色土 (10YR3/3)
黄褐色砂多量に含む。
黒褐色土 (10Y13/2)
黄褐色砂少量含む。

晴掲色土 (10YR3/3)
黒褐色土 (10YR2/2)
プロック含む。
暗褐色土 (10YR3/3)砂
主体。
暗褐色土 (10Y13/3)
黒褐色 (10YR'/2)土
プロック1層より
少ない。
暗褐色土 (10Y13/4)
黄褐色砂主体。

1層

層

層

　

層

層

　

層

4層

一

層

　

層

黒褐色土 (10TR'/3)
黄褐色砂含む。
暗褐色土 (10YR3/3)
黄褐色砂多量に含む。
南端に焼土あり。

層

　

層

　

層

層

　

層

暗
饗鰯麓」響ピ1/3)
褐 色 土 (10YR4/4)
黄褐色砂主体。
黒掲色プロック
少麟含む。

層

　

層

黒褐色土 (10Y13/2)
黄掲色砂徹量含む。
暗褐色土 (10Υ R3/3)
黄掲色砂多量に含む。

第 13図  D7～ 11号 。13号土坑実測図



D12号 綺14号・15号土坑

1層

2層

含む。
3層 黄掲色土 (10Y15/6)
砂質上。

黒褐色土 (10YR2/3)炭
少量含む。
黒褐色土 (10Y13/2)炭
少量・灰帯状に少量

黒褐色土 (10TR2/3)
黄褐色砂徽量含む。
暗褐色土 (10Y13/3)
黄褐色砂含む。
褐 色 土 (10Y14/1)
賛褐色砂多置に含む。
黒褐色土 (10Y12/3)
震褐色砂徽饉含む。
褐 色 土 (10YR4/4)
贅褐色砂多置に含む。
黙掲色土 (10YR2/3)
賛褐色砂徹量含む。

1橿 疇褐色土 (10YR3/3)
砂質土。小石含む。

2鸞 褐 色 土 (10YR4/4)
賞褐色多量に含む。

3麗 にぶい鷲褐色土 (10YR5/4)
鵞褐色砂多置に含む。

0   (1:60)  1.5m

1麗

2種

3層

4燿

5憮

6隕

第 14図  D12号 。14号・ 15号 土坑 実測図

②銭貨
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彦弩0-O⑥輯 爾24鸞血坑

1鷹 熙褐色土 (10Y12/3)
黄褐色砂。小石含む。
しまりまるでなし。

D19
織 脇ホ B お…6

長 動 3 0Gll

短 軸

深 さ 12側
長蛛 方位 N― ― F

1層  暗褐色土 (10Y13/3)
砂質土。小石含む。

1鸞

2種

1涸

2鸞

3M

4鸞

黒掲色土 (10Y12/3)
黄掲色砂。小石含む。
しまりなし。
黒褐色土 (10Y12/2)
黄褐色砂徽量含む。

1橿 暗褐色土 (10YR3/3)
黄褐色砂含む。
しまりなし。

1鸞

2櫂

疇憮雹糧冊協土
の小プロツクを

ス1室鼈圏ゅ

0   (1:60)  1.5m

第 15図  D16～ 20号・24号土坑実測図

暗褐色土 (10Y13/4)
鷲褐色砂に黒掲色

%越翌翻Y詩角ド
°

贅褐色砂主体。
暗震蠍羞透|!翼懸習
(10Y12/3)土含む。
暗褐色土 (10Y13/4)
砂質土。



こ)0
0

%

1瑕 購褐色土 (10YR3/3)
黄褐色砂。炭化物。

携骨含む。結性有り。
黙褥色土 (10Y12/2)
多なの灰・炭イヒ物。

焼土含む。

2涸

1は

2餘

3辣

暗褐色土 (10YR3/4)
黒掲色土プロック、
贅褐色砂含む。
黒褐色土 (10Y12/3)
黒褐色土しま状に含む。
暗褐色土 (10Y13/4)
鸞蠅色砂多なに含む。

0   (l:86)  1・ 5腱

lM

2涸

3m

疇掲色土 (10Y13/3)
賛褐色 (10YB5/6)砂
小プロック少赳含む。
暗褐色上 (10Y13/3)
・ 賛褐色 (10Y15/6)砂
プロック多Mに含む。
鵞褐色土 (10YR5/6)
砂爾土。

第 16図  D21～ 23号土坑実灘図

D2'
検出位機

幕 方形

長 鰺 54m
鮮 鮨 1 4 2oll

深 さ 8an

N

‐19“



D25に 27号血坑６
Ｑ

ヾ

0溺 Qθ
財
一

1層

2層

3層

4層

暗褐色土 (10YR3/4)
小石・黄褐色砂含む。
にぶい黄橙色土 (10Y10/3)
上面に灰、下に炭イヒ物層。
暗褐色土 (10Y13/3)
黄褐色 (10YR5/6)砂を
多く含む。灰、炭イヒ物。
暗褐色土 (10YR3/4)
黄褐色 (10Y15/6)砂・
プロックを多量に含む。

Ｑ

Ａ
畿

一

翻
一

1層 黒褐色土 (10YR2/2)
粘質有り。

2層  黒褐色土 (10YR'/3)
砂の小プロック含む。

1層

2層

暗褐色土 (10YR3/3)
砂質土。
黒褐色土 (10YR2/3)
掲色 (10YR4/6)砂層
の小プロック少量含む。
砂質土。 0   (1:60)  1.5m

第 17図 D25～ 27号上坑実浪1図

D25
検出位置 B え 。お-7
平面形状 楕 円形

麺
憫

40m

深 き 10m
長動 方イ N-72° 一W

‐20-



D28
輸出柿 膠 B か-8。 9

円  形
長 輔 112gn
短 鮨 2 om

44m
N

燒

渕
鶉
颯

夕98-33躇土坑

1層

2層

暗褐色土 (10YR3/4)
黄掲色砂。小石含む。
褐 色 土 (10YR4/4)
黄褐色砂多置。小石
含む。

3層 暗褐色土 (10YR3/3)
黄褐色砂。小石含む。

1層

2橿

3橿

黒褐色土 (10Y12/3)
にぶい赤褐色 (5YR4/3)
の灰をプロック状に多量
に含む。
黒褐色土 (10Y12/3)
砂質土。
黒褐色土 (10YR3/2)
砂質土。

1橿
鷺懲羞:糊器の
群寵島集雰濾5な基む。

甕:書1糊漁の
砂質土を多量に含む。

暗掲色土 (10YR3/3)
黒褐色 (10Y12/2)土
の小プロックを含む。
暗褐色土 (10YR3/3)
褐 色 土 (10YB4/4)
砂質土。

1層

橿

鷹2層

ぐ躙)_

lM

2に

3M

4M

5は

暗褐色土 (10Y13/4)
黄褐色砂含む。
にぶい賛褐色土 (10YR4/3)
灰・炭イヒ物鸞。
暗掲色土 (10Y13/3)
繭掲色砂含む。
褐 色 土 (10YR4/4)
贅褐色砂主体。
鸞褐色土 (10YR3/2)

層

嘲

　

冬

黒掲色土 (10YR3/2)
賭掲色土 (10YR3/4)
砂震土。
黒褐色土 (10Y13/2)
砂の小プロック多隆
に含む。

0   (1:60)  1.5m

鰺 ‖締 鰈

墨 餡 54釧〕
鯖 鮨 60国 l

深 さ 1 8oll

長餡 方 N-86° ―W

第 18図  D28～ 33号土坑実ull図
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8 り34～8B鮨菫褥

耀

蠅

　

層

鸞鸞楡轟懇毬翌イれlm
業驚糧圭k脚印
砂質土。

1層 暗褐色土 (10YR3/3)
黄褐色 (10Y15/6)の
砂小プロツクを少な
含む。

層

層

　

層

4層

黒褐色土 (10YR3/2)
褐 色 土 (10Yユ 4/1)
砂質土。
暗掲色土 (10Y13/4)
黒褐色 (10YR3/2)
を帯状に含む。
褐 色 土 (10YR4/4)
砂質土。

黒褐色土 (10YR2/3)
にぶい黄褐色土 (10TR4/3)
黄褐色土 (10YR5/8)の
小プロック少な含む。
黒褐色土 (10Y12/3)
粘震有り。

第 19図  D3438号 土坑実測図

疇掲色土 (10YR3/3)
疇褐色土 (10YR3/4)
砂質土。

橿

層
颯

耀

3燿

0   (1:60)  115m

‐22‐



り30～40躇血坑

lM

2は

羅褐色土 (10Y13/2)
灰。炭少な含む。
暗褐色土 (10YR3/3)
砂爾土。

1躍 黒褐色土 (10Y12/2)
2橿 黒褐色土 (10YR2/2)
3m 暗褐色土 (10Y13/4)
4耀 黄褐色土 (10Y15/6)
砂質土。

lM

2濶

3耀

4橿

黒褐色土 (10YR2/3)
炭イヒ粒子少な含む。
にぶい黄褐色土 (10Yl1/3)
黒褐色 (10Y12/2)土
の小プロック帯状・炭化
粒子少な含む。砂質土。
にぶい黄褐色土 (10Y14/3)
黒褐色 (10Y12/2)土
の小プロック少朦含む。
砂質土。
暗褐色土 (10Y13/3)
砂質土。

輸 出柿 撥

幕 方形

4oll

壼燿罐 5 2gll

深 さ 4 4cll

長靱 方位 N

颯

踪

　

鸞

黒掲色土 (10Y13/2)
にぶい賛褐色土 (10Y14/3)
砂質土。
にぶい賛褐色土 (10YR4/3)
砂震土。にぶい贅褐色
(10YR4/3)土 プロック
が斜めに帯状に入る。
にぶい賛褐色土 (10Y14/3)
砂質土。にぶい黄褐色
(10Y14/3)上 のプロツ
ク多なに含む。
にぶい黄掲色土 (10Y24/3)
砂鷺土。
にぶい賞褐色土 (10Y24/3)
結震有り。

4颯

5m

6鰈

lM躾量羞FH高けめ
の小プロツク少な含む。

第 20図 D39～ 43号土坑笑測図

o   (1:60)  1.5111
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10 D44-48 50躇 お91彎上坑鐵
呻

　
Ｑ

層

　

膚

層

4層

[|[lilll`iち

沐色量ヽ禽鶴ハ
柱痕。

1層 黒掲色土 (10YR2/3)
黄褐色 (10YR5/6)砂
プロック。

1躍

2層

黒褐色土 (10Y12/3)
暗掲色 (10YR3/4)の
砂買上の小プロツク
少量含む。
暗褐色土 (10Y13/4)
砂質土。

層

層

　

層

層

黒褐色土 (10YR2/3)
黒褐色土 (10YR3/2)
砂買土。
黒褐色土 (10YR2/3)
黒褐色土 (10YR3/2)
砂質土。

層

　

層

黒褐色土 (10YR3/2)
砂質土。
暗褐色土 (10YR3/3)
砂質土。

層

層
黒褐色土 (10Y12/3)
黒褐色土 (10YR2/3)
黄褐色 (10YR5/1)
の砂質土プロック
多麟含む。

0   (1:60)  1.5m

第 21図 D44～ 48号・50号・51号土坑実測図

層

　

鸞

　

層

暗掲色土 (10Y13/4)灰
小プロツク少量含む。
褐 色 土 (10YR4/4)
砂賀土。
黒掲色土 (10Y12/3)
灰。炭多は含む。

%
|

D50
懸鳥イ市置 B こ-7
形 方  形
長 04側
鮮 艤 64釧

震さ 6gn
長動 方持 N

D5
検 HI侍 層 A あ。い-7
平 扁 長 方形

43m
短 軸 96側
濃 き 29on
幕動 ナ



観
鋏

夕49彎 ・5'卜・53母止坑

lM・ 睦褐色土 (10Y13/3)
黒褐色 (10YR3/2)土
小プロック少炸含む。
砂質土。     ■

2層 購鶴色土 (10YR3/4)
砂質土。

3層 贅掲色土 (10YR5/6)
砂質土。黒褐色
(10YR2/3)粘 Я土
小プロック少な含む。

4層 暗褐色土 (10YR3/4)
砂質土。

5燿 黒褐色土 (10Y12/2)
結質有り。細い。

6膠 暗褐色上 (10YR3/3)炭
灰下部に0.5m帯状に
見える。

7m 暗褐色土 (10YR3/4)
資褐色 (10YR5/6)土
プロック多巖に含む。

8層 褐 色 土 (10YR4/4)
砂質土。

9層 賛褐色土 (10Y15/1)
砂質土。

10層 掲 色 土 (10Y14/4)
砂質土。

H麗 掲 色 土 (10Y14/4)
砂質土。

12燿 黒褐色土 (10YR2/2)
粘質有り。織い。

13層 暗褐色土 (10Y13/4)
砂質土。

14層 黄褐色土 (10YRj/8)
砂質土。

15橿 黒褐色土 (10Y12/2)
粘質有り。

0   (1:80)  1.5m

1橿 暗褐色土 (10YR3/3)
砂質土。

第 22図  D49号 。52号・53号土坑実測図

lM掲 色 土 (10Y14/4)

2涸

3瑕

砂震土。
暗褐色土 (10YR3/4)
黒掲色 (10YR'/3)土
掲 色 (10Yユ 4/6)土
プロックを含む。
暗掲色土 (10Y13/4)
賛鶴色 (10YR5/6)砂
多Mに etPむ。砂疇土。

獨
儡

D52
綸 HI姉 朧 B け-7

Son

‐25‐



弩0 申粽～59骨韮蛉

1に
錢轍羞:躙州土
褐 色 (10YR4/1)土
プロックを含む。

1橿

2橿

3m

暗掲色土 (10Y13/4)
黒褐色 (10Y12/3)土
の小プロツクを多なに
含む。
黄掲色土 (10Y15/6)
黒褐色 (10YR'/3)土
を帯状に含む。
贅褐色土 (10YR5/6)
黒褐色 (10YR2/3)土
の小プロックを徹祗
含む。
黒褐色土 (10Y12/3)
炭。灰を含む。

4橿

ヽQ

財 一鶯。2
暗褐色土 (10Y13/3)
震褐色 (10Y15/6)砂
プロック少な含む。
黒褐色土 (10Y13/2)
贅掲色 (10YR5/6)砂
プロック・黒掲色
(10Y10/3)土 プロッ
ク多なに含む。
暗掲色土 (10YR3/4)
賛掲色 (10Y15/6)砂
多なに含む。砂質土。

1耀

2踪

D58
輸 出位 鸞 A い-5
平面形状 円 形

,m
16m

深 さ l αn
長れ方位 N

1% 黒褐色土 (10Y12/3)炭
多なに含む。

2耀 黒褐色土 (10Y13/2)砂
質土。掲色 (10YR4/6)
砂プロツク少な含む。

3橿 賛褐色土 (10Y15/6)
砂買上。

3に

1は 睡掲色土 (10YR3/3)
黒褐色 (10Y12/2)土
小プロックを多%に
含む。

0   (1:60)  1.5m

暗赤褐色土 (6Y13/3)
焼土。灰。炭化種子
多なに含む。
極暗褐色土 (7=5Y12/3)
燒土。灰・炭化種子
多%に含む。
黒褐色土 (10Y12/3)
暗褐色土 (10YR3/3)
にぶい贅褐色土 (10YR4/3)
砂質土。炭イヒ鷺子多、
賛砂多Mに含む。
にぶい贅褐色土 (10YR4/3)
砂質土。炭少文、
震砂多なに含む。
にぶい鵞褐色土 (10YB4/3)
砂霙土。炭少M、
鵞砂多なに含む。

1に

2涸

鰺

踪

瑕
一

6踪

7鱚

第 23図  D54～ 59号土坑実測図

疇錢貨
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罐3 彦◎⑥～◎4愴董坑

1橿 黒褐色土 (10YR2/3)
2鸞 暗褐色土 (10YR3/3)砂。
3麗 黒褐色土 (10Y12/2)
4橿 疇褐色土 (10Yn3/3)砂。

1% 錢鶴色土 (10Y13/3)
黒綺色 (10Y22/3)土
プロックを含む。

餘

颯
鐵褐色土 (10YR3/4)
掲 色 土 (10Yl1/1)
賛砂多赳含む。

D62
綸 HI柿 鱚

平 屁 構 円形

墨 76伽
鯖 歿 68611

2cll

墨

1層 明黄褐色土 (10YR1/6)
砂質土。

2Mに
置遣麓響角議ル|IYy3)
帯状に含む。

3M 黒褐色土 (10Y13/2)

0   (1:CO)  1,5m

lM●は基∬
Rゆ 炭

第 24図 D60～ 64号土坑案測図

D6

検出位
平面形 構 円形
纂 靱 4cn
鮮 蒻 04側

30oll

N― ― E

‐27“



霧4 夕96-5 坑

0   (l:60)  1.5m

1層 黒震霊ナ蜃期拶憑磐謂
1層

罐指羞{1躙州土
小プロツク少量含む。

9愴土

Q

層

層

層

層

1層 暗褐色土 (10YR3/3)
褐 色 (10YR4/6)上 。
黒褐色 (10YR'/3)土
の帯状プロック。
砂質土。
黒褐色土 (10Y12/3)
砂買土。
黒褐色土 (10YR:/2)黄
砂プロック少爾含む。

第 25図 65～ 69号土坑実測図

黒褐色土 (10YR2/3)
黄 (10YR4/6)砂プロック
少量含む。
にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
黄 (10YR4/6)砂 プロック
多置、黒褐色 (10Y12/3)
土小プロック少爾含む。
黒褐色土 (10YR3/2)
黒褐色土 (10Yn3/2)
黒褐色 (10Y12/2)土
小プロック少な含む。
黒褐色土 (10YR3/2)
黒褐色土 (10Υ R2/3)
結質有り。

1層

2層

橿

層

　

　

層

鸞

顆

　

層

D66
懸lll位籠 A あ-3
平面形 1 長方形

2om

短 61m
36側

長 N― ― W

暗褐色土 (10YR3/4)
黄褐色砂多置に含む。
黒褐色土 (10YR2/3)
黒褐色土プロック含む。
暗褐色土 (10YR3/4)
黄褐色砂多く含む。
黄褐色土 (10YR6/8)
黄褐色砂主体。

D67
織 H4柿 置 A あ-5
平面形状 櫂 円形

長 軸 4o冊

短 輔 102回

深 さ 2 om

― F

饉鰺貨

-28



震
Ｕ D70～ 79母土坑

Q
判

２
貪黎

|

1層

2層

褐 色 土 (10Y14/1)炭
少量含む。砂質土。
にぶい黄橙色土 (10Y10/4)
炭。織炭。灰が主。

―

　

』
　

　

　

　

　

　

　

―

閻
鶉
蜃
恣

1層

2層匈]1鸞監
砂買土。

1層 暗褐色土 (10YR3/3)黄
砂プロツク少量含む。

Ｑ

・

ム
ν

1層

2層

3橿

4燿

5m

1層 暗褐色土 (10Y13/3)
砂質土。

1層 黒褐色土 (10YR'/3)
黄砂プロックを少爾、
炭多爾含む。

褐 色 土 (10Y14/4)
砂質土。
暗褐色土 (10YB3/3)
炭少量含む。
灰黄褐色土 (10YR:/2)
灰多u、 炭少量含む。
掲 色 土 (10Y14/4)
砂質土。
褐 色 土 (10YR4/4)砂
質上。暗掲色 (10YR
3/3)土小プロツク
多は、炭少文含む。

6M褐 色 土 (10YR4/6)
砂震土。

o   (1:60)  1.5m

亀 ε

D74
織 出 ケ鐵 A い-5

長方形

轍 92釧

軸 68on

深 さ 76側
幕動 方姉

一
　

５

第 26図 D70～ 75号土坑実測図
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魃

○
儡

趙

⑮

10 夕70～ 31鬱豊坑

。錢爾

1耀  黒掲色土 (10YR2/3)炭
多は含む。

D77
輸 出柿 置 R け… 6
]Z ll 方  形
長 軸 42卸

國
鮭

4'側
35釧

N

1層 にぶい黄掲色土 (10Y14/3)

2層 鯰雹圭k‖nゅ
3層 狡冨室鷺倒‖ゎ
4層
疇織と:蹴囲望

・
の混しり。

5層
%書圭∫

10YR的

6層 暗褐色土 (10YR3/3)

1層 暗褐色土 (10YR3/3)炭
少量含む。

鼈

）写
渕
渕
掴

D78
検出位置 B こ-9
平面形 H
幕動

方 形
7 0cll

`α

l

深 さ 1`側
縫魏 方 N

1層 暗褐色土 (10Y13/3)
多鐵含む。

1鸞  暗褐色土 (10YR3/3)炭
少量含む。

第 27図  D76～ 81号土坑実測図

掲 色 土 (10YR4/4)賛
砂プロツク多なに含む。
暗褐色土 (10YR3/3)炭
少な含む。

0   (1:60)  1・ 51xI

lM

2に

検出位爾
平雨形状

A い-8
櫂 円形

2oll

20m
深 さ 1 2cll

譲顆 方姉 N-37° 一E

‐30“



D82
織 凛 B こ-8
平面形』 方  形
穫 蒻 3all

8 8gll

深 さ 8oll

纂鑽 方締 N… 86° ―W

７
Ｊ 8゙0～35母董坑

1層 黒褐色土 (10Y13/2)

層

　

鸞

層

暗褐色土 (10YR3/3)
砂質土。
黒褐色土 (10YR2/3)炭
黒褐色土 (10Y12/3)灰
多は、炭少量含む。

輌憑議轟 勒 鯰

1層

2層

暗褐色土 (10YR3/4)砂
質土。下部に黄褐色土
(10YR5/6)の プロック
少置、黒褐色 (10Y12/3)
のプロック多赳含む。
暗褐色土 (10YR3/3)
黄褐色土 (10YR5/6)の
プロック多置に含む。

1鸞
鰺鼠雹:器務土
の小プロツク少量、

地山の農 (3～ 5釧大)'

黄砂プロツク少な含む。

o   (1:60)   1,5m

第 28図  D82～ 85号土坑実測図

的



D86
検 出位龍 A お-7
平面形 1 長方形

4om

短 軸 2 oll

深さ ,gll

長動方位 N-5° 一W

16 夕8◎鵡01儘土坑

層

　

層 詈鶉iO罵織器。

黒曇急|:〕ンダば、
暗
i鵞し務電飢
少量含む。

灯
ポ

剰

巫
3層

4燿

1層  黒嬰8歩晉ザソ|ゝ
少量含む。

層

層

層

層

層

　

層

　

層

層

黒褐色土 (10YR2/3)炭

品量皇鼈田‖ハ

曇愴量i° :織郷

黒褐色土 (10YR3/2)
黒褐色 (10YR2/2)上
小プロック多量に含む。
砂買土。
褐 色 土 (10YR4/4)黄
砂プロック多量含む。
砂質±。
暗褐色土 (10YR3/4)灰
・細炭多量に含む。

1橿 暗褐色土 (10YR3/4)
業砂プロツク多爾、
炭少な含む。

第 29図 D86～ 91号土坑実測図

曇堤夢圭:料1紛}砂
質土。黒褐色 (10YR
2/3)土小プロツク・

炭少量含む。
褐 色 土 (10YR4/4)砂
質土。黒褐色 (10YR
2/3)土小プロツク
多量、炭少量含む。
褐 色 土 (10YR4/4)砂
質土。黒褐色 (10YR
2/3)土小プロツク・

炭少量含む。
褐 色 土 (10YR4/4)砂
質土。黒褐色 (10YR
2/3)上小プロツク・

炭多置に含む。
褐 色 土 (10YR4/4)砂
質土。黒褐色 (10Yl
,/3)土小プロツク・

炭少量含む。
黒掲色土 (10YR2/3)

1層

2層

3層

層

層

3層

4層

5層

6層

7層

0   (1:60)  1・ 5m

り3◎嗜

D88
検出位 櫂 B こ…10
平面形
長軸

長方形

6 4 oll

2om

深 さ 6釧

長輔 方位 N

輸 出位 櫂 B け-1
平面形状 長方形

長軸 170m
12m

深 さ 08m
長動方 { N-80° 一E

D89
検出位置 A お-7

緒 円形

長 軸 10on

短軸 78釧

深 1 8oll

長 轍



Ｑ

麟

1層 暗褐色土 (10VR3/3)
黄砂プロツク多量、
炭少量含む。

∩
響 D32～97号血坑

層

層

　

橿

靱

―

―

―

鼠

「

―

道の砂利。
黒褐色土 (10YR'/3)
炭少饉。耕作土。
黒褐色土 (10YR3/2)
炭。黄砂プロツク
少赳含む。

1層 暗褐色土 (10YR3/4)
黄褐色 (10YR6/8)砂
プロック多機、黒褐色
(10YR'/3)土 プロック
・炭を少量含む。

1橿 暗震宝ナ農易餃だぎ謂
2層 暗震皇ナ災易蜃ご彗謂

o   (1:60)  1,5m

第 30図 D92～ 97号土坑実測図

1層 暗褐色土 (10YR3/4)
少量含む。

1耀

2橿

3m

購鶴色土(10Y13/1)炭
掲熙1鼈‖14/6)
M雹圭
°
(剛‖ハ

D96
検出位橿 A え-7
平面形状 方  形
長軸 108m

98釧
深 き 9鋼

長動方 N―

D97
出締 覆 ら-6
平 画

長

短

18611

長

・・33‐



00 夕98-100鸞土坑

層

橿

　

　

橿

層

黒褐色土 (10Y13/2)
暗褐色土 (10YR3/3)砂
質土。贅砂プロツク
多饉に含む。
黒褐色土 (10YR2/3)
暗褐色土 (10Y13/4)
砂質土。

D99
輸 出柿 橿 B こ-8・ 9
平面形 長 方形

長 轍 10gn

鮮 轍 3 8oll

深 さ 8om

長轍 方イ

1層 黒褐色土 (10Y12/3)黄
砂プロツク多量に含む。

1層

2橿

暗褐色土 (10YR3/4)
砂質土。炭少麟含む。
黒褐色土 (10YR2/3)炭 。

黄砂プロック少な含む。

1橿 砕石
2橿 耕作土
3橿  Ta覆土。
4燿 黒褐色土 (10YR2/3)

1燿

2鐵

0   (1:60)  1.51n

D98
織 出柿 櫂 A あ-8。 9

慕 方形

穫 184側
短 3 6oll

1 4all

N… 8'° 一W

D102
検出位鸞 A あ-6・ 7
平面形状 方 形
長軸

深 さ 45an
長轍 方 N

黒褐色土 (10Y12/3)黄
砂プロック少鷺含む。
黒褐色土 (10YR2/2)

第 31図  D98～ 102号土坑実測図

D101
検出位鸞 A か-7
平面形状

長軸

42側
深 さ 1 2oll

長軸方位 N
D100
輸 出柿 置 A う ,ズ ー R

構 円形

長 4gn

短 轍 4om

探 さ 1 4oll

長難 方 N― ― W
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盟l弩 り100～ l⑥8号土坑

鰺 餃鷺

麗

　

膠

隠

　

瘤

　

鸞

燿

　

層

に
:彰暴量糧隅蹴り)
の綴炭。暗赤褐色(5Yl
黒憑捏∫欝詩i2/3)黄
黒磯乙呈(偽雀鉤
む。

暗慇雹き(10YR3/3)
M麗圭b剛卿黄
成/轟遂色室晏禽鶴ハ
灰。

層

　

層

黒褐色土 (10YB'/2)灰
のプロック少量含む。
暗褐色土 (10YR3/3)
褐 色 (10YR4/1)土
プロック多量に含む。

3層  灰。

1層 褐 色 土 (10Y14/4)砂
質土。黒褐色 (10Y12/2)
土小プロツク少量含む。
褐 色 土 (10YR4/1)砂
質土。黒褐色 (10Y12/2)
土小プロツク少量含む。
黒掲色土 (10Y12/2)縮
質土。褐色 (10YR4/4)
砂プロツク多なに含む。
褐 色 土 (10YR4/4)
砂質土。
褐 色 土 (10YR4/4)砂
質土。小礫 (5囲大)
少量含む。
褐 色 土 (10YR4/4)
砂買土。
褐 色 土 (10YR4/4)
砂質土。
黒褐色土 (10Y12/2)粘
質土。小醸多なに含む。
黒褐色土 (10Y12/2)粘
質土。灰多Mに含む。

2橿

3m

層

　

圏

燿

橿

鸞

鸞

熙
』

1橿 暗褐色土 (10Y13/3)
黒褐色 (10YR2/2)土
プロック多置に含む。
黒褐色土 (10Y13/2)
褐 色 土 (10Yl1/1)
砂甕土。

涸

冬

lM 賭褐色土 (10Y13/3)

第 32図  D103～ 108号土坑実■ll図

o   (1:60)  1,5m

D105
織 lH柿 鸞

円 形

短 靱 100側
深 き 4Gll

纂靱 方柿 N― R4° ― F
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20 夕弩09～ 1鵞 5母董坑

1蟷

層

　

耀
~       1層  黒掲色土 (10YR'/3)炭
1            少量含む。

|     ラあ。鵬 号ツ
炭を少量含む。

1層 黒褐色土 (10YR2/3)
黄砂プロツク・炭
少朧含む。

灰黄褐色土 (10YR4/2)
灰・炭多置に含む。
にぶい黄褐色土 (10Y14/3)
砂質土。黄砂プロック
多置に含む。

掲 色 土 (10Y14/4)
砂質上。
黒掲色土 (10YR2/3)炭
少鷺含む。
黒褐色土 (10Y13/2)黄
砂プロツク少な含む。

1層 黒褐色土 (10Y12/2)炭・
黄砂プロツク少量含む。

餃

1摺 黒褐色土 (10YR2/3)

(1:,1)   1.5m

燿

　

燿

　

燿

36

Dl
検出位鷹 D ら・ ズー 2
平面形状 不幣形

4 0ell

1,6om

深 さ lGn

N-53° 一W



23 Dl10～ 192号土坑

1鸞 黒褐色土 (10Y13/2)
炭少量含む。

1層 暗褐色土 (10YR3/3)
黄砂プロツク・炭
少艤含む。

黒褐色土 (10YR2/3)
黄砂プロツク・炭
少量含む。
暗褐色土 (10Y13/4)
黄砂プロツク多置、
炭少量含む。
黒掲色土 (10Y12/3)
炭少饉含む。

｀

暗褐色土 (10YR3/3)
黄砂プロツク・炭
少量含む。
暗褐色土 (10YR3/4)
黄砂プロツク多量
に含む。

1層 暗褐色土 (10Y13/4)1層

2層

層

　

層

5層

層

　

層 巡雀量裏搬R脚
黄砂プロツク多祗
に含む。

0   (

0   (1:60)  1.5m

1艤 黒褐色土 (10Y12/3)
褐色 (10Y14/4)土
プロック多朦、炭
少な含む。

第 34図  D l16～ 122号上坑実Ell図

黒補色土 (10YR2/3)

は釉i。朧絃i
麗

　

巡

　

薇
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04 夕嗜00-電 199号血坑

――

ミ

蟷

判
祠
２

躊
鋏

層

層
/jl作 土。
暗褐色土 (10YR3/3)
砂質土。

D124
検 出位 機

平面形状 緒 円形

1 4 0Gll

28釧

深 さ 1 lGll

長轍 方持 N-36° ― E

多多彩 熾銭貨

1層 黒饗3ホメ響Uソ1)炭
少な含む。

D127
検 出 B こ― R
平面形

長 輔

短軸

4 8oll

1橿 黒褐色土 (10YR'/3)炭
多鷺含む。

2橿  暗褐色土 (10YR3/3)砂
質土。黄砂多鷺含む。

1層

彎ぷ飩番鯛
‖ハ

2層 褐
轟圭。(10YR佛 )

3雇

撃ぷ量基ぎFψ )
4層 暗
震雰六番ポF蜘 )

1耀

彎窮心曇鯛
‖ハ

第 35図  D123～ 129号土坑実測図

彎象沃≦群
脱わ
暗
%をJ」ノ鰺土。

1橿

2鐵

0   (1:60)  1,5m

翁鯰◎議

D126
検出位橿 B こ-9。 1

平 面形状 長方形
纂 轍 144om

:al
深 さ 3 1all

長轍 方柿 N― R4° ―W
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熙
Ｕ
Ｏ
進 り123号 口100～ 132輯韮坑

|        |

躙

1涸

2層

| ~~

暗褐色土 (10YR3/4)
黒褐色 (10YR'/3)土
小プロック・炭少な
含む。砂質土。
暗褐色土 (10YR3/3)
黒褐色 (10YR2/3)土
小プロック多置、炭
少麟含む。砂質土。
暗褐色土 (10Yn3/4)
黒褐色 (10Y12/3)土
小プロック多朦、炭
少鸞含む。砂質土。
暗褐色土 (10Y13/4)
黒掲色 (10Yユ 2/3)土
小プロック多置、炭
少量含む。砂質土。
暗褐色土 (10Y13/4)
黒褐色 (10Y12/3)土
小プロック多量、炭
少麟含む。砂質土。
黒褐色土 (10Y13/2)
炭多赳含む。

3層

4燿

5層

6涸

1は

2種

3層

4層

5層

6燿

7層

黒褐色土 (10YR2/3)炭
少赳含む。
黒褐色土 (10Y13/2)炭
少赳、黄砂プロック
多量含む。
黒褐色土 (10Y12/3)炭
少嚢含む。
暗褐色土 (10Y13/3)炭
少量含む。
暗掲色土 (10YR3/3)
砂質土。炭少麟含む。
暗褐色土 (10Y13/4)
砂質土。炭少量含む。
暗褐色土 (10Y13/3)
砂質土。炭少量含む。

鯰轟輪

D128
が出柿鐵 へ あ-9
平面形状 円 形
長轍 1 80oll

短輔 180側   _
04側

長軸 N

1%

2種

黒褐色土 (10Y13/2)
黒掲色 (10Y12/2)土
小プロック・炭少【含む。
暗褐色土 (10YR3/3)
黒褐色 (10Y12/2)土
小プロック少は、炭
魏釉含む。砂曖土。

1塚 黒褐色土 (10Y12/3)炭
少炒含む。

o   (1:60)  1.5m

第 36図  D128～ 132号土坑実測図
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雉
Ｑ

り130～鵞37愴虚坑

鯰1嗜鯰

層

　

鸞

　

層

4層

1層

2層

3層

黒褐色土 (10YR2/3)
黄砂プロック・炭
少饉含む。
暗掲色土 (10YR3/4)
砂質土。鉄出土。炭
少置、黄砂プロック
多量含む。
黒褐色土 (10YR2/3)
柱痕。黄砂プロック
少爾含む。

黒褐色土 (10YR2/3)炭
少量含む。
褐 色 土 (10YR4/6)
砂買土。
黒褐色土 (10YR2/3)黄
砂プロック多量含む。
褐 色 土 (10YR4/4)砂

軍歩Ъ号雰雰虫響ピ:/3)
~%蒻

輪蒻;め
''傷

~

1層 黒褐色土 (10YR3/2)
黄砂プロック・炭
少量含む。

惧 乱

儡 蜻
膠

橿

鸞

　

涸

財

橿

層

層

橿

鸞

橿

彎祗蕃よ
囲2/3J炭

口言1器‖競犠

中暑810署‖枡

黒褐色土 (10YR,/3)
砂質土。
黒褐色土 (10YR'/2)
粘質土。

鰺鰯羞|1冊務い
。

小プロック少爾含む。

け鐙着度
剛ゆ

鉤逸着度
囲ゆ

悧聾圭ノ
剛ゆ

第 37図 D133～ 137号土坑実績1図
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1目 暗掲色土 (10YR3/4
砂質土。

27 D130-143号血坑

D189
検出位櫂 A あ-6・ 7
平面形状 円  形
長 動 3all

鮮 轍 1 3 0cll

深 さ 13釧
N― FR° 一 理

1層 黒褐色土 (10YR2/2)炭
少量含む。

D142
輸 出位置 B こ-9・ 10
形状 纂 方形

長 軸 224側
短 Cll

き 38釧

方 N-7 一 E

1層 黒褐色土 (10YR2/3)
黒褐色 (10YR2/2)土
小プロツク多量、炭。

黄砂プロック少量含む。

D14

形状

B こ-9・
長方形

驀 鰺 6m

深 き 8m
侵咆 方 N… 10° …E

1目 暗褐色土 (10YR3/4)
賛砂プロック多文、
炭少量含む。

囀
諷饉。

議

夕
呼
２

1層 暗掲色土 (10YR3/3)黄
砂プロック多は、炭
少な含む。

0   (1:60)  1,3m

D138～ 143号土坑実測図
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誦
Ｑ

D144～魂40号土坑

1橿 黒褐色土 (10YR2/3)炭
少赳含む。

掏 ど螺

1層 褐影毅Ψ裟

1燿 暗褐色土 (10YR3/3)炭
少艤含む。

第 39図  D144～ 148号土坑実測図

1層 アスフアルト
2種 砕石
3層 暗褐色土 (10Y13/4)
4耀 暗褐色土 (10YR3/3)

黒褐色土 (10YR2/3)炭
プロック少麟含む。
黒掲色土 (10YR3/2)炭
少M、 賛砂プロック
多卜含む。

0   (1:60)  1.5m

lm

2涸

/

夕電01

儡 3鰊

艤銭貨
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鶉

Ｑ

D149～ 15糟骨上坑

にぶい贅褐色土 (10YR4/3)
砂質土。炭少な含む。
黒褐色土 (10YR3/2)
砂質±。炭少な含む。
褐 色 土 (10Y14/6)
砂質土。炭少は含む。
にぶい鷲褐色土 (10Y14/3)
砂賣土。炭少赳含む。

1颯

2踪

黒褐色土 (10Y12/3)
炭少憑含む。
黒褐色土 (10YR2/3)
贅砂プロック。炭
少赳含む。

1禰

2に

3に

4M

o   (1:60)  1.5m

調甕 EXI域外

第 40図  D149～ 151号土坑実測図

第 4表 土坑一覧表

1%

2橿

黒褐色ム (10Y12/3)
贅砂プロック・炭
少量含む。
暗褐色土 (10Y13/3)
賛砂プロック多に、
炭少な含む。

D150
綸山締 鐵 A 力_-6・ 7
平雨形状 長方形

幕 勒

88m
濃 さ 4cll

多靱 方 N-7・ ―W

遺構名 検出位置 平面形態 長軸 短軸 深 さ 長軸方位 出土隆物・重複

Dl B う-9 構円形 1.48 1.32 1.28 E

D2 B え-9 円 形 1.16 0。 98 0.28 E 土爾2片

D3 B え-8 方 形 1.74 1.64 0.63 N D4古、D24古、籠泉窯系画花文青磁碗12世紀後半

D4 B え-8 0.36 D3燿汗

D5 Bえ 。お…8 長方形 1.66 1.10 0.42 N-81° 一W

D6 B え。お-8 長方形 1.64 1.36 0。 13 N D25古

D7 Bお 。か-8 構円形 2.00 1.66 0.50 N-34° 一W D23新、台石

D8 B え-8 構円形 1.56 1.32 0。 74 N P12断

D9 B え-6 円 形 1.10 1.04 0。 91 N 古颯戸卸llll中世、構鸞量中世、不明土艤品、刀子、台石黎、
L石

D10 B え-7 円 形 0。 74 0。 74 0。 60 N

“43



遺構名 検出位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 出土遺物 。重複

D ll B え-7 長方形 1.32 0。 81 0.16 N

D12 A・ Bあ 。こ-7 長方形 2.72 2.40 0.36 N-81° 一W

モモ破、ソバ15、 マメ類20、 イネ・不明多量、ムギ類11、

オオムギ14、 コムギ52、 D21新、D102古、D122古、D136

古、D139古、D145古、古瀬戸、土製紡錘車 (57-5)、 弥生

後期壷片1、 不片1、 鉄釘 (58-9)、 錐 (59-29)、 凹石、磨
石3、 会石7、 石糖 h拡

D13 A い-3 長方形 1.84 0。 80 0。 13 E D66古、土鍋 (56-2)、 磨石

D14 A う-6 方 形 1.34 0。 48 N-86° 一W 銭貨、P7新、D73古、土鍋2片、磨石2

D15 B お-7 長方形 1.92 1.32 0.63 N
D16新、D26古、瓦質甕 (?)14世紀 (54-13)D137出 土片と
棒合、台石

D16 Bお 。か-7 不整形 0。 72 0.68 0。 50 N D15古

D17 B お-7 0。 17 銭貨、須恵質摘り鉢14世紀

D18 B お-7 0.96 0.20 N D26古

D19 B お-6 1.30 0.12 N-17° ―E 鉄滓 (59-35)
D20 B か… 5 楕円形 1.54 0.92 0.56 N-47° 一E

D21 Aあ 。か-6 不整形 2.28 1.94 0。 30 N
D12古、D102古、D103古、D137古、D139古、土鍋2片、古瀬
戸天日茶碗15世綱中頃、給挽き日、凹石、磨石2、 台石4

D22 B か-5 長方形 3.54 1.42 0。 46 N

D23 B か-8 円 形 0。 88 0.84 0.83 N D7古、瀬戸美濃連房碗近世

D24 Bえ 。お-8・ 9 長方形 1.84 1.68 0。 13 N-82° ―W D3栞斤
D25 B え。お-7 楕円形 1.40 0。 10 N-72° 一W D6新
D26 B お-7 円 形 1。 22 1。 20 0。 94 N D15新、D18新

D27 A あ-7・ 8 長方形 2.34 1.78 0.30 E
ソバ 91、 マメ類 11、 不明61、 イネ多量、アワ・ ヒエ 16、 オ

オムギ20、 コムギ76、 D59古、D103古、D137古、カワラケ 1
片、祇石ヽ石糖 り拡、磨石 4、 門石、台石4

D28 B か -8。 9 円 形 1.12 1。 12 0。 44 N

D29 B け-6。 7 長方形 2.28 0.86 0。 63 N D38古、D47古、D52古、D57古、D64古、D85古

D30 B こ-7 楕円形 0。 20 N-52° 一E D38古、D85古、台石
D31 B こ-6 長方形 2.54 1.60 0。 18 N-86° 一W D38古
D32 B う。え-6 円 形 1.26 1.24 0。 98 N 山茶碗系捏ね鉢、柄頭 (?)(59-37)
I)33 Bけ 。こ-7・ 8 長方形 2。 26 1.84 0。 43 N D85T贅

D34 B く-6 長方形 2.28 2.02 0。 18 N D43古、D65古、カフラケ1片、刀子 (58-18)

D35 B う-9 楕円形 1.26 1.02 0.50 N… 30° 一W
D36 A・ Bあ 。こ-4・ 5 長方形 2.28 1.86 0.40 E

D37 B け-5 楕円形 1.64 1.34 0.23 N-81° 一W D48古
D38 B け 。こ-6 長方形 3.04 1.88 0.16 N D29新、D30新、D31新

D39 B け-34 長方形 2。 10 1.34 0。 48 N 磨石

D40 B け-5 円 形 1.50 1.42 0.35 N D49古

D41 B け-7 長方形 1.94 1.52 0.44 N D52古、D57古

D42 B こ-42 長方形 2.38 1.92 1.04 N

D43 B く。け-6 長方形 1.74 1.40 0.30 N D34新、D63古

D44 B く-6 長方形 2.00 1.30 0.26 N-81° 一E
D45 A・ Bあ 。こ-3 長方形 1。 92 1.20 0.52 N-72° ―E D46古
D46 A・ Bあ 。こ-3 円 形 1.22 1.20 0.84 N D45嫁汗

D47 B け-7 1.04 0.28 E D29新、D52古、D57古、D64古

D48 B け-5 長方形 2.76 0。 94 0.32 N-78° 一W D37新

D49 B く。け-5・ 6 長方形 3.56 1.32 0,74 E
イネ11、 コムギ2、 不明1、 D40新、D60古、D65古、中津り|1壷

14世紀前半 (53-1)、 流水秋草双雀鏡 (巻頭図版 1・ 2
図)、 不IIF土製品 (57-3・ 4)

D50 B こ-7 方 形 1.64 1.64 0。 46 N D85古、D122古、D136古、D145古

D51 A あ 。い-7 長方形 1.48 0。 96 0.29 E
タデ属 1、 ソバ 5、 マメ類 27、 不明 12、 イネ多置、アワ 。ヒ

ェ 2、 オオムギ 10、 コムギ 1、 籐石

D52 B け-7 0。 16 D29新、D41新、D47新、D57古、D85古

D53 A い-3 楕円形 1.40 1.32 0.52 N
D54 Aあ 。い-3・ 4 長方形 1.14 0.88 0.24 N D551打

D55 A い-3 円 形 0。 90 0。 84 0.20 E D54新

D56 B お-4・ 5 楕円形 1.58 1.30 1・ .10 N

D57 B け-7 長方形 2.02 0.32 N-78° ―E D29議汗、D41巌斤、D47憑霧、D52議斤、D64古
D58 A い-5 楕円形 1.52 1。 16 0.21 N 銭貨

D59 A あ-7・ 8 構円形 1.44 1.28 0。 56 E 銭貨、コムギ6、 マメ類2、 不明3、 イネ25、 アワ 。ヒエ 1、
オ ナ ′、量:2_ n,7菫 将_ nlo4t_  +醸 1時、 4駿壌馨 rSR-25ヽ
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遺構名 検出位置 平面形態 長軸 短軸 深 さ 長軸方位 出土遺物 。重複

D60 B け-6 長方形 1.10 0。 21 N D49新、D63古

D61 B き-7 楕円形 1。 14 0.64 0。 30 N-83° 一E

D62 B う-5・ 6 楕円形 0。 76 0.68 0。 22 E

D63 B け-7 長方形 1.80 0.24 N-85° 一W D43新、D60新、鉄釘 (58-8)

D64 B け-7 長方形 1。 36 1.24 1.25 N-27° 一E D29新、D47新、D57新

D65 B く-5・ 6 楕円形 1.80 0。 15 N D34新、D49新、P166新

D66 A あ-3 長方形 2.92 1.66 0.36 N-83° 一W D13新、磨石、刀子

D67 A あ-5 楕円形 1.54 1.02 0。 62 N-10° 一E 銭貨、磨石、D74古

D68 A あ-4・ 5 楕円形 1.60 1.24 0.21 N-87° ―E P29新、P33新、鉄釘 (58-3)
D69 A あ-5 方 形 1.52 1.40 0。 90 N P200環訴

D70 A う-6 楕円形 2.00 1.40 0。 16 N-67・ ―W 轟rahttrlllレ「
で11纂、

4】

W機、マ稔o毅薇1化賊
P17R新、P174新、P175斯、P182新   __

D71 A い 。う-6 長方形 2.92 1.48 0.08 N-79° ―W :P179新、P180新、

D72 A う-5 0.46 Ta8古、常滑壷中世

D73 A う-6 長方形 1。 80 1.40 0。 44 N-85° 一W D14新、D76新、D97古、土鍋2片

D74 A い 一 5 長方形 0。 92 0.68 0。 76 E D67新

D75 A う。え-6 円 形 1.18 1。 12 0.20 N-10° 一E P135新、D76古、D149古

D76 A う。え-6 長方形 2.46 1。 74 0.08 N-82° 一W
新、P194新、P195

新、D73古、D149古、土鍋2片  _

D77 B け-6 方 形 1.42 1.42 0.35 N キ7、 不明4、 D43新)¨

D78 B こ-9。 10 方 形 1。 70 1.56 0.14 E 編1覇け、翻矮
｀

D130古、D141古、Dl

D79 A い -7 長方形 1.48 1.22 0.44 N
イネ8Tコ ムギ11、 不明5、 D134新 、Dl乙 0新、D146新、P305

襲F、  P490trr                   _

D80 A い-8 長方形 0。 94 0.72 0.20 N-76° 一W D81古、D132古、土鍋7片、台石 3、 砥石、磨石

D81 A い -8 楕円形 1.32 1.20 0。 12 N-37° 一E D80新、P400新、P401新

D82 B こ-8 方 形 0.98 0.88 0.38 N-86° 一W P203新、P204新、D87古、D99吉 :

D83 A あ-9 長方形 1.52 0。 26 N-7° 一E
Pll新、P202新、D130古、D141古、D142古、土鍋1片、台石

2、 磨石         __

D84 B こ-10 長方形 2.74 1.66 0.42 N-5° 一E ♂κ♂盗I型上_
D85 B こ-7 長方形 3.86 2.44 0.42 N-5° 一E

D52新、P154新、鉄釘 (58-
1ハ ヽ台石              _

D86 A お-7 長方形 2.24 1.52 0。 82 N-5° 一W (IQ

D87 B こ-8 長方形 2.16 1.70 0。 53 N-6° 一E 4孟総kオ

D88 B こ-10 長方形 1.64 1.02 0。 16 N カワラケ (55-1)。 1片

D89 Aお -7 楕円形 1.10 0。 78 0.18 E 土鍋1片

D90 B け-9 長方形 1.80 1.40 0.18 N D921蜃

D91 B け -10 長方形 1.70 1.12 1.08 N-80° 一E L(L島賛
libof∬°
b憮含妥号う臭菖纂ね、

t銀
L8-

10)      __

D92 B け-9 長方形 1.24 1.04 0。 26 N-20° 一W D90新、D93古

D93 B け 。こ-809 長方形 2.18 1.74 0.24 N-68° 一W
D92新、Ta7古、カワラケ (55-2)D84出土片と接合、土爾2

障ヽ供動機折世           _

D94 A あ-9 長方形 2.18 1.90 0.58 N-78° 一W 喜薯戴
D95 A き-7 0。 30

D96 A え-7 方 形 1.08 0。 98 0.09 N-86° 一W
149古、D150古、カワ

ラケ1片、土錮1片、磨石   _
D97 A う-6 0。 18 D73棄汗

D98 A あ-8 長方形 1.84 1.36 0.14 N-62° ―W P234新、P235新、P246新、P278新、P290新

D99 B こ-8・ 9 長方形 2.16 1.68 0.28 N-6・ ―E
D82新、D87新、D127古、Ta7古、古瀬戸四耳壺14世紀 (54-

7ヽ ヽ麟石          _

D100 A う。え-8 楕円形 0。 94 0.64 0.14 N… 22・ ―W P168新、不明鉄製品 (5911⊇

D101 A か -7 0.42 0.12 N Ta9濃舞

D102 A あ-6・ 7 方 形 0.45 N 3文舅舅ぷ壌冷機
君
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灌構名 検出位置 平面形態 長軸 短軸 深 さ 長軸方位 出土遺物 。重複

D103 A あ-7 長方形 1.82 1.18 0。 78 N-3° 一W
ソバ2、 マメ類19、 不明多量、イネ多量、アワ。ヒエ1、 ム
ギ類21、 オオムギ23、 コムギ多量、D21新、D27新、D104
青ヽn187苦、士鶯百ノ|ヽ轟14廿旅ユ飾圭ヽ須南薔総 h億 14廿組

D104 A あ-7・ 8 長方形 1.82 1:06 0。 90 N-98・ ―W
銭貨、ソバ 1、 マメ類24、 不明72、 イネ多量、ムギ類7、 オ

オムギ11、 コムギ42、 D59新、D103新、不明鉄製品 (59-
30。 31)、 盤鉄 (58-24)、 鉄釘 (58-15)

D105 Aお -7 楠円形 1.28 1.06 0.24 N-84° 一E 不
明5、 イネ79、 ムギ6、 オオムギ7、 コムギ10、 マメ類4、
P497来抒、 D1071L

D106 A い-8・ 9 円 形 0。 90 0。 88 0.44 N イネ3、 コムギ1、 Ta4古、磨石、台石2

D107 Aお -7 0。 24 D105新

D108 D お… 1 楕円形 1.34 1.10 0.23 N-58° 一E Dlll新
D109 D お-1 楕円形 1.32 1.12 0.18 E

D l10 D お-1 長方形 1。 48 1.06 0.32 N… 14° 一E
D lll D お-1 円 形 0.80 0。 78 0。 38 N D108新、台石

D l12 D え二 1・ 2 楕円形 1.00 0.59 0。 45 N-76° 一W 鉄釘 (58-4)
D l13 D う二102 楕円形 1.40 1.20 0.32 N イネ19、 オオムギ1、 台石3

D l14 D う。え…2 不整形 1.46 1.26 0。 11 N-53° ―W
D l15 D え-2 方 形 1.24 1.24 0。 35 N-63° 一E
D l16 D え-3 楕円形 1.18 0.98 0。 18 E
D l17 D う。え-3 円 形 1.46 1.34 0.46 E 在地産火鉢15世紀 (?)(54-12)
D l18 D う。え-3 長方形 1.58 0.96 0。 40 N-9° 一E 台石
D l19 D う-2 楕円形 2.52 1.78 0。 12 N-80° 一E 土鍋2片、火鉢近世
D120 D う-2 楕円形 1.78 1.02 0。 14 E

D121 D お-2・ 3 楕円形 0.94 0。 80 0.22 N-59° 一E
D122 A こ-7・ 8 長方形 1.60 0。 22 E

マメ類2、 イネ50、 ムギ類4、 オオムギ4、 コムギ7、 D12新、
P150新、D136古、D145古

D123 A か 。き-6 0。 21
D95新、P443新、P601新、P602新、P603新、P604新、P605
新、P608新

D124 B か 。き… 1・ 2 楕円形 1.28 0。 16 N-36° 一E
D125 B・ D き-10・ 1 円 形 1.06 0。 42 N 台石

D126 B こ-9。 10 長方形 1。 44 1。 16 0.36 N-84° ―W
マメ類多は、サンショウ1、 プドウ属2、 イネ多量、不明3、

ムギ類 1、 オオムギ7、 コムギ14、 D78新、P9新、P453新、
P454鬼汗、 D141lJ、  D142モ菫、 D1431J

D127 B こ-8 0.48
銭貨、コムギ19、 マメ類 10、 不明31、 サンショウ1、 イネ多
置、ムギ10、 オオムギ9、 プドウ2、 D87新、D99新、Ta7新、
響弊餐壺 r5o_14ヽ

D128 A あ-9 円 形 1.80 1.80 0。 94 N
イネ44、 ムギ2、 コムギ12、 マメ類2、 不明3、 D94新、P243

新、P245新、P262新、P413新、P455新、土製小玉 (76-2)

D129 A あ-9 0.31 イネ20、 オオムギ1、 コムギ2、 不明1、 D94新、P262新

D130 B こ-9。 10 楕円形 2.40 1.74 0。 72 N-86° 一W
イネ64、 コムギ7、 マメ類 2、 不明2、 D78新、D83新、P252

新、P296新、P467新、P468新、D141古、D142古、D143古、
磨石 2

D131 A い-8 不整形 3.08 2.20 0。 36 N… 84° 一W
銭貨、コムギ35、 ソバ 3、 マメ類 9、 不明 6、 イネ多量、ムギ

類 18、 オオムギ 15、 P145新、D132古、D135古、D144宙、
D146古、カワラケ7片、常滑荏中Il14、 磨石

D132 A い… 8 長方形 2.64 0.12 N-82° 一W イネ57、 コムギ3、 マメ類 1、 D80新、D131新、P279新、
P400譲野、 D144手時、 十銀4)|、  ア1喘諸わ金な

D133 Aい 。う-7・ 8 方 形 1.84 1.74 0。 30 N

オオムギ23、 マメ類 16、 不明多卜、コムギ42、 プドウ属 1、

イネ多量、ムギ類 8、 ソバ24、 D131新、Pl15新、Pl16新、
P309新、P310新、D134古、古瀬戸平瓶15世紀前半、刀子

`58-19ゝ

 、 イヽア雪Rヽ  z塞 7写

D134 A い-7 長方形 0.33

イネ多置、アワ 。ヒエ1、 ムギ類35、 オオムギ22、 コムギ
45、 ソバ4、 マメ類 9、 不明26、 D133新、D140新 、D146新、
P96新、P98新、P100新、Pl14新、Pl15新、P314新、P488
懇Fヽ  P4R9嚢野、 n79手絆

D135 A あ。い-7・ 8 長方形 1.12 0。 30 N-14° 一E イネ3、 ムギ類1、 コムギ1、 D131新、D146新、P459新、磨石

D136 B こ-7 長方形 1.12 0.43 E
マメ類 1、 不明43、 イネ40、 ムギ類 2、 オオムギ 2、 コムギ
14、  D12薇折、 D50譲狩、 D122嶺弄

D137 A あ-7 長方形 2.10 1。 24 1.02 E
不明1、 イネ58、 オオムギ17、 コムギ20、 マメ類4、 D21新、
D27新、D103新、瓦賣甕 (?)14世 紀 (54-13)D15出土片と
機合、不明鉄製品 (59-26・ 32)砥石2

D138 A か 。き-7 0。 17 P13新、D147古

D139 A あ…607 円 形 1.48 1.30 0.13 N-58° ―E D12新、D21新、D102新
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遺構名 検出位置 平面形態 長軸 短軸 深 さ 長軸方位 出土遺物・重複

D140 A い-7 円 形 0.86 0.80 0.22 N-20° 一W 不明2、 イネ 13、 アワ
。ヒエ 1、 コムギ3、 マメ類 1、 D79古、

D134手貯、 D146手貯

D141 B こ-9。 10 長方形 2.06 1.06 0。 08 N-10° 一E イネ5、 アワ
。ヒエ 1、 マメ類4、 D78新、D83新、D126新、

D130機野、 D148壌野、 P252機掃、 P258機野、 D1427貯

D142 B こ-9310 長方形 2.24 0。 36 N-7° 一E D78新、D83新、D126新、D130新、D141新、D143新、P9新、
P252壌野、 P25R機昇、 P458機狩、 P454新

D143 B こ-9。 10 円 形 0。 76 0.68 0.08 N
マメ類 6、 イネ13、 オオムギ1、 コムギ1、 D78新、D126新、
DlRn壌野  p45R菫 纂_ P454壌鶏  p9壌寿_ n1417崎 _ n14'7=

D144 A い-8 楕円形 0.78 0.64 0。 16 E
イネ25、 不明2、 D131新、D132新、P479新、P481新、P484
軒

D145 A・ B あ 。こ-7 0.15 D12新、D50新、D122新、D136新

D146 A い-7 長方形 2.62 1,70 0。 28 N-12・ ―E

イネ多蝙、アワ。ヒエ2、 ムギ類12、 マメ類4、 オオムギ
15、 コムギ30、 ソバ2、 不明多量、D131新、D140新、P303

新、P304新、P305新、P307新、P315新、P460新、P461新、
p4A4菫轟  p4R7議野  p400壌纂  n70■崎  nl R4T貯   1lSiヒ

D147 A き-7 0.54
イネ多量、アワ。ヒエ1、 ムギ類1、 オオムギ1、 ソバ1、 マ
文翠首4_ ラド日日R  nlRR壌 辱、 P104壌丼

D148 A う。え-7 長方形 2.44 1.80 0。 36 N-84° ―W

銭貨、不明多置、オニグルミ(破 )、 イネ多量、ムギ類4、 オ
オムギ11、 コムギ7、 ソバ59、 マメ類6、 D85新、D96新、
P124新、P140新、P322新、P498新、P499新、P500新、P501

新、D150古、カワラケ1片、土鍋4片、古瀬戸天目茶碗15世

紀初頭、古瀬戸鉢15世紀2、 瓦質壷14世紀、常滑甕か壷、伊
万里碗18世紀以降、銅製品 (59-36)、 鉄釘 (58-7)、 砥石

D149 Aう 。え-6。 7 長方形 2.64 1.72 0.45 N-88° 一W 銭貨、コムギ40、 マメ類4、 不明多量、イネ多量、ムギ類A_ オ ラト′ゝ ヨビR_ n75壕将_ n76壌野_ n96婁拝_ n14R壌丼_ n15o壌拝

D150 A え-6・ 7 長方形 1.86 0.24 N-7° 一W D149古、カワラケ (55-3・ 4)・ 6片、上鍋6片、青磁碗 15世
紺前半 r54-2ヽ ヽ堂渦喜2

D151 Bう 。え-9。 10 長方形 1.30 0。 94 0.88 N… 63° 一E D96新、D148新、D150新、P195新、P324新、鉄釘 (58-
14ヽ  、 71輌a rAR_22o,3)、  R塞フ雪
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第 3節  ピット群

605基のピット群が検出された。他の遺構と同じく中世の所産と考えられる。調査区の西側グリッドあ～お-5～

9に集中している。当然組み合わせが把握できれば、掘立柱建物力Lが考えられるところであるが、現場での精査や机

上での推定でも不可能であった。

平面形態は円形と方形が 2:1、 径 20cm代が 6割、続いて多いのが径 30cmと 小さめである。深さ 30cm以上の

深いものが 152基ある。

覆土中に炭を含む場合が多くみられた。竪穴状遺構や上坑と同じく、イネ、コムギ、オオムギ、ソバ、アフ
ロヒエ、

マメ類などの炭化種子が検出されたピットもある。

C上 り x=27,184
o  (1:400)  10m

第 41図  ピット群詳細図配置図 (1:400)
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検出位置

A い-6
A い-6
A う-6

A う-6・ 7

A う-6

A あ 。い-9
B こ-10
B こ-10
A あ-9
B え-8
A き-7
A あ 。い-2
A い-3
A う-4
A い-4
A い-4
A う-7

出土遺物

円  形

0165

鰯
◎

◎ 164

012

第 50図  ピット群実測図 (1)

第 5表  ピットー又表

色調・覆上

1層  10YR3/4 しまりなし。   ____
1層  10YR3/4 しまりなし。
2層 10YR4/4 黄褐色砂主体。

0  (1:50)  lm

継
一２２．５

1層  10YR3/4 砂質。
1層  10YR3/4 砂質。
1層 柱痕 10YR3/2 上部に炭化粒を少量含む。
2層 10YR4/4 10YR4/6を 多量に含む。

1層  10YR3/4 黄褐色砂含む。
2層 10YR5/6 黄褐色砂主体.

178(古 )

イネ (39)マ メ類 (多 )

10YR4/4 策砂プロック少は。

10YR3/2 黄砂プロック少%。

A い-4
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番号 検出位憑 長径 深さ 形態 色調 。覆土 菫 複 出土遺物 備 考
A い 一 円 形 10YR3/4 黄砂プロック多な。
A う-7 構円形 イネ (2
A い-4 FI 形 10YR3/4 黄砂プロック多な。
A い-4 円 形 10YR3/4 賛砂プロック多量。
A い-4 方 形 10YR3/4 黄砂プロック多な。
A い-4 円 形 10YR3/4 贅砂プロック多憑。
A い-4 方 形 10YR3/4 黄砂プロック多な。
A い-5 長方形 10YR3/3

A あ-4 楠円形 10YR3/3 炭少な。
A あ-4・ 5 構円形 10YR3/3 炭少な。
A あ-5 24.5 円 形 10YR3/4
A あ-5 FI 形 10YR3/4
A あ。い-4・ 5 円 形 10Y13/3 炭少な、黄砂少置。
A う… 5 円 形 10YR3/3 炭少な。

A い-5 25.5 方 形
1層 柱痕 (12cln巾 )10YR3/4
2燿 10Y15/6

A い… 5 円 形 10YR3/4
A い-5 方 形 10YR3/3
A い 一 円 形 10YR3/3 黄砂。
A い-5 円 形 10YR3/3 炭少な。
A い-5 楕円形 10YR3/3 炭少置、黄砂少量。
A い-5 方 形 10YR3/3 炭少置、黄砂少置。
A い-5 方 形 10YR3/4 糞砂少置。
A う-5 方 形 10YR3/3

44 A う-5 不整形 10YR3/4 黄砂プロック多量。
Aい 。う-5 不整形 10YR3/3 炭少置。
Aい 。う-5 22.5 方 形 10YR3/3
Aい 。う-5 方 形 10YR3/4
A う-6 35。 5 円 形 10YR3/3 黄砂プロック少置。
A い 一 (20) 10YR3/3 炭少置。 51(― )
A い-5 28。 5 楕円形 10YR3/3 炭少憑。

A い-5 (16) 10YR3/3 炭少な。 (― )

(― )

A い-5 (20) 10YR3/3 炭少置。
(― )

(― )

A い-5 (20) 10YR2/3 黄砂プロック多置。 52(―
A い-6 円 形 lQYR3/4

A い-6 55。 5 構 Fl形
1層  10YR4/4 柱痕。
2層  10YR4/6 砂質。

A え-8 (50) 10YR3/3 炭少量。
新

新

A い-6 21.5 円 形 10YR3/3

Aい 。う-6 31.5 不整形 10YR3/3
イネ (18)オオムギ (1)不
明 (2)

A う-6 楠円形 10YR3/3

A い-6 権円形 10YR3/4 砂質。
A い-5 方 形 10YR3/3 黄砂プロック多置。
A い-5 方 形 10YR3/4 炭少憑。
A い-5 方 形 10YR3/4
A い-5 円 形 10YR4/3
A い-5 方 形 10YR3/3
A あ。い-5 方 形 10YR3/3 炭少置。

67 A い-6 41.5 不整形 10YR3/4、 10YR5/6 黄砂、炭多な。
ミズキ属 (1)イ ネ (28)オ
オムギ (1)アサ (1)

A あ-6 26.5 円 形 10YR3/4 炭少炒、黄砂少な。
A あ-5 長方形 10YR4/4

A あ-5 31.5 楠円形 10YR3/4 炭少は、黄砂多は。
A あ-5 26.5 櫓円形 10YR3/4

A あ-5 円 形
1橿 10YR3/4 砂質、柱纏 (中 1飲m)
2層  10YR3/3

(古 )

A あ-5 長方形 10YR4/4 炭少は、鵞砂少な。
A あ-5 円 形 10YR3/3 炭少な。

A あ-5 方 形
瑕

橿

10YR3/4
10YR3/3 かたい
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番号 検出位置 長径 深さ 形態 色調・覆土 饉 櫂 出土鸞物 燿 者

A あ-5 44 31.5 長方形
1鸞  10YR3/4
2種  10YR3/3 かたい 炭少な。

A あ-5 不整形 10YR3/3 炭少な。
A あ-5 円 形 10YR3/4
A あ-5 長方形 10YR3/3 80(古 )
A あ-5 30.5 (権円形 ) 10YR3/3 上面には1、 炭少な。 79(新 )

A あ-5 円 形
1鸞  10YR3/4 炭少な。
2M 10YR5/6 砂質。

A あ-5 41.5 方 形 10YR3/3 炭少な。

A あ-5 長方形
lM 10YR4/6 砂興、炭少な。
2種  10YR3/4 炭少な。

A あ-6 12.5 方 形 10YR2/3 炭少卜。
A あ-6 方 形 10YR5/4 10YR3/3 プロック多な。

A あ-6 16.5 長方形
1層 10YR2/3 炭、灰多な。
2層 10YR4/6 砂貿。

イネ 不 明

A あ-6 権円形 10YR3/4 贅砂プロック多卜。上部に河原在。
A あ-6 円 形 10YR3/3
A あ-6 44 38.5 権円形 10YR3/4 (古 )

A あ…6 24.5 不整形 10YR3/4

A あ-6 40.5 円 形
1層 10YR3/3 柱痕 (10cnl巾 )
2耀 10YR3/4 砂質。

A あ-6 26.5 権円形 10YR3/3 賛砂プロック少量。炭少置。
A あ-6 円 形 10YR3/4
A あ-6 円 形 10YR4/6 砂質。
A い-7 14.5 円 形 10YR3/4 炭少量。
A い-7 不整形 10YR3/3 炭少置、黄砂少量。 石

A い-7 楕円形 10YR3/3 炭少は、賣砂少な。
A い-7 43.5 不整形 10YR3/3 炭少は、黄砂少I。
A い-7 円 形 10YR4/3 黄砂プロック、炭少な。
A い-7 円 形 10YR3/3 炭。贅砂プロック少な。
A い-7 方  形 10YR3/3 炭。黄砂プロック少置。
A い-7 12.5 方 形 10YR3/4 黄砂多な。
A い-7 円 形 10YR3/4 炭少は、贅砂少量。
A う・え-7 方 形
A い-7 16.5 不整形 10YR3/4 鵞砂プロック多量。
A う-7 16.5 権円形 10YR3/4

A う-7 38.5 長方形
1層  10YR3/3
2層  10YR3/3 黄砂プロック多な。

A う-7 46.5 不整形 10YR2/3 鸞砂プロック多な。
イネ (12)オオムギ (1)コ
ムギ (1)不明 (1)

A う-6 31.5 権円形 10YR2/3 贅砂プロック多量。 (古 )

A う-6 円 形
1燿  10YR2/3
2層 10YR4/6 砂質。

A あ-6 方 形 10Y12/3
A あ-6 15.5 権円形 10YR4/4 炭少な。
A あ-6 18.5 不整形 10YR4/6 策砂プロック多炒。
A い-7 36.5 権円形 10YR3/3 炭少な。
A い-7 円 形 10YR3/3 炭少な。
A い-7 不整形 10YR3/3 黄砂プロック少鰤。

A う-7 構円形
1層 10Y12/3 炭。灰多な。
2層  10YR3/4 賛砂プロック多な。

A う-7 24.5 権円形 10YR3/4 炭少な、贅砂少な。
A う-7 12.5 方 形 10YR3/3
A う-6 円 形 10YR3/3 炭少な。
A う-6 24.5 円 形 10YR2/3 炭少は。
A う-6 円 形 10YR2/3 炭少な。

A い-6 円 形
lM 10YR2/3 柱績 (中 10戦 )
2は 10YR4/6 砂蜃。

A う-7 円 形 10YR3/3 炭少は、鵞砂。 (新 )

A い-6 円 形 10TR3/2
A う-5 円 形 10YR3/4 蘭砂プロック少な。 土晰3片

A う-6 不毯形 10YR3/3 驚砂プロック少な。
A う-5。 6 円 形 10YR4/4 鸞砂プロック多颯。
A う-6 7 方 形 10YR3/3
A う-6 14.6 方 形 10YR3/3 鵞砂プロック多な。

‐59‐



番号 検出位は 長径 深さ 形態 色調・機土 重 複 出土遺物 備 考

A う-5 17.5 円 形 10YR3/3
イネ (39)オオムギ (1)不
明 (3)

A う-5 円 形 10YR3/2

A い=7 7 方 形 10YR3/4 鵞砂プロック少量、炭少%。
A う-7 31.5 権円形 10YR3/4 炭少な。

A う-6 23.5 権円形 10YR3/3 炭少な。贅砂プロック少に。

A い-7 19.5 円 形 10YR3/2 炭少な。 (古 ) イネ ムギ類 (8)

A い-7 15.5 円 形 10YR3/2 炭少な。
イネ (7)コ ムギ (1)不明
(3)

138 A い-7 方 形 10YR3/2 炭少%。 (古 )

イネ (多量)アワ・ヒエ
(2)ム ギ類 (4)オオムギ

(6)コ ムギ (10)マ メ類
(3)不 明 (多 )

A セヽ― 円 形 10YR3/2 炭少な。

A う-7 円 形 10YR3/3 炭少%。 (古 )

A あ-6 (円 形 ) 10YR2/3 89(新 )
イネ (3)コ ムギ (1)マ メ

類 (1)

A あ-7 28.5 不整形 10YR3/4 炭少量、黄砂プロック少な。

A あ-8 方 形 10YR3/3 炭少量。
144 A あ-7 円 形 10YR3/3 炭少量、黄砂少な。
A い-7 円 形 10YR3/2 炭多置。
A あ-7 25.5 円 形 10YR3/2 炭多置。
A あ-7 44 不整形 10YR3/3

A あ-8 円 形 10YR3/3 炭多饉。
A・ B あ。こ…8 15。 5 円 形 10YR3/3 炭少置、黄砂少置。

B こ-8 円 形 10YR3/3 炭少量。
B こ-7 円 形 10YR2/3 炭少量。
B こ-7 21.5 円 形 10YR3/3 炭少置。

A あ-7 円 形 10YR3/3 炭少置。

B こ-8 25.5 長方形 10YR3/4

A う-7 長方形

(新 )

(新 )

(新 )

A き-6 不整形 10YR2/3 炭少置。

A う-7 楕円形 10YR2/3 炭少量。

B え-6 楕円形 10YR4/3 炭少置、黄砂多置。

B え-7 方 形 10YR3/3 黄砂多量。
B え-7・ 8 44 27.5 長方形 10YR2/3 黄砂多置。炭少量。

B え-7・ 8 44 不整形 10YR3/3 炭少置、黄砂多置。

B え-7 45.5 不整形 10YR3/3 炭少量。

B お-7・ 8 25.5 不整形 10YR4/3 黄砂多置。

B お-8 44.5 権円形 10YR4/4 黄砂多置。

B お-7 楠円形 10YR3/3

B く-5 円 形 10YR3/3

B く。け-5 円 形 10YR3/3 黄砂プロック少量。

B く-5 円 形 10YR3/3 円礫

B く-5 29。 5 円 形 10YR3/3

A あ-4 方 形 10YR3/3 台石2

A い 。う-7 権円形 10YR3/4 10YR2/3 小プロック多置。

A あ-3 円 形 10YR4/6

A あ-4 31.5 方 形 10YR3/4
A う-7 12.5 方 形 10YR3/4
A う-6 構円形 10YR3/4 P109(新 )

A う-7 長方形 177(―

A う…7 円 形 (― )

A う-7 不整形 10YR3/3 炭少な。 P6(新 )

A い 一 方 形 10YR2/3

A い-6 (30) 22.5 円 形 10YR3/3 (古 )

A い-6 円 形 10YR2/3
A う-7 33.5 権円形 10YR2/3

A う-5 方 形 10YR2/3 銭饉 1

A う-5 24.5 方 形 10Y12/3 鵞砂プロック多崎。
A う-5 円 形 10YR2/3 賛砂プロック多な。
A υヽ-5 円 形 10YR2/3
A い-5 晰円形 10YR2/3

A う-5 28.5 円 形 10YE2/3 鵞砂プロック多な。
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番号 検出位置 長径 深さ 形態 .色繭 。優土 重 複 出土之物 鸞 著
A う-4 31.5 円 形 10YR2/3
A う-4 9 長方形 10YR2/3

A え-7 11.5 円 形 (― )

A う-6 9 円 形 10YR2/3 黄砂プロック多な。炭少な。
A う。え-6 円 形 10YR2/3 黄砂プロック多な。炭少な。
A う-6 円 形 10YR2/3 黄砂プロック多な。炭少な。
A え-6 方 形 10YR2/3 黄砂プロック多卜。炭少量。
A え-6 円 形 10YR3/4 砂質。
A え-6。 7 16.5 方 形 10YR2/3 黄砂プロック。炭少置。

A い-6 (35) 楕円形 10YR2/3 180(新 )
イネ (28)コ ムギ (1)マ メ
類 (2)

A あ-5 40.5 10YR3/3 砂質。 72(新 )
A あ-5 円 形 10YR4/3
A あ… 6 方 形 10YR2/3 黄砂。
A あ-9 26.5 権円形 10YR2/3

B こ-8 不整形 10YR2/3 黄砂プロック少置。 (古 )

B こ-8 (14) 不整形 10YR2/3 (新 )

B こ-8 長方形 10YR2/3

B こ-8 方 形 10YR2/3
B こ-8 方 形 10YR2/3
A い-9 円 形 10YR3/3

B こ-10 円 形 10YR2/3 炭
モモ (破 )イ ネ (10)オオ
ムギ (1)マメ類 (8)不 明
(3)

B こ-10 (38) 楕円形 (新 )

A あ-10 11.5 楕円形

A あ-8 39.5 楕円形 土鍋1片

A あ-8 円 形 10YR3/3 炭少量。
A あ-8 長方形 10YR3/4 黄砂プロック少置。
A あ… 8 方 形 10YR2/3 炭少量。
A あ-8 権円形 10YR2/3 炭少量。 288(古 )
A あ-8 長方形 10YR3/3 黄砂 (10YR5/8)プ ロック少置。
A あ-8 不整形 10YR2/3 炭少量。
A あ-8 22.5 方 形 10YR3/2 炭少量。
A あ…8 円 形 10YR2/3 黄砂プロック少量。炭少置。
A あ-8 構円形 10YR3/3

A あ…8 不整形 10YR3/2 炭少量。
A あ-8 円 形 10YR3/2 黄砂プロック少置。炭少蟻。

224 A あ… 8 円 形 10YR3/2 炭少置。
A あ…8 11。 5 円 形 10YR2/3 炭少置。
A あ-8 (33) 10.5 10YR2/3 炭少置。 (― )

A あ-8 (16) 10YR2/3 炭少置。資砂プロック少饉。 (― )

A あ…8 権円形 10YR2/3 黄砂少量。炭少置。
A あ…8 22.5 不整形 10YR3/3 炭少量。
A あ-8 円 形 10Y12/3 炭少置。
A あ-8 11。 5 円 形 10YR2/3 炭少置。
A あ-8 円 形 10YR2/3 贅砂少量。炭少置。
A あ… 8 25.5 円 形 10YR2/3 炭少h。
A あ…8 (56) 円 形 10YR3/2 炭少な。黄砂プロック少な。 (古 )

A あ-8 円 形 10YR2/3 黄砂プロック多量。
A あ-8 20.5 円 形 10YR3/4 炭少置。
A あ-9 方 形 10YR3/2 黄砂プロック少な。炭少な。
A あ-9 21.5 円 形 10YR2/3 炭少な。黄砂。

A・ B あ。こ-9 32.5 方 形 10YR2/3 贅砂プロック多な。炭少な。
A あ-9 16.5 円 形 10YR2/3 炭少な。
A あ-9 26.5 円 形 10YR3/2 黄砂プロック少な。炭少炒。
A あ-9 (34) 円 形 10YR2/3 炭少な。 (古 )

A あ-9 20.5 方  形 10YR2/3 贅砂プロック多な。炭少は。 (新 )

244 A あ-9 12.5 長方形 10YR2/3 贅砂プロック多な。炭少は。
A あ-9 円 形 10YR3/2 贅砂プロック少な。炭少は。
A あ-9 不墜形 10YR3/3 賛砂プロック少は。炭少な。
A あ-10 円 形 10YR3/2 鵞砂プロック少は。炭少は。
A あ-10 22.5 円 形 10YR3/2 賛砂プロック少な。炭少は。
A あ-10 方 形 10YR2/1 柱績四角。 10YR2/3 炭少は。
A あ-9 方 72/ 10YR2/3 鸞砂プロック少は。炭少な。
A・ B あ。こ-1 不斃形 10YR3/4 鸞砂プロック多な。炭少は。 301(古 )
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番号 検出位は 長径 深さ 形態 色調・覆土 菫 複 出土遺物 備 考
B こ-9 25.5 円 形 10YR2/3 黄砂プロック多置。炭少置。
B こ-10 円 形 10YR2/3 黄砂プロック多量。炭少量.
B こ-10 円 形 10YR2/3 炭少置。
B こ…10 (25) 10YR3/3 炭少量。
B け。こ-10 (35) 31.5 円 形 10YR3/3 炭少な。 210(古 )
B こ-10 円 形 10YR3/3 P10(古 )
B こ-9。 10 (22) 10YR3/4 141 (新 )

A あ-9 23.5 方 形 10YR3/2 炭少心。
A あ-9 方 形 10YR3/2 炭少な。
A あ-9 34.5 円 形 10YR3/2 炭・黄砂プロック少量。
A あ-9 円 形 10YR3/3 黄砂プロック多量。
A あ-9 円 形 10YR2/3
A い-9 円 形 10YR2/3 黄砂プロック多置。炭。
A い-9 円 形 10YR3/3 黄砂プロック多置。
A い-9 25.5 不整形 10YR2/3 炭少置。贅砂多置。
A あ… 9 円 形 10YR2/3 炭少量。黄砂多置。
A あ-9 円 形 10Y12/3 炭少な。薫砂多量。
A あ-8。 9 (20) 10YR2/3 炭少な。蘭砂多最。 270(―

A あ-8・ 9 (30) 10YR2/3 炭少量。黄砂多量。
(新 )

(― )

A あ-8 30.5 不整形 10YR2/3 炭多置。
A あ-8 15。 5 不整形 10YR3/3 炭少置。
A い-8 30.5 楕円形 10YR3/4 黄砂多置。炭少置。
A あ-9 長方形 10Y12/3 黄砂多置。炭少置。
A あ-9 円 形 10YR3/3 炭少置。
A あ-9 方 形 10YR3/3 黄砂多置。炭少置。

277 A あ-9 17.5 方 形 10YR3/3 黄砂プロック多置。炭少量。
A あ-8 54.5 不整形 10YR2/2 炭少置。 234(新 )
A い-8 22.5 不整形 10YR3/2 炭多量。
A あ。い-8 (40) 18.5 10YR3/2 黄砂プロック多量。炭少置。 (― )

A あ。い-8 (41) 58.5 10YR3/2 炭多置。
(― )

(古 )

A い-8 (24) (方 形 ) 10YR3/2 炭多量。
新

新

A あ。い-8 34.5 円 形 10YR3/2 炭多な。 282(古 )
A あ-8 円 形 10YR2/3 炭少量。黄砂プロック少な。
A あ-8 長方形 10YR2/3 炭少口。黄砂プロック少量。
A あ…8 補円形 10YR3/2 黄砂プロック多量。炭少置。
A あ…8 権円形 10YR3/2 黄砂プロック多置。炭少%。
A あ-8 円 形 10YR2/3 柱痕 (10m巾丸)黄砂多な。 (新 )

A あ-8 権円形 10YR2/3 黄砂多置。
A あ-8。 9 15.5 方 形 10YR3/2 炭少置。
A あ…8。 9 長方形 10YR3/2 炭少置。
A あ-8。 9 26.5 円 形 10YR3/3 炭少量。
A あ-8 円 形 10YR3/2 炭少量。
B こ-9 方 形 10YR3/2
B こ-9 楕円形 10YR3/2

B こ-9。 10 円 形 10YR2/3 炭少量. (古 )

B け-10 方 形 10YR3/4 黄砂プロック少蟻。
B け-10 32.5 方 形 10YR2/2 炭少置。
B け-10 (38) 構円形 10YR2/3 黄砂多な。 (―

B け-10 (38) 20.5 円 形 10YR3/2
AoB あ。こ-1 (30) 32.5 10YR3/2 黄砂プロック多置。炭少量。 (新 )

A い-8 方  形 10YR3/2 炭少艤。 石

A あ。い-7 Fl 形 10YR3/2 炭少量。黄砂多置。
A あ。い-7 円 形 10YR3/4 炭少量。黄砂多な。 305(―
A あ。い-7 (35) 円 形 10YR3/4 炭少%。 黄砂多な。 (― )

A い-7 31.5 円 形 10YR3/3 炭少な。贅砂多な。 イネ

A い-7 方 形 10YR3/3 炭少憑。贅砂多憑。
A い-7 22.5 円 形 10YR4/4 炭少な。贅砂多な。

.309 Aい 。う-7 権円形 10YR3/3 炭少な。贅砂多な。
Aい 。う-7 44.5 構円形 10YR3/2 炭少文。賛砂少m。
A い-7 不整形 10YR3/2 炭少な。黄砂少な。
A う-8 方 形 10YR2/3 炭少な。黄砂少な。
A い-7 39。 6 不整形 饉石、銭貨 1
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番号 検出位置 長径 深さ 形態 色調・覆土 羹 櫂 出土遭物 備 考
A い-7 不整形

A υヽ― 41.5 長方形

B こ-10 (26) 27.5 10YR2/3 炭多な。

B こ-10 円 形 10YR3/4 黄砂多な。
A う-7 円 形 10YR3/3 炭多I。 イネ (1

A う-8 長方形 10YR2/3

A い-7 円 形 10YR3/4 炭少卜。 (古 )

A い-7 不整形

A う-7 長方形 10YR3/3 (古 )

A う-7 不整形 10YR2/3 (新 )
イネ (31)ソバ (1)不 明
(1)

A え-6・ 7 方 形 10YR3/4 炭少な。 イネ オオムギ (1)

A え-7 円 形 10YR3/3 炭少な。
A え-7 20。 5 円 形 10YR3/3 炭多炒。 イネ

A え-7 円 形 10YR3/3 炭少な。
A え-6 円 形 10YR2/3 炭少な。
A え-7 円 形 10YR3/4 炭少量。
A え-7 方 形 10YR3/3 炭少な。
A え-7 方 形 10YR3/3 炭少に。
A え-7 円 形 10YR3/4 炭少量。
A え-7 不整形 10YR3/3 炭多な。

A え-7 不整形
1層 柱痕 10YR2/3 炭多に。
2層 10YR5/8 10YR3/3 プロック少置。

A え-7 不整形 10YR3/3 10YR5/8 プロック多置。炭少量。

A え-7 方 形 10YR3/3 炭少置。
A え-7 方 形 10YR4/4 10YR5/8 プロック少量。
A え-7 方 形 10YR2/3 炭少な。

339 A え-7 円 形 10YR2/3 炭少量。
A え-7 方 形 10YR2/3 炭少置。
A え-7 方 形 10YR3/3 炭少な。
A え-7 長方形 10YR4/4 炭少な。

A え-8・ 9 方 形 10YR3/3 炭少な。 (古 )

344 Aお -7 権円形 10YR2/3 炭少量。

A お-7 円 形 10YR4/3 炭少量。
A お-7 34.5 円 形 10YR3/3 炭少量。
A お-7 26.5 円 形 10YR3/3 炭少量。
A お-6・ 7 22.5 円 形 10YR3/4 炭少な。
A お-7 円 形 10YR3/4 炭少な。
A お-7 方 形 10YR3/3 上部に贅砂プロック多量。炭多置。 600(古 )

A い-7 方 形
A お-7 36.5 円 形 10YR3/3 炭少な。
A お… 6・ 7 円 形 10YR3/4 炭少な。
A か-6 円 形 10YR2/3

A か-7 円 形 10YR2/3 炭少卜。
A か-7 44 円 形 10YR3/4 炭少憑。黄砂多な。
Aお 。か-7 43.5 不整形 10YR3/3 炭少憑。 石

A か-7 48.5 円 形 10YR3/3 炭少な。
イネ (7)オオムギ (4)ソ
′ヽ (4)

359 A か-7 円 形 10YR3/2 炭少な。
A か-7 円 形 10YR3/3 炭少な。 (古 )

A か-7 (25) 権円形 10YR2/3 贅砂プロック多な。炭少鯰。 (新 )

362 A か-6・ 7 円 形 10YR3/2 炭少な。
A か-7 円 形 10YR3/3 炭少炒。
A か-7 円 形 10YR3/4 炭少な。

A か-7 円 形 10YR3/4 炭少な。
イネ (14)オオムギ (2)コ
ムギ (1)ソパ (1)

A か-7 円 形 10YR3/3 炭少な。

A か-7 辣円形 10YR4/3 炭少な。

A か-7 円 形 10YR3/3 炭少な。
A か-7 円 形 10YR3/4 炭少は。
A か-7 長方形 10YR3/4 炭少な。

A か…6 蝙円形 10YR3/3 炭少崎。

372 A か-6 46.5 不仁形 10YR3/3 鵞砂プロック少な。炭少な。

A か… 6 円 形 10YR3/3 贅砂プロック少は。炭少な。
A か-6 円 形 10YR2/3 炭少は。
A か-6 貶円形 10YR3/3 炭少な。
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番号 検出位置 長径 深 さ 形態 色調 。優土 重 複 出土遺物 備 考
A か-6。 7 楕円形 10YR3/3 炭少置。

A か-6。 7 20。 5 円 形 10Y13/4 炭少量。
A か-7 28.5 方 形 10YR3/4 炭少量。
A か-7 円 形 10YR3/3 炭少置。 銭貨 1

A か-7 円 形 10YR2/3 炭少最。
A か-7 方 形 10YR3/3
A か-7 不整形 10YR2/3 柱痕。10YR4/6

A か-7 10YR3/3 炭少置。

A か-7 円 形 10YR3/4 炭少量。 444 (古 )

A か-7 円 形 10YR4/3 炭少量。
A か-7 方 形 10YR2/3 炭少置。
A か-7 円 形 10YR3/4 炭少置。

A か-7 円 形 10YR3/3 炭少朦。
A か-7 楕円形 10YR5/8

A き-6。 7 楕円形 10YR2/3 炭少量.

A き-7 方 形 10YR2/3 炭少量。
A き-7 長方形 10YR2/3 炭少量。

A き-7 楕円形 10YR3/4 炭少量:

A き-7 円 形 10YR2/3 黄砂プロック多置。
A き-7 方 形 10Y12/2 炭少置。
A き-7 円 形 10YR2/2 炭少置。
A う-7 (22) 方 形 (新 )

A え-8 (40) 不整形 10YR3/3 炭少置。 (古 )

A え-8 方 形 10YR3/3 炭少量。
A い…8 円 形 10YR3/3 炭少量。
A い-8 27.5 円 形 10YR3/3 炭少量。
A う…8 9 円 形 10YR3/3
A い-8 7 楕円形 10YR3/4

A い-8 40.5 方 形 10YR3/4 炭少量。
A い-8。 9 円 形 10YR3/4 炭少量。
A い-9 28.5 円 形 10YR3/3 炭少量。
A い-8 円 形 10YR3/3 炭少量。
A い-9 円 形 10YR3/3 炭少量。
A い-9 楕円形 10YR3/3 炭少量。
A あ。い-10 円 形 10YR3/4 炭少置。
A あ-10 長方形 10YR3/3 炭少置。
A う-8 (30) (新 )

A あ-10 長方形 10YR4/3 炭少量。 545(古 )
A あ-10 円 形 10YR3/3 磨石

A あ 。い-10 櫓円形 10YR3/3 黄砂プロック多量。炭少量。

A い-10 円 形 10YR3/3 炭少量。
A い-10 22.5 円 形 10YR3/3 炭少量。
A い-10 円 形 10YR4/3 炭少量。
A い-10 方 形 10YR3/4 炭少量。
A あ-10 27.5 円 形 10YR2/3 炭少量。
A あ-10 23.5 楕円形 10YR2/3 炭少量。 D105内

422 A あ-10 15.5 方 形 10YR3/2 炭少量。
A あ-10 円 形 10YR2/3 炭少量。
A あ-10 方 形 10YR2/3 炭少量。 (古 )

A あ-10 円 形
1層 柱痕 10YR3/3 炭少量。
2層 10YR4/4 砂買。

(古 )

A あ-10 楕円形
1層 柱痕 10YR3/3 炭少量。
2層 10YR4/4 砂質。

A あ…10 方 形 10YR3/4 炭少置。黄砂プロック多重。
A あ-10 円 形 10YR4/3 炭少置。 (新 )

A あ-10 円 形 10YR2/3 炭少量。
B け-9。 10 方 形 10YR3/4 炭少置。砂質。
B け-9 円 形 10YR3/3 炭少置。
B け-9 42.5 円 形 10YR3/4 炭少量。砂質。
B け-9 円 形 10YR3/3 炭少な。
B け-9 13.5 円 形 10YR3/3 炭少置。
B け-9 21.5 方 形 10YR3/3 炭少な。
B こ-9 20.5 方 形 10YR3/2 炭少量。
B こ-9 円 形 10YR3/3 炭少な。
B こ-9 25.5 円 形 10YR2/3 炭少な。
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B こ-9 F3 形 10YR3/3 炭少な。

440 B こ-9 円 形 10YR2/3 炭少な。
B こ-9。 10 28.5 方 形 258(古 )

442 A か-6 (28) 10YR2/3 炭少憑。
４９

“
(― )

(古 )

A か-6 (18) 10YR2/2 炭少な。 442 (新 )

444 A か-7 (26) 7 権円形 10YR3/4 炭少I。 (新 )

445 A お 。か-7 円 形 10YR3/2 炭少置。
446 A お-7 方 形 10YR3/2 炭少な。
A い-8 円 形 10YR3/4  ガ蛯。

448 A い-8 29.5 方 形 10YR3/4 炭。
449 A お-7 不整形 10YR2/2 炭少璽。
A お-7 (20) 10YR3/3 炭少置。
A お。か-7 (54) 46.5 10YR3/3 炭少は。
A あ-10 (30) 方 形 10YR2/3 炭少な。 (新 )

B こ…10 23.5 円 形 10YR2/3 炭多置。 P6(古 ) イネ D126内

B こ-9 35.5 不整形 10YR2/3 炭多置。
イネ (7)オオムギ (1)マ
メ類 (13)不明 (1)

D126内

A あ-9。 10 23.5 不整形 10YR3/2 D94内

B こ-9。 10 (23) 方 形 10YR2/3 炭少量。 (新 ) D130内

457

458

B こ-9
B こ-10

14

14

12.5

12

形

形

円

円

10YR2/3 炭少量。

10YR2/3 炭少置。

D130内

D130内

A あ-7・ 8 37。 5 円 形 10YR3/2 炭少置。
イネ (40)ソ パ (1)マ メ類
(2)

D135内

A あ・い-7 方 形 10YR3/2 炭少置。 イネ (13)ムギ類 D135内

A い-7 28.5 円 形 10YR3/2 炭多置。
イネ (22)コ ムギ (1)ソパ

(1)不明 (60)

A い-7 10YR3/2 炭多な。 (新 ) イネ

A い-7 長方形 10YR3/2 炭少量。 イネ ソノヽ 1

A い-7 円 形 10YR3/2 炭少置。

A あ。い-7 円 形 10YR3/2 炭少量。
イネ (22)コ ムギ (1)不明
(1)

B こ-7・ 8 権円形 10YR3/3 炭少曇。 D122内

B こ-9 長方形 10YR2/3 炭少置。
イネ (54)オオムギ (1)ソ
ノヽ (1)マ メ類 (1)

D130内

B こ-9 21.5 円 形 10YR2/3 炭少置。 D130内

A あ-8 円 形 10YR2/3 炭少置。 イネ (6)

A い-8 円 形 10YR2/3 炭少量。

A あ。い-8 62.5 長方形 10YR2/3 炭少置。

ネ

ギ

つ

イ

ム

＜

(61)ムギ類 (1)オオ
(1)コ ムギ (1)不明

A う-7 不整形 10YR2/3 炭少な。
生84(古 )
)133

)133内

A い-8 円 形 10YR2/3 黄砂プロック多艤。炭少に。砂質±。 174(古 ) イネ (7)マメ類 D132内

A い-8 (28) (方 形 ) 10YR2/3 炭少な。黄砂プロック少置。 (新 ) イネ ソノヽ 132内

A い-8 24.5 円 形 10YR2/3 炭少置。黄砂プロック多な。
イネ (3)コ ムギ (1)不明
(4)

D132内

A い-8 (24) 15。 5 権円形 10YR2/3 炭少な。贅砂プロック少な。 477(古 ) イネ (5)オオムギ D132内

A い-8 (20) (円 形 ) 10YR2/3 炭少h。 黄砂プロック少な。 (新 ) イネ (2) D132内

A い-8 権円形 10YR2/3 炭少量。黄砂プロック少炒。 イネ 不明 D132内

A い-8 (30) 円 形 10YR2/3 炭少量。黄砂プロック多憑。 (古 )
イネ (32)オオムギ (1)コ
ムギ (1)不明 (2)

D132内

A い-8 (34) (構円形 ) 10YR2/3 炭少m。 黄砂プロック多な。 (新 ) イネ ソ′ヽ 1 D132内

A い-8 22.5 円 形 10YR3/3 炭少炒。黄砂プロック少は。
ネ

ギ

イ

ム

ムギ類 (3)オオ D132内

A い-8 方 形 10YR3/3 炭少な。灰少な。 イネ D132内

A う-7 (26) 10YR3/3 炭少な。 D133 D133内

A う-7 (10) 11.5 10YR3/3 炭少文。 472(― D133内

A い-8 方 形 10YR3/3 炭少な。 イネ ムギ類 (1)

A い-7 (28) 方 形 10YR2/3 炭少な。 138(新 ) イネ (3)コ ムギ D134内

A い-7 方 形 10YR2/3 炭少な。贅砂。
イネ (7)コ ムギ (2)不明
rl、

D134内

A い-7 方 形 10YR2/3 炭少な。贅砂。
イネ (13)ソバ (2)不 明

`6〕

)131内

A い-7 方 形 10YR2/3 炭少な。鵞砂. イネ 不明 (1 〕131内
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A い-7 不整形 10YR2/3 炭少%。 贅砂。
ネ

類

イ

メ

(40)オオムギ (1)マ
(3)

A い-7 円 形 10YR2/3 炭少量。贅砂。
イネ (13)オオムギ (2)コ
ムギ (2)

A あ-8。 9 構円形 10YR2/3 炭少な 不明 (1 D98内

A あ-9 方 形 10YR2/3 炭少I。 不明 (1) D98内

A あ-9 12.5 円 形 10YR2/3 炭少な。 D98内

A あ-9 24.5 円 形 10YR2/3 炭少な。 D98内

A か-6 不整形 10YR2/3
“

６０
(― )

(― )

D98内

A お-7 25。 5 円 形 10YR2/3 炭少哩。 D152(古 )

A う-7 方 形 10YR2/3 炭少憑。賛砂プロツク多置。

４９

５０

５０

４９

(古 )

(古 )

(古 )

(新 )

イネ (多)アワ・ヒエ (2)
ムギ類 (2)オオムギ (15)
コムギ (2)ソバ (4)エ ゴ
マ (1)不 明 (94)

A う-7 方 形 10YR2/3

A う-7 32.5 長方形 10YR2/3
新

古

イネ (H)オオムギ

A う-7 (26) 10YR2/3 炭少な。
新

新

B け…6 方 形 10YR2/3 炭少な。
B け。こ-6 円 形 10YR4/3 董砂プロック多蟻。炭少量。砂鷺土。

B け-6 16。 5 円 形 10YR4/3 黄砂プロック多量。炭少m。 砂質土。

B け-6 不整形 10YR2/3 炭少置。

B け-6 16.5 長方形 10YR3/3 炭少量。砂質±。

B け-5。 6 不整形 10YR3/3 炭少置。砂資土。

B け-5 27.5 円 形 10YR3/2 炭少置。
B け-5 不整形 10YR3/4 炭少置。

B け-5 円 形 10YR2/3 炭少な。
B け。こ-5 円 形 10YR4/4 炭少置。砂質土。
B け-5 円 形 10YR4/4 炭少置。
B け。こ-5 不整形 10YR4/4 炭少置。

B こ-5 45。 5 権円形 10YR3/3 炭少な。

B け-5 方 形 10YR2/2 炭少置。
B こ-5 円 形 10YR4/3 炭少憑。
B け-5 33.5 不整形 10YR2/3 炭少に。

B け-5 26.5 不整形 10YR3/3 炭少置。

B け-5 不整形 10YR3/3 炭少置。

B け-5 長方形 10YR3/3 炭少な。

B け-5 長方形 10YR2/3

B け-4 円 形 10YR3/3
B け-4・ 5 円 形 10YR4/4
B け-5 円 形 10YR4/4 砂質土。
B け-4 円 形 10YR4/3 炭少置。
B く-4・ 5 円 形 10YR3/4 炭少な。
B く-4 方 形 10YR3/3 炭少機。
B く-4 円 形 10YR3/4 炭少置。
B く-5 方 形 10YR4/3 砂質土。
B く-5 権円形 10YR4/3 砂賀土。

B く-5 円 形 10YR4/3 砂質土。炭少置。
B く-6 権円形 10YR4/3 砂賀土。炭少量。

B く-6 長方形 10YR4/3 砂質土。炭少な。

B く-6 円 形 10YR3/4 砂質土。炭少な。
B け-7 方 形 10YR4/3 砂賀土。炭少な。 イネ (4)マ メ類

A う-5 円 形
A う-8 23.5 方 形 10YR2/2 炭多な。 イネ (3)

A う-7 41.5 方 形 10YR2/2 炭多は。
古

古

イネ (71)ア フ・ヒエ (1)
オオムギ (5)コ ムギ (2)

A う-8 15。 5 長方形 10YR2/3 炭少な。 イネ

A う-8 52.5 方 形 10YR4/3 砂翼土。炭少な。 不明

A う-8 円 形 10YR2/2 炭多な。
イネ (1)オオムギ (1)コ
ムギ (1)

A う…8 円 形 10YR2/2 炭多な。
A う-8 29.5 円 形 10Y12/2 炭少な。
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番号 検出位置 轟径 畷 き 形 態 色moL土 菫  櫂 出土巡物 蠅  脅

544 A う-8 (30) 不整形 10YR2/3 炭少I。 イネ (1

A あ-10 (18) (円 形 ) 413(新 )

A う-7 33.4 不整形 10YR3/2 炭少な。
(古 )

(古 )

イネ (12)コムギ (2)

A う-7 (30) 18.5 方 形 10YR2/3 炭少な。 546(新 ) イネ (6)オ オムギ (1)

A う-7 円 形 10YR2/3 炭少な。

オニグルミ (饉)イ ネ
(13)ア ワ。ヒエ (2)ム ギ
類 (2)オオムギ (1)コ ム
ギ (14)不明 (10)カ ワラ
ケ1片

A い 。う-8 40.5 長 方形 10YR3/2 多量。

A う-7 方  形 10YR2/3 少炒 。 551(新 )

A う-7 長方形 10YR2/3 炭少置。
(古 )

(新 )

イネ (14)

A う-7 不斃形 10YR2/2 炭少恣。 (古 ) イネ (1

A う-7 方  形 10YR2/2 炭少量。 P155(古 )
A う-7 19.5 方 形 10YR2/2 炭少峰。 イネ (

A う-7 23.5 方 形 OYR2/2 炭/Jpttn イネ (4)コ ムギ (1

A う-7 17.5 長方形 10YR2/2 炭少朦。
(新 )

(古 )

イネ (1

A う-7 方 形 10YR2/2 炭少な。 666(古 ) イネ (1)オオムギ (
A う-7 13.5 円 形 OYR3/3 炭/Jp機。砂奮土r イネ (

A う-7 (34) 不整形 10YR3/3 炭少置。砂質±。 556(新 )

A う-8 (80) 不整形
1 (古 )

(新 )

A う-8 (40)
(― )

(― )

イネ (10)オオムギ
ムギ (2)

コ

D146内

A え-8 長方形 10YR2/3 炭少置。 D155内

A う 。え-8 不整形 10YR2/3 炭少な。 イネ (3)、 石鴛 り鉢

A え-8 (90) (17) 10YR3/3 炭少置。 599(新 )
イネ (6)オオムギ (1)コ
ムギ (1)

A え-8 10.5 方 形 10YR3/2 炭少置。 イネ (1)不 明 (
566 A え… 8 円  形 OYR2/3 炭少な。 イネ (6)不明 (1
A え-8 14.5 方  形 10YR2/3 炭少置。
A う-7 (24) 11.5 円 形 OYR2/3 炭/Jpttn 569(古 )
A う一 (20) 方  形 10YR2/3 炭少量。 568(新 )
A う-7 方 形 10YR2/3 炭少量。 イネ (14)不 明 (
A う一 方  形 10YR2/3 炭少卜。 104 (擦折) ネヽ (4)ム ギ類 (1 )85内

572 A え-7 13.5 方  形 10YR2/3 炭少璽。 342 (受 肝)

A え-7・ 8 (20) OV■ 2/3 歳F/J9鷺 _ 343(新 )
A え-8 16.5 方  形 10YR2/3 炭少憑。
A え-8 方 形 OYR2/3 炭ゆ%。 イネ (18)オオムギ (1
A え-7 (22) 不整形 10YR3/2 炭少な。 イネ (3)オオムギ (
A え… 8 20.5 方  形 10YR2/3 炭少置。
A え-7・ 8 不整形 10YR2/3 炭少な。 イネ (2

A え 。お-7 方 形 OYR2/3 藍砂 プロ ック多量。 炭少文 。
A ぶ-7 10.5 方  形 10YR2/2 炭少量。
A お-7 14。 5 方 形 10YR2/3 炭少な。
A え-7 方  形 10YR2/3 炭少な。賛砂プロック多置。
A え-7 円  形 10YR3/2 炭少な。黄砂プロック少な。
A う… 8 7 方  形 10YR2/2 炭少な。 585(古 )
A う-8 円  形 10YR2/3  Z磋

`)橿

m。 584 (乗汗〕

A う-8 燿 円形 OYR2/3 炭/Jp鰺

A い 。う-8 円  形 10YR2/2 炭少な。

A う-7 円 形 10YR2/2 炭少な。
イネ (6)ム ギ類 (1)オオ
ムギ (1)コ ムギ (1)ソバ

(1)

A う-7 円 形 10YR3/2 炭少な。 551(古 ) イネ (12)コ ムギ (1

A い-8 40.5 権 円形 10YR4/3  炭少な。
A い-8・ 9 33.5 穐 円形 10YR4/3 炭少な。 土鏑2片

A い-8 39.5 円 形 10YR3/2 炭少は。
A い-9 29.6 不鼈形 10YR3/2  』雄

`)橿

鰊。
A う-7 (30) 不整形 10YR4/4 砂爾土。炭少な。 576(―

A え 。お-7 不惧形 10YR2/3 少な n イネ (1)不明 (1
A ぶ -7 (35) 48.5 不斃形 10YR2/2 少は。

A お-7 長方形 10YR2/3 炭少な。
A お-7 隆 円形 OY12/3 少な。

A ′― R 方  形 OYR2/3 炭少な。 564(苦 ) イネ (14)ムギ類 (2)
A お-7 円 形 OYR3/4 部 に驚砂 6腱 少は 350(新 )
A か-6 37.5 方  形 OYR2/3  場譴4レ糧魏。 302 (1彗 )

A か。き-6 (66) 12.5 構円形 10YR2/3 炭少鶉。
(新 )

(畿 )

A き-6 隆 円形 OYB2/3 場遼燿♭飩能a
A 難-6 10YR2/3  選鮭

`〉

瞼徳。 D95(祓〕
A き-6 不凸形 10YE2/3 炭少は。 (古 )
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調査区域外

地下工場跡

鱚 3号

0   (1:100)   2.5m

0   (1:200)   5m

M2号鸞状は構
I層 全体層序 I層

1橿 念
黛曇う警[習暮:)黄

褐色砂

:蜃 檜:::i]]:il懲肛lll最量

瑕 嗽号

地下工場跡

0 (l:tJ0) 2rn

第 51図  M2号 。3号溝状遺構実測図

第 4節 溝状遺構
津上製作所信州工場太平洋戦争中の地下工

場跡をMl号溝状遺構 とした。M2号 。M3
号溝状遺構は中世各遺構と重複がなく、断崖

に画せられる南端と平行の位置にある。

l M2号 溝状遺構
遺構群 と離れた北側にある。西と東の未調

査区域に伸びている。

検出された長さ 10.lm幅 1～ 1.3m深 さ

0.55～ 0.72mを 測 り、断面は「U」 字形であ

る。遺物は出土していない。

2 M3号 溝状遺構
造構群に隣接 した北側にある。西と東の未

調査区域に伸びている。中央を地下工場に破

壊されている

検出された長さ西側部分 174m幅 1.4～ 2
m深 さ0.42～ 0.46 c m、 東側部分長 さ9m幅
1～ 1.2m深 さ 0.18～ 0.30mを測 り、断面は
「U」 字形である。遺物は出上していない。

M2・ 3号は、平行する。

M3号溝状は権
I層 全体層序 I層
Ⅱ層 全体層序Ⅱ層
1層 黒褐色土 (10YR2/3)礫 少量含む。
2層 暗褐色土 (10YR3/3)褐 色上の
小ブロック少量含む。

3層 暗褐色土 (10YR3/3)褐 色上の
小ブロック・小礫少な含む。

4層 褐色土 (10YR4/6)砂 質。

(1:100)



③鵞
舞
キ

嗽 塚篭晰躙慾核玲
(地下工場 )

当初巨大な溝状遺構 と

い うことで掘 り進めた。

しかし、溝底面近 くで焼

けただれたセルロイ ド状

の板切れが検出され、ま

た、付近の耕作者の情報

から太平洋戦争中に構築

された地下工場跡 とい う

ことがわかつた。

いくらか関係者にあた

つたが詳細は、不明であ

る。

ある地権者が語る状況

は、次のようである。

当時一面は、桑畑で生

活のよりどころであつた。

昭和 17年 (1942)頃強制

収容的に、軍需工場であ

った 「津上」の用地用に

買い上げられた。桑はす

べて地権者が抜いた。昭

和 19年 (1944)頃、地下

工場を造るということで、

掘つた。 2棟用に 2本 の

溝が掘 られた。構築材は

丸太で 1棟のみに屋根が

かけられた。両方の掘 ら

れた土は、そばに山積み

のまま放置されていた。

終戦後、中に入つて子

供たちが遊んでいた。

その後、地権者が払い

下げを交渉 し、元の地権

者の持ち分で按分 した。

周囲に盛 り上げられてい

た廃土を再び埋め戻 して

畑に戻した。

深さ3m幅 10m長 さ役
1721n。

X=駿7290

!l

>

J卜
‐X=27240

(1:750) 25m

第 52図 Ml号 溝状灌艤 (地下工艤 )
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第 5節 陶磁器類 鬱土製品
1 陶機器類
本調査では、少量の中世・近世陶磁器類が出土した。本遺跡の第 I次・第Ⅱ次

霊第Ⅳ次の調査では、遺物はほとん

ど出土していない。

中世～近世末の陶磁器類が、小片まで含めて

片を除けば、13世紀から 15世紀が主体である。

68点が出土した。中世が 48で大半を占める。このうち常滑壺の小

輸入陶磁器は、白磁 2点 (12世紀後半、15世紀)、 青磁 7点がある。青磁は 12世紀後半から 15世紀代のもので

4点が図示できた。13世紀の第 54図 4、 14世紀前半の 5、 15世紀前半の 2、 15世紀代の 3がある。器種は、碗
のみである。 5の内体部には劃花文が施されている。

国産品では、14世紀代～ 15世紀代の古瀬戸が中心である。13世紀後半～ 14世紀前半の山茶碗、13世紀後半～ 14

世紀前半中津川、14世紀代の在地産須恵質土器、14世紀代の北関東系瓦質土器などもある。

古瀬戸の器種は四耳壺・瓶類・鉢 。卸皿・小壺・天目茶碗がある。第 54図 8は 14世紀後半～ 15世紀代の花瓶、

7は 14世紀代の四耳壺、 9は 15世紀中頃の天目茶碗である。 6は 14世紀前半の小壺で外面肩に魚文が施されてい

る。10は 13世紀後半～ 14世紀前半の山茶碗系捏ね鉢である。13は 14世紀代の北関東産とみられる瓦質壺で、他に

第53図  陶磁器類実測図

藤
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甕片もある。12は在地産の 15世紀代の火鉢、在地産には他に 14世紀代の須恵鷲すり鉢がある。第 58図 1は、壁
一

全器形知れる 13世紀後半～ 14世紀前半の中津川壺で、D49号土坑から鋼鏡 (第図)と 共に出土した。高さ 4懲.5c

m、 口径 17.Ocm、 底径 H.Ocm器厚 1.0～ 1.7cmを測る。日径部と肩部は直線的である。肩部が強く張り緩やか

に底部にむかう。日径部は直立し高さは5cmと 低い。目辺部先端をつまみ上げるように仕上|ず、2cm程度の狭い

縁帯がつくられている。日径部 1.5cm肩部 1.2cmの 厚いつくりで胴部は 1.Ocmの器厚である。肩部に 2条の沈

線を巡らせ、その間に感覚 2cmを持つた省略化した押印文が7カ所にみられる。このほか中世では、常滑の壺
0%

片が出上している。

近世では 17世紀代～ 19世紀前半までの源戸美瀧連房皿 口花瓶
。輸剥げ皿・碗 口橋り鉢と伊万里型打皿

口碗、さら

に、19世紀中頃の瀬戸美濃上絵付・染付型打∬Lがある。また、在地系の火鉢もみえる。

｀
ヽ曳<′

;。

ヽ  ′

制

|      口      瞬: 
罐2

第 54図  陶磁器類実■ll図
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第 6表 陶磁器類一覧表

番号 挿図番号 出土遺構 出土グリット 種  類 時 期 備  考
1 防空餃 白磁Ⅷ類 12世紀後半

D こ-10 白磁皿 15世紀 (?)
A い-8 韻泉窯系画花文書磁碗 12世紀後半 龍泉窯系画花文

D3 B え-8 龍泉窯系蓮弁文書磁碗 1 31壼系己
(54-5) D94 1層 A あ-9 龍泉窯系青磁碗 14世紀前半
(54-4) B こ-4 泉窯系膏磁碗 13世紀
54-2 D150 A え-6 中国) 15世紀前半
54-3 Ta5 A う-7 彗磁碗 中国) 1 5週壁糸己

B い-8 青磁碗 中国 ) 中世

(54-10) D32 B う-6 山茶碗系1捏ね鉢 13世紀後半～ 14世紀前半
D お-1 山茶碗 13世紀～ 14世紀前半

(54-7) D99 B こ-8 瀬戸四耳壺 14世紀
(54-8) A あ-6 検出面 瀬戸花瓶 1 4世紀後半 ν́1 5世紀 後期様式

A い-8 古瀬戸平瓶 1 4世紀-1 5世繁己
B か-6 古瀬戸平瓶 14世紀～ 15世紀
A あ-4 古瀬戸平碗 14世紀～ 15世紀

D133 A い-7 古瀬戸平碗 5世紀前半
(54-6) D103 A あ-7 古 爛 戸 ノlヽ 帝 1 4世紀前半 中期様式

D148 A う-7 古瀬戸ヌ目茶碗 14世紀末～ 15世紀初頭 後期様式 H期 (?)
Ta5 A う-7 古瀬戸天目茶碗 14世紀後半～ 15世紀 後期様式

(54-9) D21 NQ 3 A あ-6 古瀬戸天目茶碗 15世紀中頃 後期様式Ⅳ古 (?)
A お -7 古瀬戸ヌ目茶碗 (?) 詳細不明

D91 B け-10 古瀬戸 ?)天 目茶碗 中世

D148 A う-7 古瀬戸働 15世紀
D148 A う-7 古瀬戸鉢 15世紀
D9 B え-6 古瀬戸卸皿 中世

D12 B こ-7 古瀬戸 小片のため詳細不明
(53-1 D49 B く-5 中津り|1壺 13世紀後半～ 14世紀前半
(54-13) D137.D15 A・ B あ 。お-7 互質甕 ？

・ 14世紀 北関東 (?)
D17 B お -7 須房賦燿彗壺雪り働な 14世紀
Ta2 A い-9 勿貞月票響璽蓋璽り働な 141■率己 地 系

D103 1層 A あ-7 須恵質撥り鉢 14世1紀 :地産
D148 A う-7 瓦質壺 14世紀 群馬産 (?)

A う-7 土鍋か火鉢 1 51匿糸己 (?
(54-12) Dl D え_-3 火鉢 15世紀 (? 在地産

1'ab A う-7 常滑壺か甕 13世網前半 4期 (?)
D150 A え-6 常滑壷 中世

D150 A え-6 常滑壷 中世

Ta5 A う-7 常滑壷 中世

D131 1層 A い-8 常ile壷 中世 (?)
D72 Na l A う-5 常滑壷 中世

D9 B え-6 常滑壺 中世

A い-8 常滑壷 中世

1'ab A う-7 常滑甕カ奮里 世

D131 1層 A い-8 常滑額か壷 世

D148 A う-7 常滑甕カ士霊 世

ra2 A い-9 須恵質描り鉢 14世紀 在地系

D131 NQ 5 A い-8 常滑壺か甕 中世

D131 NQ 4 A い-8 常滑壺か甕 中世

D94 1層 A あ-9 常滑壷か甕 中世

ra5 A う-7 瀬戸美濃連房皿 1 71■畜己 (?)
M 1(防空機 ) 瀬戸美濃連房花瓶 18世紀末～ 19世紀前半
防空壕 瀬戸美濃連房輪最1げ皿 17世紀
D23 B か -8 瀬戸美濃凛房薇 近 世

防空緻 瀬戸美濃連房糟 り鉢 近世

Ta2 A い-9 (越中瀬戸 ?)撥 り鉢 17世紀前半 (?)
B け-10 伊万里型打皿 17世紀 (?)
D か-2 着万里碗 近世

D104 A あ-7 汗万里 18世網以降
D150 A え-6 伊万里碗 18世紀以降
D98 B け-8 鉄釉碗 断 世

Dl D う-2 火鉢 在地系、近世 (?)
D148 A う-7 常滑なか壷 小片のため詳細不明

D か-2 白磁 小 片 の た め 詳 細 不 明

B お -3 瀾 戸 羮 咤 _L綸付 19世紀中頃
C あ-9 濾戸美濃染付型打皿 19世紀中頃

D84 B こ… 10 土人形 近世

防 窄 隕 魚額 19世紀 産地不明
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かわらけ・土鐵

かわらけ 。土鍋 (内耳土鍋 ) とも少量の出土であった。Ta2号 ・ Ta5号 竪穴状遺構からは、両者出土。

＼二丁 |.王ノ

_|_r8
第 55図 かわらけ実測図

10om

鯰

議

t zt rJ蜻
第 56図 内耳土器実測図

0    (1:4)   10Cm

燿

 ヽ    ロ      ノ

鶴

穐拶



かわら。けは、 8点が図示できた。ほかに、土坑や

Ta2号 ・Ta5号 竪穴状遺構内から小片が 24片
出土している。

第 55図 の 305が D150土坑、 1が D88土坑、
8が D86号 土坑、 4が Ta5号 、 6が Ta2号 、 7
は Bこ 10グ リッドから出上した。 2は D84号 土坑
D93号 土坑よりの出上片が接合した。 6は、他の
ザラザラした粗い胎土と異なり、細かな粒子の胎土

で赤みがかつている。 2と 4は、灯明皿として使わ

れたのであろうか、煤が付着している。 3と 4は、

大きめな底部より内湾気味に短く立ち上がっている。

日唇部は短く外反する。 2は、体部内反気味に立ち

上がり、あまり開かない。 5は短く外反し口唇部が
外反する。 1は底部径が日径に比して小さく内湾気
味に開きながら立ち上がる。 3・ 4は 13世紀代、

2・ 5は 15世紀代とみられる。

土鍋は、ほとんどが小片である。 10点の図示もだ

いぶ無理がある。

第 56図 1は Ta2号 竪穴状遺構内、 50609は
Ta5号 竪穴状遺構内、 2は D13号土坑、10は D
86号土坑、 3・ 407・ 8はグリッド出土である。
5～ 7は 日辺部付近でやや外反する。他は小片の

ため詳細は不明である。 図示不可能な小片が、土
坑やTa2号 ・Ta5号 竪穴状遺構内から 53片ほ
ど出土している。

3 土製品
土製円板が 2点、不明土製品 2点、紡錘車 1点が

出土した。第 57図 1が Ta4号 竪穴状遺構、 2が
Ta4号 竪穴状遺構に近接するAあ 10グ リッド遺
構確認面からの出土である。いずれも内耳土器の胴

部片の転用で、周囲を磨りこんで形を整えている。

1は、直径 4・ cm、 厚さ lcm、 重量 1.2gを 、
2は、直径 3.5cm厚 さ 1.3cm重量 21.9gを測る。
大井城跡 (黒岩城跡)から6点、榛名平遺跡から
9点、金井城跡から 14点出上している。大井城跡の

3点を除き他は、いずれも内耳土器の転用である。

方形に面取 したものも幾つかある。

第 57図 3・ 4は、両面から片側面を削り込んで

明確な稜を持たせた用途不明の上製品で、D49号
土坑から鋼鏡や中津川壺と出上した。 3は長さ 5.3

cm幅 3.7cm厚 さ2.3cm重量 36.5gを測る。
4は、長さ5.4幅 3.5cm厚さ2.3cm重量 36.5g
を測る。いずれも素焼きで胎土は、粗い砂粒を多く

含みもろくざらざらしている。

5は、素焼きの紡錘車で底径 4cm厚 さ2.lcm

』b議 0 (1:2)

第 57図 土鞣品実測図

7L径 0.7cm、 重量 31.07gを 測る。D12号土坑から出土した。
他に、D9号土坑から 20片の素焼きの不明土製品が出上している。胎土に多くの歌維を含んでいるがあきらかに

‐74‐



縄文時代の土器ではない。焼きはよくなく締まりもなく軽いものである。

燿 躇の饉
中世 口近世以外では、D12号土坑から弥生時代後期の壺と杯の小片が、
D102号土坑から須恵器甕片が出ている。第 58図はDお 1グ リッド検出
の平安時代須恵器壺の底部である。

第 6節 金属器類

?《 1:3》 4膵

第 58図  グリッド出土土器実測図

電 躙隋
巻頭図版・第 59図 の銅製円鏡は、D49号土坑の機土上層にあたる第 2層から出土した。高さ 6.2mm、 径 8.2cm、

表面の反りは 0,751nm。 他に第図 34の皇宋通宝、第 57図 3・ 4の土製品、第 53図の中津川窯壺 (13世紀後半～ 14

世紀前半)が出土している。以下に記す鏡の部位名称および構成要点は、広瀬都巽の『和鏡の研究』による。
「清流が迂曲して静かに流れ、その波状には萩が充分枝を伸ぱし生い茂り、水辺には水草もみえる。秋のさなか双

雀が仲むつまじげに飛遊する」そんな情景が界圏にこだわらず内外区に渡つて描かれていて、「流水秋草双雀鏡」 (花

蕊形座紐 細線単圏 直角式中縁)の名称が妥当である。この鏡の製作時期であるが、下記の 6要素がすべて該当す
る時期は、鎌倉期前半になる。幅をみても鎌倉期 (13世紀～ 14世紀前半)と なる。

縁 一直角式中縁   縁  平安期きわめて薄く比較的 (細縁で)高い。平安末～鐘倉初期には高さ減り、厚さが増す (断面

界圏一単圏細線

方形)。 鎌倉初期～室町前期厚さ減じて高さが増す。 (中縁)

単圏  平安期～室町期にもつぱら用いられた。平安後期は圏線が低く細い。鎌倉初期になるとやや太さ
が増す。鎌倉後期は肥厚する。室町期には饉血突起する。

紐 口紐座一花蕊座紐  花蕊  平安期 。鎌倉期に盛行し、鎌倉中期を頂点とし、退歩し室町中期に亀紐の流行によつて採用され
なくなる。

文様一萩   萩
双雀   双雀

平安後期、鎌倉期に多い。

一部局に相対向する固定対

向式 (夫婦愛の象徴を加味)

鎌倉期以降もつぱら用いら

れる

文様の機図     界圏に拘束なく両区に渡る
描写は、平安期以降に多く

右下へ流れくる水  用いられ、室町期になると
右中央より左下へ  外区に漢式類似文様が描か
萩の遠近描写    れる構成が流行する。

な な鰊鑽
鉄製品には、釘・刀子 0億鉄 。錐 (?)・

用途不明なもの 。鉄滓があり、日常生活に

密着 したものであるが、農具類がみられな

い。釘がもつとも多く 17本 を数える。土

坑とTa2・ Ta5・ Ta9号 竪穴状遺構
から出土している。頭部の残る H点は、
折り曲げた形状が「 L」 形と「コ」形のも

のがある。第 58図 1～ 6の比較的長いも

のと、 7～ 9の短いものがめる。 1・ 2は

ほぼ完形で長さ 7.8c・ 6.2cmを 、 8・ 9

は 4 crn前 後を測る。Ta2号 竪穴状遭構
から刀子が 2点出土している。23は完形に

近く茎から刃部にかけて本質が残存する。

3 躙晰儡
第 59図 36～ 39は鋼頸品である。36は 欝 59図 魃核賞yll図 (D49号土坑出土)(1:1)

江戸時代にもみえる。
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第 7表 金属器類一覧表

挿図番号 器  種 種 類
法 量

出土遺構 備 考
長 さ 輻 厚 さ 重 量

第60図 -1 鉄  釘 鉄 4.04 B え-6

鉄  釘 鉄 B こ…10

鉄  釘 鉄 14。 19 D68

鉄  釘 鉄 (6.6) 4.69 Dl12

鉄  釘 鉄 9。 97 A う-6 検出面
鉄  釘 鉄 5 4.64 D84

鉄  釘 鉄 (5.0) 3.29 D148

鉄  釘 鉄 (3.8) 2.56 D63

鉄  釘 鉄 (3.7) 1.85 D12

鉄  釘 鉄 3.69 D91

鉄  釘 鉄 (2.8) 2.15 D87

鉄  釘 鉄 (3.8) 3。 74 Ta5

鉄  釘 鉄 (3.2) (1.98) Ta9

鉄  釘 鉄 (1.8) 1。 23 Ta2

鉄  釘 鉄 (2.3) 0。 61 D104

鉄  釘 鉄 (10.7) 2.57 D か-2

鉄  釘 鉄 (9。 3) 7.69 B え-6

刀  子 鉄 (6.4) 6.89 D34

刀  子 鉄 (4.5) 4.73 D133

刀  子 鉄 (5.4) 2.16 D9

刀  子 鉄 (3.6) 3.57 D66

刀  子 鉄 (6.3) 4.62 Ta2

刀  子 鉄 (17.0) 51.05 Ta2 茎に本質が残存 .

鷲  鉄 鉄 25。 87 D104

隧  鉄 鉄 (6.9) 10。 15 D59

第61図 -26 不  明 鉄 (8.3) 15。 25 D137 輪は折り返している。

不  明 鉄 4.07 A い-7 柄の部分?

不  明 鉄 (4.4) (0.5) 1.56 B こ-10

錐 鉄 (6.3) 8.91 D12

不  明 鉄 (9。 0) 11.80 D104

不  明 鉄 (4.3) (0.5) 2.73 D104

不  明 鉄 10.36 D137 板状。

不  明 鉄 (2.8) (0.45) 4.73 Ta7 板状。

鉄  滓 鉄 9。 86 D127

鉄  滓 鉄 4.65 24。 19 D19

不  明 鋼 12.0 D148 中央に突起、両端に折り返し。

柄頭 (?) 鋪 4.73 D32 蝶が 3匹毛彫。羽の上端は透彫。

足 金 物 銅 3.86 A い-8

不  明 鋼 (2.0) 4.24 A う-8 断面楕円形の動棒に対の龍。金箔。

第59図 鏡 銅 0。 62 81.02 D49 円鏡 流水秋草双雀鏡 (花蕊形座鑑 直
角式中綴)高さ0.62cln径 8.2鰤
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用途不明であるが、径 1.2 cln長 さ6.3cm厚 さ0.lcmの 中央に僅かに膨らむパイプ状のもので、外面に径 0.5cm

高さ 0.lcmの小さな突起がみられる。両端には、幅長さ 0.5cmの饉かに内面折り返しがある。37は柄頭 (?)ら

とみられるが、毛彫 りされた蝶 3匹が均等に配置されている。羽の上端は透彫 りで表現されている。側面はほぼ等間

隔の沈線が巡らされている。38は一部欠損する足金物とみられる。39は龍の全身が鋳造されており、内面には断面

楕円形の棒状ものが付いている。これを軸棒として原形は対の龍が表されていたとみられる。接合はならなかつたが

龍の顔の小片がもう一つある。龍の外面全身と軸棒表面には銅地に金箔が施されている。装飾品であろうか。

第 7節  銭貨
94枚の銭貨が出上した。Ta6号 竪穴状遺構から 30枚、D58号 土坑から7枚 とまとまつて出上している。ピッ
トからも出上している。種類は 25種類を数え、字体の相違を加えると 36種類となる。明銭が 2枚で他は北宋銭であ

る。開元通宝がもつと多く 15枚、以下鋳造順に、太平通宝 1、 至道元宝 2、 か平元宝 2、 祥符元宝 2、 天き通宝 5、

天聖元宝 5、 景祐元宝 1、 皇宋通宝 6、 至和元宝 1、 治平元宝 1、 治平通宝 1、 き寧元宝 12、 元豊通宝 14、 元祐通

宝 6、 紹聖元宝 3、 聖宋元宝 6、 大観通宝 1、 政和通宝 1、 紹き元宝 1、 大宋元宝 1、 景定元宝 2、 洪武通宝 1、 永

楽通宝 1であった。14。 15世紀に鋳造された明銭を唐銭と北宋銭がはるかにうわまった出土である。近世初頭の寛永

通宝はみられない。背紋が 7枚 (第 65図 )にみられた。「月」「二」「三」「四」「五」「一銭」の 6種類がある。

製の本鸞跡IIl出 土銭廣拓影図 (1:1)第 62図
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第 63図 梨の本遺跡lll出 土銭貨拓影図 (1:1)
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諫鶴2同罐3

褥議囃同議議

第 65図  梨の本遺跡Ⅲ出土銭貨拓影図 (1:1)

第 8表 梨の本遺跡 出土銭貨一覧表

時代
法  量

背文 出土遺構
銭径 内径 重 さ

唐 Ta6  NO.2

唐 Ta6  Nα 2

唐 Ta6  臨_2

唐 Ta6  No.2

唐 20.35 Ta6  NQ2

1  開元通宝 (真 ) 武徳四年 (621) 唐 20.45 Ta6  Na2

|

l

開元通宝 (真 ) 武徳四年 (621) 唐 20.45 Ta6  NQ3

1  開元通宝 (真 ) 武徳四年 (621) 唐 Ta6  Nα 4

開元通宝 (真 ) 武徳四年 (621) 唐 20.35 Ta6  No4

1  開元通宝 (真 )

(真 )

武徳四年 (621) 唐 Ta6  Na4

武徳四年 (621) 唐

開元通宝 (真 ) 武徳四年 (621) 唐 2.52 Nα7

‐82‐



挿図番号 銭名 (字体) 初鋳年 (西暦) 時代
法 量

背文 出土隆飩
銭径 内径 重さ

開元通宝 (真 ) 武徳四年 (621) 唐 20。 4 3.69 D67  NQ3

開元通宝 (真 ) 武徳四年 (621) 唐 20.4 2.47 D80  N■ 7

開元通宝 (真 ) 武徳四年 (621) 唐 20。 35 2.37 D133

太平通宝 (真 ) 太平興国元年 (976) Jし ,緯 2.56 Ta6  NQ2

至道元宝 (真 ) 至道元年 (995) Jヒラ薇 20.55 3.06 D103

至道元宝 (行 ) 至道元年 (995) Jじラ薇 20。 45 3.28 D149  NQ2

威平元宝 (真 ) 藁宗咸平元年 (998) ヨし,韓 20.45 3.90 Ta6  NQ3

咸平元宝 (真 ) 真宗咸平元年 (998) ヨし,韓 20.45 10.85 3.03

景徳元宝 (真 ) 景徳元年 (1004) Jし ,な 20.4 2.86 2鰯

祥符元宝 (真 ) 大中祥符元年 (1008) Jヒ ,照 20.5 10。 95 3.37 Ta6  NQ4

祥符元宝 (真 ) 大中祥符元年 (1008) ヨし,に 20.45 10。 9 2.83

天議通宝 (真 ) 天稽年間 (1017～ ) Jし ,κ 20.5 2.64 NQl

天隷通宝 (真 ) 天嬉年間 (1017～ ) Jヒラに 1.62 Dお 2

第63図 -26 天聖元宝 (蒙 ) 仁宗天聖元年 (1023) Jし ,に

天聖元宝 (真 ). 仁宗天聖元年 (1023) ヨじラ鋒 20.5 20。 1 3.27 NQ3

天聖元宝 (蒙 ) 仁宗天聖元年 (1023) Jし ,に 20.35 2.45

天聖元宝 (真 ) 仁宗天聖元年 (1023) Jじ,磁 20。 45 20.0 3.60

天聖元宝 (真 ) 仁宗天聖元年 (1023) Jヒラに Bお 7 検出面

景祐元宝 (笑 ) 景祐元年 (1034) Jヒラに 20.5 3.30 Ta6  Nl13

皇宋通宝 (真 ) 元宝二年 (1039) Jし ,社 Ta6  NQ2

皇宋通宝 (鱗 ) 元宝二年 (1039) Jヒ男銀 20.5 20.05 2.95 Ta6  NQ3

皇宋通宝 (纂 ) 元宝二年 (1039) Jヒ ,檻 20.45 3.08 7層

皇宋通宝 (真 ) 元宝二年 (1039) Jヒ ,に 20。 45 3.65 D58  NQ2

皇宋通宝 (纂 ) 元宝二年 (1039) Jし ,κ 20.5 3.00

皇宋通宝 (纂 ) 元宝二年 (1039) Jヒうに 20.45 2。 74 Bお6 検出面

至和元宝 (笑 ) 至和元年 (1054～ 1055) Jヒラ薇 20.45 10。 9 3.55 D76  NQl

治平元宝 (真 ) 英宗治平元年 (1064) Jし ,檻 20.45 10。 95 3.78 Ta6  NQ2

治平通宝 (藁 ) 英宗治平元年 (1064) Jヒ場に 20。 25 10。 95 2.99 D128

襴寧元宝 (真 ) 神宗襦寧元年 (1068) Jし ,に 20。 4 3.33 Ta6  NQ2

襦寧元宝 (纂 ) 神宗襦寧元年 (1068) Jヒラ熱 20。 4 3.57

襦寧元宝 (簑 ) 神宗襦寧元年 (1068) Jヒラ銀 20.3 3.63 Dll 検出面

襦寧元宝 (礫 ) 神宗檬寧元年 (1068) Jし ,社 20.35 3.92

襦寧元宝 (真 ) 神宗襦寧元年 (1068) JL男に 20。 45 10。 95 2.72 D58  NQ4

襦寧元宝 (鐵 ) 神宗機寧元年 (1068) Jヒ ,照 20。 45 3.36 D58  NQ9

機寧元宝 (簑 ) 神宗儒寧元年 (1068) ヨヒラに D88  N軋 2

襦寧元宝 (纂 ) 神宗欄寧元年 (1068) Jヒ場に 20.45 3.00 D131 1艤

襦寧元宝 (簑 ) 神宗襴寧元年 (1068) Jヒ ,薇 20.4 10.65 2.68 D149  NQl

襦寧元宝 (簸 ) 神宗襦寧元年 (1068) Jヒ ,隷 20.4 P313

襦寧元宝 (鱚 ) 神宗襦寧元年 (1068) 1ヒ ,韓 20。 35 3.14 Bえ 5 検出画

樅寧元宝 (簑 ) 神宗襦寧元年 (1068) 1ヒ場に 20.4 20.0 4.03 Bえ 6 検出面

元量邁宝 (行 ) 元農元年 (1078) ヨヒ,な 20。 1 2.56 Ta6  NQl
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挿図番号 銭名 (字体) 初鋳年 (西暦) 時代
法 量

背文 出土遺構
銭径 内径 重さ

元豊通宝 (笑 ) 元豊元年 (1078) Jヒラ薇 20.4 4.75 Ta6  NQ2

元豊通宝 (行 ) 元豊元年 (1078) JLラκ Ta6  Nl12

元豊通宝 (笑 ) 元豊元年 (1078) Jし,R 20。 4 3.42

元豊通宝 (蒙 ) 元豊元年 (1078) Jし,程 20.45 2.91 Ta7  NQ2

元豊通宝 (行 ) 元豊元年 (1078) ヨヒ,特 20。 35 10。 75 2.81 D13 検出面

元豊通宝 (行 ) 元豊元年 (1078) 北宋 20。 45 3.02

元豊通宝 (行 ) 元豊元年 (1078) 1し,機 20.4 10。 85 3.45

第64図 -61 元豊通宝 (笑 ) 元豊元年 (1078) lLジに 20.4 3.64 D58  NQ10

元豊通宝 (行 ) 元豊元年 (1078) 1ヒラ蒙 20。 4 2.80

元豊通宝 (行 ) 元豊元年 (1078) ヨヒ,κ 20。 5 20。 15 3.41 D102

元豊通宝 (蒙 ) 元豊元年 (1078) 北宋 D134  NQl

元豊通宝 (象 ) 元豊元年 (1078) 1ヒラK 20.5 20.1 4.59 P183  NQl

元豊通宝 (行 ) 元豊元年 (1078) Jヒラに 20.55 10。 75 Aい 7

元祐通宝 (象 ) 哲宗元祐元年 (1086) ヨし,長 20。 45 3.66

元祐通宝 (行 ) 哲宗元祐元年 (1086) 1じ ,磁 20。 4 4.30 Ta6  NQl

元祐通宝 (行 ) 哲宗元祐元年 (1086) Jヒ男K 20.4 3.43 Ta6  Na2

元祐通宝 (行 ) 哲宗元祐元年 (1086) JヒラR 20.45 3.18 Ta6  NQ4

元祐通宝 (笑 ) 哲宗元祐元年 (1086) Jヒ多機 20.45 2.78 D25 検出面

元祐通宝 (行 ) 哲宗元祐元年 (1086) 1ヒ ,磁 20。 45 3.18 Aあ 7

紹聖元宝 (行 ) 紹聖元年 (1094) 北宋 20.2 10.85 2.58 Ta6  Nl12

紹聖元宝 (繁 ) 紹聖元年 (1094) 北宋 20.45 20.05 2。 40 D10 検出面

紹聖元宝 (象 ) 紹聖元年 (1094) Jし ,κ 20.35 D137

聖宋元宝 (行 ) 建中靖国元年 (1101) Jし ,な 20.4 10。 9 3.10 Ta6  NQ2

聖宋元宝 (行 ) 建中靖国元年 (1101) ブL男誡 20.3 2.81 D17 検出面

聖宋元宝 (縦 ) 建中靖国元年 (1101) ヨヒ男誡 20.4 10。 9 3.82

聖宋元宝 (行 ) 建中靖国元年 (1101) Jし ,機 20。 35 2.57

聖宋元宝 (行 ) 建中靖国元年 (1101) 北宋
.

20。 4 20.0 2.63

聖宋元宝 (纂 ) 建中靖国元年 (1101) Jし ,κ 20。 45 3.47 防空壕

大観通宝 (真 ) 大観元年 (1107) ヨし,磁 20.45 4.24 Ta6  NQ3

政和通宝 (笑 ) 政和元年 (1111) Jヒ ,隷 Dll 検出面

紹黒元宝 (真 ) 紹熙元年 (1190) 南宋 20.4 4.10 (二 ) Ta6  Na2

大宋元宝 (真 ) 宝慶元年 (1225) 南宋 20。 4 3。 73 (三 ) D102

景定元宝 (真 ) 景定元年 (1260) 南宋 20.35 2.90 (四 ) D131  NILl

景定元宝 (真 ) 景定元年 (1260) 南宋 20.45 2.61 (五 ) D137

洪武通宝 (真 ) 太祖洪武元年 (1368) 明 20.0 10。 6 3.08 一
銭
D148  NQl

永楽通宝 (真 ) 成祖永楽六年 (1408) 明 20.45 20.15 3.29 D29 南区 1層

無文銭 20。 35 2.01

不明 2.64 Aい 7

元○○宝 (簑 )

○OO宝

OOO宝 D131  NQ2

-84‐



第 8節 石製品
罐 漑種
砥石が 12点主に土坑から出土した。ほとんど一部を欠損 しているか、使い込んですり減ついて、当初の形を留め

ていない。原形は、方形または不定形であり使用面に違いがみえる。方形の 208は 四面が、 1は 2面が使用されて
いる。不定形な 204・ 5・ 7は使用されない面もある。
石質は凝灰岩が 5点、流紋岩が 3点、泥岩 1点、大理石 2点、チャー ト1点である。

第 66図 6は、チャー トの縄文時代磨製石斧の砥石への転用品である。側面の角張つた面がよく磨 り減つている。

8に は片側から穿子Lした紙の通し穴がみられる。

2 覇醸 鶴覇玲 り輻
臼類は、粉挽き臼が僅か 2点出土しただけである。第 67図 13は Ta5号 竪穴状遺構出土、多子L質安山岩を用いた

下自である。よく磨 り減つていて日 (溝)のパターンは不明である。 14は D21土坑出土、安山岩の上自である。一

見目なし臼にみえる。 日なし臼は、特異な用途を持つと指摘されている。磨り面の一部に粉砕された原料の染みがみ

られる。

石橘 り鉢は、 5点出土した。 16・ 17が粗粒安山岩、 15・ 18・ 19が多孔質安山岩である。D132か ら出土した第 67

図 18は、外面に成形痕がみられ台部を持ち安定した形状である。D27か ら出土した 16の使用面には、原料の染み

がみられる。 Ta9か ら出土した 17内面には、煤状炭化物が多量に付着している。灯明皿としても使われたのであ

ろうか。             '

3 m覇
5点出土した。第 68図 20024カ 安`山岩、21が多7L質安山岩、22が粗粒安山岩、23が軽石である。不整形の 23

の軽石製以外は、形状が整つている。D12出土の 20は重量 12.86 k g、 D27出上の 21は 4.28 k g、 Aい 8グ リッ

ド出上の 24は 0.25 k gで、大 。中・小の大きさがある。20の内部底面には、敲打痕が明瞭に認めれる。

第 9表 石製品一覧表

挿 図 番 号 器  種 材  質 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(瞬 ) 重量(kg) 遺  構 備 考

第66図 -1 砥  石 凝灰岩 Ta3

砥  石 凝灰岩 D137

砥  石 凝灰岩 表採

砥  石 凝灰岩 D148

砥  石 凝灰岩 0.20 D9

砥  石 チャート P313 磨製石斧の転用。

砥  石 流紋岩 0。 18 D27

砥  石 泥岩 D80

砥  石 流紋岩 0.05 表採

砥  石 流紋岩 D80

砥  石 大理石 (5。 3) (0.7) D102

砥  石 大理石 (5。 8) (0.3) 0.006 D137

第67図 -13 石日 (下 自) 多子L質安山岩 Ta5

日 (上 国 ) 安山岩 32.2 D21 目なし日。供給口形状は円形。

石 構 り 鉢 多子L質安山岩 0.48 D12

石 構 り 鉢 組粒安山岩 (13.5) (7.5) (7.5) D27 付着物。

石 構 り 鉢 組粒安山岩 Ta9 多%の付着物、灯明皿に転用?

石 構 り 鉢 多子L鷺安山岩 D132

石 構 り 鉢 多了L鷺安山岩 P563



挿 図 番 号 器  種 材  質 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (kg) 遺  構 備 考

第68図 -20 凹  石 安山岩 27.6 22.2 15.0 12.86 D12

凹  石 多孔質安山岩 19。 2 12.4 4。 48 D27

凹  石 経粒安山岩 15。 2 0.85 A い-8

凹  石 軽石 14.0 10.0 0。 20 D21
凹  石 安山岩 0。 25 A い-8

第69図 -25 磨  石 安山岩 0.07 Ta2

磨  石 輝石安山岩 0.06 D94 磨面、敵打面。

磨  石 細粒砂岩 (6.6) (1.2) 0.04 Ta2 磨面。

磨  石 輝石安山岩 (6.6) 0.18 D12 磨面。

磨  石 陣石安山岩 12.0 0。 45 D27 磨面、敲打面。

磨  石 角閃石安山岩 14.2 0。 49 D150 磨面、敵打面。

磨  石 輝石安山岩 15.0 0.59 D27 磨面、数打面。

磨  石 花議岩 (8.6) 0。 47 A い-8 敵打痕、磨面、煤。

磨  石 安山岩 0.23 A い-8 煤、敵打痕、磨面。

磨  石 輝石安山岩 14.8 0.42 D130 磨面。

磨  石 安山岩 13.2 0.49 D86 磨面、敵打面。

磨  石 輝石安山岩 10。 8 0。 29 D14 磨面。

磨  石 安山岩 0.11 D12 敵打痕、磨面。

磨  石 細粒安山岩 0.08 D96 磨面。

磨  石 輝石安山岩 12.8 0。 35 A う-8 磨面。
第70図 -40 磨  石 輝石安山岩 0。 35 A う-7 敵打痕。

磨  石 輝石安山岩 12.4 0.47 D67 磨面、敲打面、煤。

磨  石 輝石安山岩 13.8 0。 58 D12 敵打面、藩面。

磨  石 輝石安山岩 14.5 0。 51 D21 裏面に煤。

磨  石 細粒砂岩 17.4 0。 69 D13 敲打面。

磨  石 粗粒砂岩 13.0 0.34 A い-8 磨面。
磨  石 輝石安山岩 12.4 0。 18 D39 磨面、敵打面。

磨  石 組粒砂岩 0。 24 D131 磨面、敵打面。

磨  石 安山岩 10。 4 0。 19 D135 磨面、敵打面。

磨  石 輝石安山岩 15.4 0。 40 P414 磨面。

磨  石 硬質砂岩 0。 33 D137 敵打痕。

磨  石 輝石安山岩 17.8 0.48 D66 煤、敲打面。

磨  石 粗粒砂岩 13.0 0.29 D21 敲打面、磨面。

磨  石 粗粒砂岩 15,0 0。 28 Ta3 煤、敵打面。

磨  石 安山岩 14.8 0.49 A え-7 敲打面、磨面。
磨  石 輝石安山岩 14.6 0。 26 D70 磨面。

磨  石 安山岩 0。 29 D83 磨面、敵打面。

磨  石 安山岩 16.8 12.8 1.44 D お-1 磨面、敲打面。
磨  石 輝石安山岩 0.58 D12 敲打面、磨面。

磨  石 組粒砂岩 0。 26 D78 敵打痕、磨面、煤。

第71図 -60 磨  石 輝石安山岩 24。 8 11.8 3.25 D133 磨面、敲打面。

磨  石 輝石安山岩 11.2 12.2 0.98 D27 磨面、敲打面。

磨  石 輝石安山岩 15。 4 14.2 1。 25 Ta8 敵打面、磨面、煤。

麟  石 輝石安山岩 15.8 10。 2 0.59 A い-8 爆、敵打面、磨面。
磨  石 輝石安山岩 13.4 0.56 D106 磨面、敵打面。

磨  石 輝石安山岩 12.4 11.4 0。 80 D131 敵打面、磨面。

磨  石 組粒砂岩 0。 12 D27 敵打痕、磨面。

磨  石 花闊岩 10.8 0.65 D49 敵打面、全面に鰈。

磨  石 安山岩 11.2 17.2 1.50 Ta5 磨面、敵打面。

籐  石 輝石安山岩 14.4 13.4 1.57 Ta2 磨面、議打面。
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挿 図 番 号 器  種 材  質 長さ(cm) 幅 (Cm) 厚さ(Cm) 重I(聴 ) 運  構 備 考

磨  石 輝石安山岩 11.4 0。 74 D99 磨面、付着物。

磨  石 輝石安山岩 13.6 14.2 1.41 D80 磨面、爆。

第72図 -72 台  石 輝石安山岩 18.0 20.2 12.4 6.33 D21 使用により窪み。

台  石 組粒安山岩 36.2 27.8 8。 30 D85 側面に驚面、議打痕。

台  石 輝石安山岩 25。 4 17.6 5.85 D21 磨面、敵打面。

台  石 凝灰角礫岩 20.8 18.6 18.2 3.57 D125 敲打面。

台  石 組粒安山岩 18.0 (13.4) 2.82 A い-8 側面に磨面、敵打面。
台  石 安山岩 25。 8 20.4 6.38 Dl13 煤、付着後に使用。

台  石 安山岩 14.4 10.4 1.07 D12 書Jれ口にも煤、敵打面。

台  石 安山岩 (14.8) (10。 2) (3.6) 0.55 D7 磨面、敵打面。

第73図 -80 台  石 輝石安山岩 20.6 15。 2 11.4 5。 45 Ta5 磨面、敵打面。

台  石 組粒安山岩 18。 2 (14.0) 2.54 Ta9 磨面。

台  石 花商岩 26.2 (18.0) 11.8 8.46 D106 磨面、敵打面、付着物。

台  石 粗粒安山岩 27.8 15。 4 3.13 D27 磨面。

台  石 花満岩 15.0 10.0 4.59 A う-8 付着物。
台  石 花閥岩 (13.2) 11.2 3.18 A い-8 磨面、付着物。
台  石 縄粒安山岩 38.0 21.2 16。 13 D21 磨面。

台  石 安山岩 27.4 22.8 8.40 A え-7 磨面。
第74図 -88 台  石 輝石安山岩 24.2 21.2 4.30 D133 磨面、側面に敵打面。

台  石 輝石安山岩 20.6 13.8 2.13 D12 磨面、敵打面。

台  石 輝石安山岩 31.8 25。 5 11.4 12.48 D12 磨面、付着物。

台  石 安山岩 23.4 19.6 4.27 Ta9 磨面。

台  石 輝石安山岩 29.0 26.8 9.88 D85 磨面、側面に敲打面。

台  石 安山岩 24.8 36.8 11.2 10。 95 D27 磨面。

台  石 安山岩 28.0 21.0 6.97 D15 磨面。

第75図 -95 台  石 粗粒安山岩 26.2 26.0 9。 36 D106 磨面。

台  石 組粒安山岩 28.8 20.6 7.05 D27 磨面。

台  石 騨石安山岩 (18.0) 12.0 2.41 Dl 磨面、煤割れ口にも付着。

台  石 籐石安山岩 16.0 13.4 2.26 D80 磨面、側面に敵打痕。

台  石 輝石安山岩 18.0 17.4 12.0 5。 31 D80 磨面。

台 
′
石 溶結擬灰岩 25.0 10.8 2.90 D27 磨面、敵打面、付着物、爆。

第76図 -101 台  石 輝石安山岩 18.0 13.0 2.67 D83 磨面。

台  石 輝石安山岩 15。 2 14.4 10.6 3.59 D71 一部に煤、磨面。

台  石 安曲岩 (10.0) (8。 8) (2.8) 0.28 D80 磨面。

台  石 安山岩 12.4 0.82 D7 磨面、付着物。

台  石 騨石安山岩 (13.2) (12.0) 1.47 P170 磨面。

台  石 安山岩 19。 2 (14.2) 1.94 D12 磨面、煤割れ口にも付着。

台  石 輝石安山岩 24.2 21.0 5。 46 D12 磨面、付着物、敵打面。

台  石 輝石安山岩 21.2 10。 2 1.88 D お… 1 磨面。
台  石 花闇岩 21.2 20:2 4.58 D106 磨面、端部に敵打面。

台  石 鱒石安山岩 17.2 15,6 2.70 Dl13 爆、使用面に窪み、磨面。

第77図 -111 台  石 鸞石安山岩 17.8 14.8 2.61 D130 磨面、側面に敵打痕。

台  石 安山岩 30。 4 27.0 11.2 14.69 D21 籐面、タール状の付着物。

台  石 縄粒安山岩 38。 4 30。 2 11.8 17.0 D12 磨面。

台  石 安山岩 (15。 8) (10.0) 1.49 D27 磨面、側面に融打面。

台  石 安山岩 1.12 D133 籐面、付着物。

台  石 颯石安山岩 (11.6) 16.2 1.29 D130 磨面、厳打面。

台  石 縄粒安山岩 34。 6 27.6 11.6 15。 71 Dlll 麟面、側面に敵打痕。

台  石 緻石安山岩 21.2 23.4 3.95 Dl 18 磨画。
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4 磨石
磨つた跡や敲打の跡が認められるもの (潰 したり、磨る行為)を磨石 とした。47点が土坑・竪穴状遺構 B遺構検
出面から出土した。

石質は、輝石安山岩 25点、安山岩 9点、粗粒砂岩 7点、花闇岩 2点、
1点、角閃石安山岩 i点が使用されている。

敲打痕は、両端に多くみられる。敲打痕が側面だけにみられるものは、

第69図 25・ 26、 36～ 38の ようにごく小形のものから、大形の第71図

細粒砂岩 1点、硬質砂岩 1点、細粒安山岩

少なくたいがい両端と側面両方にある。

60～ 71がある。

5 台石
ここでいう台石とは、手に持たず固定または置かれた状態で物を敲いたり、擦つたり磨る際の台として使用された

ことを想定する。47点が土坑・竪穴状遺構 。遺構検出面から出土した。石質は磨石とほぼ同種。輝石安山岩 19点、
安山岩 13点、粗粒安山岩 9点、花岡岩 4点、細粒砂岩 1点、凝灰角礫岩 1点、溶結凝灰岩 1点が使用されている。
第 72図 73、 第 73図 80・ 81087、 第 75図 93・ 94～ 96第 77図 l12・ 113・ 118は、片面のみに使用痕がみられ、

頻繁に置く場所を変えずに固定されていたのであろう。重量 7 Kgを越える重いものが 8点ある。が両面に使用痕が
ある物や側面にも敲打痕や磨面がみられるものは、容易に動かせる状態に置かれていたのであろう。第 72図 72・ 77、

第 73図 82、 第 74図 88・ 92、 第 77図 H7は、側面にも敲打痕がみえる。第 72図 73・ 76、 第 74図 91、 第 76図 107
～ 109、 第 77図 112は、側面に磨面を持つ。第 72図 77は、激 しい敲打により表面の剥落が著しい。擦過痕で摩滅
じ光沢を持つものもある。第 73図 82・ 84・ 85、 第 74図 90、 第 75図 958100、 第 76図 1040107、 第 77図 Hl・ 112

は、潰され磨られた原料の染みが付着 している。第 72図 72・ 77、 第 76図 110は、集中する敲打でくぼみが生じて
いる。

6 その他
第 78図 3は軽石製の紡錘車で、Ta2号 竪穴状遺構から出土した。
2の小玉は、径 0.4cmを測る。D128号土坑から出土した。
3は、Dけ loグ リンド検出面から出土した石質黒曜石の打製石鏃
である。                1

〇 輝 60。
一

◎

一

CD 盟

第 77図  石製品 (石鏃、紡錘車、玉)実測図
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梨ノ木遺跡出土炭化種実遺体の種類

パリノ Bサーヴェイ株式会社

はじめに

梨ノ木遺跡の中世の遺構から検出された炭化種実遺体の種類を知り、当時の植物利用に関する

情報を得る。

1.試料

試料は、梨ノ木遺跡から出土した132点である。試料の詳細については、結果とあわせて表 1

に示す。

2.分析方法

双眼実体顕微鏡下で、その形態的特長から種類を固定する。

3.結果

結果を表 1に示す。なお、表中で「多」としたものは約100個体以上存在するもの、「破」と

したものは微細な破片であることを意味する。また保存状態が悪く、種実遺体かどうか判別不能

の個体も多かった (表中では不明とした)。 以下に、検出された種類の形態的特長を記す。

・オニグルミ (」u8ゴ a″s″a″ish″rゴca Maximo subspo sゴ θbοゴ″a″a (Maxim)Kitamura) クルミ科

炭化した核の破片が、検出された。灰色で本質。非常に堅い。大きさは l cm程度で、表面は荒

いしわ状となる。

。イヌシデ (3arp力″S■働aF7漱ガ Maxim。 ) カバノキ科クマシデ属

炭化した果実が検出された。黒褐色で、大きさは 4 mm程度。側面観は亜三角型、上面観は凸レ

ンズ型。表面には、縦方向に数本の筋が存在する。

0モモ (ル zJp″ s ρarsゴθa Batsch) バラ科サクラ属

炭化した核の破片が検出された。褐色～黒褐色で大きさは l cm程度。本質で堅く、表面は不規

則な線状のくばみがあり、全体としてあらいしわ状に見える。

ロサ ンシ ョウ (乃″励οィガ 翻 ρわ 痢 ιtt DC。 )ミ カ ン科 サ ンシ ョウ属

炭化した核が検出された。黒褐色で楕円形。大きさは 2 mm程度。表面は堅く、浅い不規員Jな網

目模様がみられる。

0ブ ドウ属 (/」iιゴs) ブ ドウ科

炭化 した種子が検出された。黒色。大きさは 4 nlln程度。心躙形。腹面には中央に縦筋が走り、

その両脇には楕円形に深くくばんだ穴が存在する。背面には中央に「さじ」状の「へそ」があり、



「へそ」の回りはくばんでいる。なお、

背面が破損 し、全体の形状が不明なも

のについては、ブ ドウ科とした。

ミズキ £∝n″sθ
“
′rO“お Hemsley

) ミズキ科ミズキ属

炭化した核が検出された。褐色で大

きさは 6 mm程度。縦方向にややつぶれ

た球形。基部に大きな店がある。縦方

向に走る深い溝がみられる。なお、表

面が著しく摩耗し、クマノミズキとの

判別ができない個体に関しては、ミズ

キ属とした。

・イネ (ar/za saだ略 L。 )

イネ科イネ属

炭化した胚平Lが検出された。大きさ

4nlm程度。楕円形であるが、胚の痕跡

部分が欠けたように見える。表面には

数本の筋がみられる。

0ア ワTヒ エ (力ねrル ゴ
`″
ゴθa Beau

v。 一己ふゴ″οσ力fοa θr″s―gaゴゴゴBeauv。 )

イネ科

炭化もしくは炭化していない穎や胚

平Lが検出された。楕円形で大きさは 2

Hlm程度。片4111のみ凸状に膨らむ。

・オオムギ 鮨勧油 吻
"ゴ
μゴθL。 )

イネ科オオムギ属

炭化した胚乳が検出された。炭化し

ており、大きさは 6 mm程度。紡錘形で

先端部は尖り基部は丸い。片側には 1

本の深い溝があり、その反対側の基部

には胚の痕跡がありまるくくばむ。

0コ ムギ (2ゴ′ゴθtt aθ sだ ytt L。 )

木本類

ア

ワ  オ
グ ヌ  シ ド ドズ ミ  |ム オ コ  タ  マ エ
ル シ モ ヨウ ウ キ ズ イ ヒ ギ ム ム ア デ ソ メ ゴ 不

― ― ― ― ― ― ― ―多 16-2076--91H-61
-― ― 一 ― 一 ― ―H― ― -2-一 ― ― -1
- ― ― ― ― ― ― ―多 2 -10 1 - 1 527 -12
- 一  一  ―  ―  一  ―  - 25  1  -  2  6  -  ―  -  2  -  3
-  ― ―  ― 一  ―  ―  ― 多  ―  ―  一  ―  一  -  6 52  - 50

-― ― -1-一 -5-― -7-― ― ― -4
-― ― ― ― ― ― ―多 ― -1012--6多 ―多

D786DP       一
  
―
  
―・・  一   ―   ―   ―   - 39  -  ―

  
一
  
―
  
一
  
一
  
―
 多 み   

―
 ―

2‐t料名  蛮ィ  タブブミ

D27
D49
D51

D59
D70
D77
D78

D79
D85
D87

D91

D96
D102
D103
D104
D106
Dl13
D122
D126
D127
D128
D129
D130
D131

D132
D133
D134
D135
D136
D137
D140
D142
D143
D144
D146
D146pl
D148
D149
D151

D152
D153
D154
D158
D161

Ta8
Ta9
P22
P58
P67
P86
P108
P131

P136
P137
P138
P141

P198
P209
P306
P318
P323
P324
P326
P351

― ― ― ― ― 一 ― ―多 ― -38--25-6
-  ―  -  1  -  ―  ―  ― 多多  1  3 28  6  -  - 34  2  -  7
-― -1-― ― ―多 -11422-― -24-多
― ― ― ― ― ― ― ―多 -912:41 --211 -5
-― ― ― ― ― ― -1-― -1-一 -1-一

― ― ― ― 一 ― … 1多 -377-一 -2-1
-― ― 一 ― ― ― 一多 12123多 ― -219-多
― ―  ―  一  ―  ―  ―  ― 多多  -  7 11 42  -  ―  1 24  - 72
___‐ ― ― ― -3-― -1-― ― ― 一 ―

一 ― ― ― ― ― ― -19--1-― ― ― ― ― 一

― ― … ― ― ― ― -50-247-― -2-―
― ― -1-2-― 多 -1714-― ―多 -3
-― 一 ― ― ― ― ―多 -10 919 - 一 -10 -31
- ― ― 一 ― ― ― - 44 -  2  - 12 - ― -  2 - 3
-  ―  ―  ― ―、 一  一  - 20  -  -  1  2  -  一  ―  ―  -  1

-― ― ― ― ― ― -64-― -7-― -2-2
-― ― ― ― ― ― ―多 -181535 - - 3 9 - 6
-― ― 一 ― ― ― -57-― -3-一 -1-―
― ― ― 一 -1-― 多 -82342--2416-多
―  ― ―  ―  ―  一  ―  ― をみ  1 35 22 45  -  -  4  9  - 26
-― ― 一 ― ― 一 -3-1-1-一 ― ― ― ―

― ―  ―  ― 一  ―  ―  - 40  -  2  2 14  -  ―  -  1  - 43

-  ―  ―  ― ―  一  ―  - 58  -  - 17 20  -  一  -  4  -  1

-― ― 一 ― ― ― -131--3-一 -1-2
-― ― ― ― ― ― -51-一 ― ― ― -4-―
一 ― ― ― ― ― ― -13--11-― -6-―
― ― ― ― 一 ― ― -25-― ― ― ― ― ― ― -2
- ― ― ― ― ― ― ―多 2121530 - - 2 4: ―多
― 一 ― 一 一 ― ― -10-… 12-― ― ― ― ―

破 ― ―、… … ~~~多 -4117--596-11
-  ―  ―  ― ― ― ―  ― 多  -  6  8 40  -  ―  -  4  - 多
― ― ― ― ― ― ― ―多 -91572--114-多
一 ― ― 一 ― ― ― - 79 - 6  7 10 - ― - 4 -  5
-  ―  ―  ―  ―  一  一  - 33  -  ―  -  2  -  一  ―  ―  - 27

-― ― ― ― ― ― -8-― -11-― 一 ― -5
-― ― ― 一 ― 一 ―多 -101340--17-多
― ― ― ― ― ― ― ―多 113-一 -14-3
- ―  ―  ―  ―  ―  ―  - 97  -  - 10  2  -  一  ―  ―  -  5
-  ―  ―  ―  ―  一 ―  ― そう  - 21 27 18  -  -  3 22  - 多み
― ― 一 ― ― ― ― -2-― ― ― ― ― ― ― 一 ―

… … ― ― ― ― ― -18--1-― ― ― ― -2
-  ―  ―  ―  ―  -  1  - 28  -  -  1  -  1  -  ―  ―  ―  ―

一 ― ― ― ― ― ― -2-… … … … … … ― -1
-一 ― 一 ― ― ― -12--11-― ― ― -1
-一 ― ― ― 一 ― -39--1-― 一 ― 一 -3
-― ― ― ― ― ― -19-8-― ― 一 ― ― … …

… … … … … … … … 7-― -1-― ― ― -3
-― ― ― ― ― ― ¨多 24610-― -3-多
― ― ― ― ― ― ― -3-― -1-一 -1-―
―  ―  ―  ―  ―  ―  一  - 28  -  ―  -  1  -  ―  -  2  -  ―
一 ―破 一 ― ― ― -10--1-― ― -8-3
-― ― ― ― 一 ― -8-― 一 ― 一 ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― 一 -1-― ― ― ― ― ― ― ― 一

― ― ― ― ― ― ― -31-― ― ― ― -1--1
-― ― ― 一 ― ― -2--1-― 一 ― ― 一 ―

― ― ― ― ― ― 一 -6=― ― ― ― _____
― ― ― ― ― ― ― -38--2-― ― ― ― -2イネ科コムギ属
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炭化した胚乳が検出された。炭化し
上L理製
腎斐量当金IIIIEII互 理菱匡

=Ⅸ=「

~

ており、大きさは4 mm程度。楕円形で

全体的に丸みを帯びている。片側には  
試料夕:

I)358   -一 ― ― ― ― ― -7--4-― -4-― 一

)-+r7
=4 vJ7'- V 1'
tt"Z y I."l-."Xi lY^f = , '?r:
lv vt a, V + A 4 b + z.;^ 7 ? Y / j'4

1本の深い溝があり、その反対側胚の

痕跡がある。なお、保存状態が悪く、
P453

オオムギとの判別が難 しいものはムギ P454

類とした。

3アサ (働熊 わお saιゴ闊 L。 )

クフ科アサ属 I:::

炭化した種子が検出された。灰褐色 P471
P473

で楕円形。大きさは 3 mm程度。縦に全 11::

周する稜があり、下端におおきな「へ ;1;'
そ」がある。表面は薄くて堅く、やや :1::

P480

P481

P482

sp.) タデ科  ;1::

炭化した果実が検出された。大きさ ;1::

は 2 nlln程度。 3陵形で表面は薄くて堅 P490

く、ざらつく。

・ ソバ 賤 仰 ″翻 θsθ″ゴ
“ `翻

Moench) タデ科ソバ属

::n :J'-r (Peri I la frutescens (L)

P498～P501 - ― ― ― ― 一 ― ―多 2 215 2 - - 4 - 194
P500         -  一  ―  ―  一  ―  ~  ~ 11  -  -  1  -  ―

  ―  ―  ―  ―  ―

一 ― ― ― ― ― 一 -14--21--1-― ―

一 ― ― ― ― ― 一 -2-― ― ― ― ― ― ― ― ~

― ― 一 ― ― ― ― -7--1-― ― -13-1
-  一  一  一  ―  ―  ―  - 40  -  ―  一  ―  ―  -  1  2  -  ―

― ― ― ― ― ― 一 ~13-2-― ― ― ― ― ― ―

―  ―  ―  ―  ―  ―  一  - 22  -  ―  -  1  -  -  1  -  - 60

-― ― ― ― ― ― … 10-― ― ― ― 一 ― ~~~
― ― ― ― ― ― ― -6-― ― ― ― -1-~~
―  ―  ―  ―  一  ―  ―  - 22  -  ―  -  1  -  ―  ―  ―  -  1

-一 ― ― ― ― ― ~54--1-― -11-―
― ― ― ― ― ― 一 -6-― ― ― 一 一 ― ― ― ―

一 一 ― ― ― ― ― -61-111-― ― ― -7
-― ― 一 一 ― ― -7-― ― ― ― ― -1-―
一 ― ― ― ― ― ― ~6-一 ― ― ― -1-― ~

一 ― 一 一 ― ― ― ~8-― -1-― ― ― -4
-― 一 ― ― 一 一 -5--1-― ― ― ― 一 ―

― ― ― ― ― ― ― ~2-― ― ― ― 一 ― ― ― ~

― ― ― ― ― ― ― ~2-― ― ― ― ― ― ― -1
-一 ― ― ― ― ― -32--11-― ― ― -2
-― 一 … … … … … 19-― ― ― ― -1-~~
― ― ― ― ― ― 一 ~2-31-一 ― ― ― ― ―

一 ― 一 一 ― ― ― -1~― ― ― ― ― ― ― 一
~

― ― ― ― -1-一 -1-1-一 ― ― ― ― 一 ―

― ― ― ― ― ― ― -3-― -1-一 ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― 一 -7-― -2-― ― ― -1
-― ― ― ― ― ― ~13-― ― ― ― -2--5
-― 一 ― ― ― ― -2-― 一 ― ― ― ― 一 -1
-  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ~ 40  -  -  1  -  ―  ―  -  3  -  ―

― ― ― 一 ― ― 一 ~13--22-― 一 ― ― ―

一 ― ― ― ― ―
~~~~―

―
~~~―

― 一

]

― ― ― ― ― ― 一 ―
~~― ~~~~― 一 -1

-― ― ― ― ― 一 -3-一 -1-― ― ― ― ―

― ― ― ― 一 ― ― ~4-― ― ― ― ― -2-―
― ― ― 一 ― ― ― ~3-― ― ― ― ― ― 一 ~~

一 ― ― ― ― ― ― -711-52-― ― ― 一 一

― ― ― ― ― 一 ― -4-― 一 ― ― ― ― ― ― ~

― ― ― ― ― ― ~~~~― ― ― ~~一 ― -1
-一 一 ― ― ― ―

~1~-11-― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ―
~1~― 一 ― ― ― ― ―

~~

― ― ― ― ― ― ― ~12-― -2-一 ― ― … …

― ― ― 一 ― ― ― -6--1-― ― ― ― 一 ―

砲支  ―  ―  ―
  一  ―  ―  - 13  2  2  1 14  -  ―  一  ―  - 10

-― ― ― ― ― ― ~14-― ― ― ― ― 一 一 ― ~

― ― 一 ― ― ― ― -1~― ― ― ― 一 ― 一 ―

~

― 一 ― ― ― ― ―
~1~― ― ― ― ― ― 一 ―

~

― ― ― ― ― ― ~~4-― -1-― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― 一
~1~― … … ― ― ― ―

~~

― ― ― ― 一 ― 一
~1~-1-― 一 一 ― ― ―

― ― ― ― ― ―
~~1~― ― ― ― ― ―

~~~

― 一 一 ― ― ~~~3-― ― ― ― ― ― ― ~~

― ― ― ― ― ― ~~6--11-― ― ― ― ―

― ― ― 一 ― ― ―
~1~― ― ― 一 ― ― 一 -1

-― ― ― ― ― ~~6-― ― ― ― ― ― ~~1

-― ― 一 ― ― ― -14-― r― ― ~~~~1
-― ― ― ― ― ― -4-1-― ― ― ― ― ― ―

― 一 ― ― ― ― ~~18--1-― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― 一 ― -3… … 1-― ― ― ― ― ―

一 ― … 一 ― ― ― -2-― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― -6-111--1-― ―

― ― ― ― ― 一 ~~12-一 -1-― ― 一 ― ―

― ― ― ― … … ― … 1~…
… … ― ― ― ― -1

-― ― ― ― ― ~~14=2-― ― 一 ― ― ― ~

P365

P459

P460

P461

1'462

P463

ざらつく。

・タデ属 (乃肋 ω翻

P491

P492

P493

P496

P535

P537

炭化した果実が検出された。 3稜が
 ;:::

あり、大きさは 5 mln程度。果皮は菱形 ;:1:

に近く、これが 3枚組合わさつている。;:1:

果皮は薄く、やや光沢がある。
P547

P548

P551

0マ メ類 (Leguminosae sp。 )    ;::i

炭化した種子が検出された。大きさ ;:::

は 5 mm程度ざ偏平な楕円形で、側面に ;:::

縦長の 「̂、そ」が存在する。     P564
P565

P566
P570

Britt. var. fン ″渉θsθθ″s)   ::;:
P576

シソ科シソ属 P578
P588

炭化した果実が検出された。黒褐色。
;:::
P599
P607大きさは 21111n程度。いびつな球形で、
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先端に「へそ」が見られる。表面全体には、荒い亀甲状の網目模様がある。

4.考察 .

検出された種実遺体はイネが最も多いが、他にも数種類検出されており、ほとんどが有用植物

である。検出された種類のうち、オニグルミ、モモ、サンショウ、ブドウ属、イネ、アワー‐ヒエ、

オオムギ、コムギ、アサ、ソバ、マメ類、エゴマは可食植物であるが、この中で特にモモ、イネ、

アフーーヒエ、オオムギ、コムギ、アサ、ソバ、マメ類、エゴマは、栽培された種類であり、当時

食用として利用されていたと推定される。イネは、小諸市鋳物師屋遺跡 (氏原,1988)や竹花遺

跡 (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1994a)な どで多量に出上している。いずれも古代に属する

ものであるが、形状はいずれも現在よりも小型で短粒であり、今回出上したものと類似している。

佐久市およびその周辺地域の種実遺体の報告例をみると、佐久市下聖端遺跡 (氏原・廣瀬,19

92;パ リノ 9サーヴェイ株式会社,1992)、 小諸市竹花遺跡 (パ リノロサーヴェイ株式会社,19

94b)、 佐久市芝宮遺跡群 (藤原,1999)な どの成果がある。これらは奈良 0平安時代の遺構な

どから検出された炭化種実が多いが、今回本遺跡から検出された種類と比較すると、ほとんどの

種類が重なっており、当時広く栽培されていたことが想像される。低湿地遺跡の調査などによれ

ば、中世に入ると栽培植物の種類数 題個体数ともに増加する傾向にあり、広島県草戸千軒遺跡 (

パリノ・サーヴェイ株式会社,1995a,1995b)や 奈良県箸尾遺跡 (金原,1994)、 東京都葛西城

(橋本,1993)な どが事例としてあげられる。今回のような台地上の遺跡では、炭化種実遺体以

外は残りにくいため、検出される種類が少なく種類構成も偏る傾向がある。したがつて時代毎に

比較を行うのは難しいが、佐久平周辺で出土した奈良・平安時代の各遺跡の組成と比べると、オ

ニグルミや トチノキなど採取によって利用される種実が減少し、栽培種が増加しているようにみ

える。ただし、これまで佐久平を中心に検出された種実の企てを吟味しているわけではないので、

現在のところ推測にすぎない。過去の情報を収集してまとめるとともに、新たな分析例の蓄積を

計っていきたい。
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2nlm                  5mm               5mm           lcm

(1,2)                (3-13)             (14)        (15-17)

1.ア ワーヒエ (D27)
4.サ ンショウ(D87)
7.オオムギ (D85)
lo。 アサ (P67)

13.マ メ類 (D78の P)

16.ソ バ (D27)

2.エ ゴマ (P498-P501)
5,ミ ズキ (D102)

8.コ ムギ (D103)
H.タ デ属 (D51)
14.オニグルミ(D148)
17.コ ムギ(D103)

3。 イヌシデ (D12)
6。 ブドウ属 (D126)
9.イ ネ (D127)
12.ソバ (D27)
15。 モモ (P209)

亀摯



三R= J出』ヽ 」L職出J畦
=ゎ
I



図

版
　
二



図

版
　
一二



図

版

四

¨
，
一^
　

・

饉



図

.:版

血

夢



メ
ヽ
「一、一
メ



=(1 
」

費摯
=

図

版
　
七

″



図

版
　
八



図

版

　

丸

過
プ

炒

一
一一一一一一一一一一一■
ザ
一た

』 亀

て 墓 」 ly重 =´





図

版

　
十

一

T



|メ |

|11':

: 
「
.:J:F:「 iド・

|■
fi'

ftt「

::轟

一
一蜃
一

・

■ヽ
，

導



図

版
　
十

〓
一



図

版

十

四

心
1ヽ

'- .."- -t=





図

版
　
十

六



纂1電撃
′ 図

版

十

七

・
‐
三二:賭皐



図

版

十

八




